




シンポジウム「転換期にたつ植物防疫」
開 催 要 領

1．日 時：平成 30年 9月 20日（木） 10：00～17：30

2．場 所：日本教育会館「一ツ橋ホール」
東京都千代田区一ツ橋 2-6-2 TEL 03（3230）2831

3．主 催：一般社団法人 日本植物防疫協会

4．趣 旨：農業競争力強化施策のもと，欧米にならった再評価制度の導入を柱とする
農薬取締法改正案がまとまる一方，ジェネリック農薬参入の動きが活発化
するなど，病害虫防除に不可欠な農薬をめぐる情勢は大きな転換期を迎え
ている。このシンポジウムでは，これら関連する内外の動向を知るととも
に，今後の植物防疫推進上の課題を考える。

5．参集範囲：国及び都道府県の行政・試験研究機関・普及指導機関，独立行政法人，
大学，JA，農薬企業，防除機企業および関係団体（定員 800名）

6．参 加 費：無 料

7．プログラム
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⑴ 農薬行政の課題と対応方針 農林水産省 消費・安全局農薬対策室 石 岡 知 洋 氏

⑵ 農薬環境行政の課題と対応方針
環境省 水・大気環境局農薬環境管理室 小笠原 毅 輝 氏

─ 昼食休憩 ─

⑶ 農薬の再評価制度と課題 農薬工業会 横 田 篤 宣 氏

⑷ 海外ジェネリック農薬の現状と我が国における展望
日産化学株式会社 影 島 智 氏

─ 休 憩 ─

⑸ 天敵利用をめぐる海外の動向と我が国における展望
アリスタ ライフサイエンス株式会社 里 見 純 氏

⑹ 農薬の変遷に対応した現場指導と今後
公益社団法人 青森県植物防疫協会 川 嶋 浩 三 氏
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閉 会
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農
薬

行
政

の
課

題
と

対
応

方
針

～
農

薬
取

締
法

の
改

正
に

つ
い

て
～

平
成

３
０

年
９

⽉

農
林

⽔
産

省
消

費
・

安
全

局
農

産
安

全
管

理
課

農
薬

対
策

室

農
薬
取
締
法
の
概
要

①
雑

草
や

病
害

虫
等

に
対

す
る

効
果

、
農

作
物

の
生

育
に

対
す

る
害

に
関

す
る

試
験

②
毒

性
に

関
す

る
試

験
（

人
の

健
康

に
対

す
る

影
響

）
③

農
作

物
等

へ
の

残
留

に
関

す
る

試
験

④
土

壌
や

⽔
産

動
植

物
等

の
環

境
へ

の
影

響
に

関
す

る
試

験

農
薬

登
録

申
請

時
に

必
要

な
主

な
試

験
成

績

製
造

流
通

使
用

登
録

製
造

・
輸

入
等

表
示

販
売

使
用

基
準

○
農

薬
の

登
録

農
薬

の
製

造
に

は
、

農
林

⽔
産

⼤
臣

の
登

録
を

受
け

る
こ

と
が

必
要

登
録

時
に

は
、

人
の

健
康

や
環

境
へ

の
安

全
性

等
を

審
査

○
農

薬
の

表
示

農
薬

の
容

器
等

に
、

農
薬

の
名

称
や

使
用

方
法

に
関

す
る

ラ
ベ

ル
を

表
示

○
農

薬
の

販
売

者
の

届
出

販
売

所
ご

と
に

、
代

表
者

の
氏

名
、

所
在

地
等

を
届

け
出

○
農

薬
の

販
売

無
登

録
農

薬
の

販
売

を
禁

止

○
農

薬
の

適
切

な
使

用
定

め
ら

れ
た

使
用

方
法

（
対

象
と

な
る

病
害

虫
や

農
作

物
等

）
の

遵
守

○
農

薬
の

使
用

の
禁

止
無

登
録

農
薬

の
使

用
を

禁
止

○
農

薬
取

締
法

は
、

農
薬

の
登

録
制

度
を

設
け

る
こ

と
に

よ
り

、
効

果
が

あ
り

、
人

の
健

康
や

環
境

に
対

し
て

安
全

と
認

め
ら

れ
た

も
の

だ
け

を
農

薬
と

し
て

登
録

し
、

製
造

・
販

売
・

使
用

で
き

る
よ

う
に

す
る

ほ
か

、
農

薬
使

用
者

が
遵

守
す

べ
き

使
用

基
準

等
を

規
定

。

農
薬
取
締
法
改
正
の
背
景
に
つ
い
て

○
農
薬
の
安
全
性
の
向
上

科
学

の
発

展
に

よ
り

蓄
積

さ
れ

る
、

農
薬

の
安

全
性

に
関

す
る

新
た

な
知

⾒
や

評
価

法
の

発
達

を
効

率
的

か
つ

的
確

に
反

映
で

き
る

農
薬

登
録

制
度

へ
の

改
善

が
必

要

○
よ
り
効
率
的
な
農
業
へ
の
貢
献

良
質

か
つ

低
廉

な
農

薬
の

供
給

等
に

よ
り

、
よ

り
効

率
的

で
低

コ
ス

ト
な

農
業

に
貢

献
す

る
た

め
、

農
薬

に
係

る
規

制
の

合
理

化
が

必
要

※
な

お
、農

業
競

争
⼒

強
化

⽀
援

法
にお

い
ても

、農
薬

に係
る規

制
を、

安
全

性
の

向
上

、国
際

的
な

標
準

との
調

和
、最

新
の

科
学

的
根

拠
に基

づ
く規

制
の

合
理

化
、の

観
点

か
ら⾒

直
す

こと
とさ

れ
てい

る。

背
景

○
国
⺠

に
と

っ
て

、
農

薬
の

安
全

性
の

一
層

の
向

上
○

農
家

に
と

っ
て

、
①

農
作

業
の

安
全

性
向

上
、

②
生

産
コ

ス
ト

の
引

下
げ

、
③

農
産

物
の

輸
出

促
進

○
農
薬
メ
ー
カ
ー

に
と

っ
て

、
日

本
発

の
農

薬
の

海
外

展
開

の
促

進

目
指
す
姿

具
体
的
な
⾒
直
し
内
容

同
一

の
有

効
成

分
を

含
む

農
薬

に
つ

い
て

、
一

括
し

て
定

期
的

に
、

最
新

の
科

学
的

根
拠

に
照

ら
し

て
安

全
性

等
の

再
評

価
を

⾏
う

。
ま

た
、

農
薬

製
造

者
か

ら
毎

年
報

告
を

求
め

る
こ

と
等

で
、

必
要

な
場

合
に

は
、

随
時

登
録

の
⾒

直
し

を
⾏

い
、

農
薬

の
安

全
性

の
一

層
の

向
上

を
図

る
。

な
お

、
現

⾏
の

再
登

録
は

廃
止

す
る

。
（

第
８

条
、

第
９

条
、

第
15

条
、

第
29

条
、

旧
第

５
条

）

１
再
評
価
制
度
の
導
⼊

（
１

）
農

薬
の

安
全

性
に

関
す

る
審

査
の

充
実

①
農

薬
使

用
者

に
対

す
る

影
響

評
価

の
充

実
②

動
植

物
に

対
す

る
影

響
評

価
の

充
実

③
農

薬
原

体
（

農
薬

の
主

た
る

原
料

）
が

含
有

す
る

成
分

（
有

効
成

分
及

び
不

純
物

）
の

評
価

の
導

入
（

第
３

条
第

２
項

）

（
２

）
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
農

薬
の

申
請

の
簡

素
化

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

農
薬

の
登

録
申

請
に

お
い

て
、

先
発

農
薬

と
農

薬
原

体
の

成
分

・
安

全
性

が
同

等
で

あ
れ

ば
提

出
す

べ
き

試
験

デ
ー

タ
の

一
部

を
免

除
で

き
る

こ
と

と
す

る
。

（
第

３
条

第
３

項
）

２
農
薬
の
登
録
審
査
の
⾒
直
し

施
⾏

期
日

：
公

布
日

（
平

成
30

年
6⽉

15
日

）
か

ら
６

⽉
以

内
（

た
だ

し
、

２
（

１
）

①
及

び
②

に
つ

い
て

は
、

公
布

日
か

ら
２

年
以

内
）

第
2弾

施
⾏

第
2弾

施
⾏

1
2

3
4
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第
１
条
（
目
的
）

（
目

的
）

第
１

条
この

法
律

は
、農

薬
につ

い
て登

録
の

制
度

を設
け

、販
売

及
び

使
⽤

の
規

制
等

を
⾏

うこ
とに

より
、農

薬
の

安
全

性
その

他
の

品
質

及
び

その
安

全
か

つ適
正

な
使

⽤
の

確
保

を
図

り、
もっ

て農
業

⽣
産

の
安

定
と国

⺠
の

健
康

の
保

護
に資

す
ると

とも
に、

国
⺠

の
⽣

活
環

境
の

保
全

に寄
与

す
るこ

とを
目

的
とす

る。

下
線

：
旧

法
か

らの
変

更
箇

所
⼀

部
記

載
を省

略
（

以
下

同
様

）


従

来
も

「
品

質
」

の
中

に
は

安
全

性
の

概
念

も
含

ま
れ

て
い

た
が

、
再

評
価

の
導

入
等

に
伴

い
、

「
農

薬
の

安
全

性
の

確
保

」
を

明
確

化
。

第
３
条
（
農
薬
の
登
録
）

Ｇ
Ｌ
Ｐ
基
準

（
農

薬
の

登
録

）
第

３
条

製
造

者
⼜

は
輸

⼊
者

は
、農

薬
につ

い
て、

農
林

⽔
産

⼤
⾂

の
登

録
を受

け
な

け
れ

ば
、製

造
し若

しく
は

加
⼯

し、
⼜

は
輸

⼊
して

は
な

らな
い

。

２
登

録
の

申
請

は
、申

請
書

及
び

農
薬

の
安

全
性

その
他

の
品

質
に関

す
る試

験
成

績
を記

載
した

書
類

等
を提

出
しな

け
れ

ば
な

らな
い

。
試

験
成

績
の

うち
農

林
⽔

産
省

令
で

定
め

るも
の

（
特

定
試

験
成

績
）

は
、そ

の
信

頼
性

を確
保

す
るた

め
に必

要
な

もの
とし

て農
林

⽔
産

省
令

で
定

め
る基

準
に従

って
⾏

わ
れ

る
試

験
（

基
準

適
合

試
験

）
によ

るも
の

で
な

け
れ

ば
な

らな
い

。


毒

性
試

験
や

作
物

残
留

試
験

等
、

特
定

試
験

成
績

は
、

Ｇ
Ｌ

Ｐ
基

準
（

試
験

の
信

頼
性

確
保

の
た

め
に

必
要

な
基

準
）

に
従

っ
て

⾏
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

を
法

律
上

に
位

置
付

け
。

第
３
条
（
農
薬
の
登
録
）

申
請
書
へ
の
記
載
事
項


新

た
に

申
請

書
へ

記
載

す
る

事
項

•
使

用
期

限

•
人

畜
に有

毒
な

農
薬

につ
い

ては
、そ

の
旨

、使
用

に際
して

講
ず

べ
き被

害
防

止
方

法
及

び
解

毒
方

法

•
生

活
環

境
動

植
物

に有
毒

な
農

薬
につ

い
ては

、そ
の

旨

○
第

２
弾

施
⾏

に
関

す
る

事
項

•
農

薬
原

体
の

有
効

成
分

以
外

の
成

分
の

種
類

及
び

含
有

濃
度

•
農

薬
原

体
を製

造
す

る者
の

氏
名

及
び

住
所

並
び

に農
薬

原
体

の
製

造
場

の
名

称
及

び
所

在
地

•
農

薬
原

体
の

主
要

な
製

造
工

程

○
農

薬
原

体
に

関
す

る
事

項
の

追
加

第
３
条
（
農
薬
の
登
録
）

提
出
資
料
の
⼀
部
省
略

（
農

薬
の

登
録

）
第

３
条

３
申

請
者

は
、当

該
申

請
に係

る農
薬

の
農

薬
原

体
が

、既
に登

録
され

てい
る農

薬
の

農
薬

原
体

とそ
の

成
分

及
び

毒
性

の
強

さに
お

い
て同

等
で

あ
ると

きは
、提

出
す

べ
き資

料
の

⼀
部

を省
略

す
るこ

とが
で

きる
。


ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
農

薬
の

登
録

申
請

に
お

い
て

、
先

発
農

薬
の

原
体

と
成

分
等

が
同

等
で

あ
る

と
き

は
、

毒
性

試
験

等
の

試
験

デ
ー

タ
を

一
部

免
除

。


省
令

で
、

省
略

可
能

な
試

験
の

範
囲

、
デ

ー
タ

保
護

期
間

等
の

規
定

を
設

け
る

予
定

。

5
6

7
8
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よ
り
合
理
的
な
規
制
へ
の
改
善

新
し

い
管

理
方

法
こ

れ
ま

で
の

管
理

方
法

不
純

物
B

不
純

物
C

有
効

成
分

A


組

成
が

変
わ

ら
な

い
よ

う
に

、
製

造
方

法
を

変
更

し
な

い
よ

う
に

指
導


よ

り
効

率
的

な
製

造
方

法
が

開
発

さ
れ

て
も

、
変

更
を

認
め

な
い

？
％

？
％

？
％

有
効

成
分

A
○

％
以

上

不
純

物
B 

   
不

純
物

C

管
理

○
％

以
下

○
％

以
下

変
更

不
可

変
更 可

有
効

成
分

及
び

一
部

の
毒

性
の

強
い

不
純

物
と

そ
の

含
有

濃
度

の
規

格
を

公
表


有

効
成

分
の

下
限

値
及

び
不

純
物

の
上

限
値

を
設

定


組
成

が
同

等
で

あ
る

こ
と

を
前

提
に

、
製

造
方

法
の

変
更

を
認

め
る

管
理

製
造

方
法

製
造

方
法


安

全
な

農
薬

を
供

給
す

る
に

は
、

品
質

管
理

の
強

化
が

必
須

。


有
効

成
分

と
不

純
物

ご
と

の
含

有
濃

度
の

規
格

（
原

体
規

格
）

を
、

登
録

の
あ

る
全

て
の

農
薬

に
つ

い
て

設
定

。


ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

農
薬

の
う

ち
、

既
登

録
農

薬
の

規
格

を
満

た
し

、
毒

性
の

強
さ

が
同

等
な

も
の

に
つ

い
て

は
、

申
請

時
に

提
出

す
べ

き
試

験
デ

ー
タ

の
一

部
を

免
除

。

第
３
条
第
６
項
・
第
７
条
第
４
項
（
農
薬
の
登
録
）

優
先
審
査

（
農

薬
の

登
録

）
第

３
条

６
農

林
⽔

産
⼤

⾂
は

、病
害

虫
の

防
除

や
、農

作
物

等
の

⽣
理

機
能

の
増

進
・抑

制
にお

い
て特

に必
要

性
が

高
い

もの
⼜

は
適

⽤
病

害
虫

の
範

囲
及

び
使

⽤
方

法
が

類
似

す
る他

の
農

薬
と比

較
して

特
に安

全
性

が
高

い
もの

と認
め

ると
きは

、審
査

を優
先

して
⾏

うよ
うに

努
め

る。 第
７

条
第

４
項

（
申

請
によ

る変
更

の
登

録
）


特

に
現

場
の

ニ
ー

ズ
が

高
い

も
の

・
安

全
性

が
特

に
高

い
も

の
は

、
優

先
的

に
審

査
。

新 新

第
３
条
（
農
薬
の
登
録
）

登
録
票
へ
の
記
載
事
項


新

た
に

登
録

票
へ

記
載

す
る

事
項

•
使

⽤
期

限

•
人

畜
に有

毒
な

農
薬

につ
い

ては
、使

⽤
に際

して
講

ず
べ

き被
害

防
止

方
法

及
び

解
毒

方
法

•
⽣

活
環

境
動

植
物

に有
毒

な
農

薬
につ

い
ては

、そ
の

旨

○
第

２
弾

施
⾏

に
関

す
る

事
項

（
農

薬
の

登
録

）
第

３
条

９
農

林
⽔

産
⼤

⾂
は

、第
４

条
第

１
項

の
規

定
によ

り登
録

を拒
否

す
る場

合
を除

き、
第

１
項

の
登

録
の

申
請

に係
る農

薬
を登

録
し、

か
つ、

次
に掲

げ
る事

項
を記

載
した

登
録

票
を交

付
しな

け
れ

ば
な

らな
い

。

○
農

薬
原

体
に

関
す

る
事

項
の

追
加

•
農

薬
原

体
の

有
効

成
分

以
外

の
成

分
の

種
類

及
び

含
有

濃
度

第
４
条
（
登
録
の
拒
否
）

（
登

録
の

拒
否

）
第

４
条

１
農

林
⽔

産
⼤

⾂
は

、審
査

の
結

果
、次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に該
当

す
ると

認
め

ると
きは

、
登

録
を拒

否
しな

け
れ

ば
な

らな
い

。

１
提

出
され

た書
類

の
記

載
事

項
に虚

偽
の

事
実

が
あ

ると
き。

２
特

定
試

験
成

績
が

基
準

適
合

試
験

によ
るも

の
で

な
い

とき
。

３
当

該
農

薬
の

薬
効

が
な

い
と認

め
られ

ると
き。

４
申

請
書

の
記

載
に従

い
当

該
農

薬
を使

用
す

る場
合

に農
作

物
等

に害
が

あ
ると

き。

５
被

害
防

止
方

法
を講

じた
場

合
で

も人
畜

に被
害

を生
ず

るお
それ

が
あ

ると
き。

６
農

薬
が

残
留

した
農

作
物

等
が

原
因

とな
って

、人
に被

害
を生

ず
るお

それ
が

あ
ると

き。

７
農

地
等

の
⼟

壌
に残

留
す

る農
薬

に汚
染

され
た農

作
物

等
が

原
因

とな
って

、人
に被

害
を生

ず
るお

それ
が

あ
ると

き。

新 新
第

2弾
施

⾏

9
10

11
12
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第
４
条
（
登
録
の
拒
否
）

８
生

活
環

境
動

植
物

の
被

害
が

発
生

し、
その

被
害

が
著

しい
もの

とな
るお

それ
が

あ
ると

き。

９
公

共
用水


域

の
水

質
の

汚
濁

が
生

じ、
その

汚
濁

に係
る水

の
利

用
が

原
因

と
な

って
、人

畜
に被

害
を生

ず
るお

それ
が

あ
ると

き。

10
当

該
農

薬
の

名
称

が
、そ

の
主

成
分

又
は

効
果

につ
い

て誤
解

を生
ず

るお
そ

れ
が

あ
るも

の
で

あ
ると

き。


旧

３
条

（
い

わ
ゆ

る
農

薬
登

録
保

留
要

件
）

：
「

登
録

を
保

留
し

て
、

申
請

者
に

対
し

て
申

請
書

の
記

載
事

項
を

訂
正

し
、

⼜
は

当
該

農
薬

の
品

質
を

改
良

す
べ

き
こ

と
を

指
⽰

す
る

こ
と

が
で

き
る

」

↓


新
４

条
（

登
録

の
拒

否
）

：
「

拒
否

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
」

新
第

2弾
施

⾏

第
８
条
（
再
評
価
）
再
評
価
制
度
の
概
要


再

評
価

実
施

前
に

、
対

象
と

な
る

有
効

成
分

、
提

出
す

べ
き

資
料

、
提

出
期

限
を

告
示


再

評
価

に
当

た
っ

て
は

、
そ

の
申

請
時

点
で

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

対
応

し
た

デ
ー

タ
提

出
を

要
求

。
各

試
験

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

は
OE

CD
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
改

定
に

合
わ

せ
随

時
更

新


再
評

価
の

際
に

、
原
体
規
格
の
設
定

、
毒
性
指
標

、
使
用
基
準

、
残
留
基
準
値

等
を
確
認

。
必
要
に
応
じ
て

、
登
録
の
変
更
、
取
消
し


最

新
の

科
学

的
⽔

準
の

も
と

で
安

全
性

や
品

質
を

担
保


製

造
方

法
の

変
更

へ
の

対
応

登
録
の
あ
る
す
べ
て
の
農
薬

を
対

象
に

、
最

新
の

科
学

に
基

づ
き

、
定

期
的

（
省

令
で

規
定

）
に

、
同

一
の

有
効

成
分

を
含

む
農

薬
に

つ
い

て
、

安
全

性
を

評
価

第
８
条
（
再
評
価
）

（
再

評
価

）
第

８
条

農
林

⽔
産

⼤
⾂

が
再

評
価

の
対

象
で

あ
る農

薬
を公

示
。該

当
す

る農
薬

につ
い

て、
農

林
⽔

産
⼤

⾂
の

再
評

価
を受

け
な

け
れ

ば
な

らな
い

。

３
提

出
す

べ
き農

薬
の

安
全

性
その

他
の

品
質

に関
す

る試
験

成
績

を記
載

した
書

類
その

他
の

資
料

及
び

その
提

出
期

限
を併

せ
て公

示
。特

定
試

験
成

績
は

、基
準

適
合

試
験

によ
るも

の
で

な
け

れ
ば

な
らな

い
。

４
農

林
⽔

産
⼤

⾂
は

、最
新

の
科

学
的

知
⾒

に基
づ

き、
農

薬
の

安
全

性
その

他
の

品
質

に
関

す
る審

査
を⾏

う。

新

再
評
価
制
度
の
イ
メ
ー
ジ

現
⾏
制
度

新
た
な

再
評
価
制
度

薬
効

・
薬

害
試

験
毒

性
試

験
残

留
試

験
等

審
査

再
登

録

7〜
8年10

年
程

度

再
登

録
再

登
録

再
登

録
再

登
録

再
登

録

一
定

期
間

・
有

効
成

分
ご

と
に

ま
と

め
て

再
評

価

★

科
学
の
発
展 法

律
に

基
づ

き
、

検
査

は
原

則
省

略
（

販
売

継
続

の
意

思
確

認
）

登
録

時
点

の
基

準
に

基
づ

く
安

全
性

を
確

保
し

て
き

た
が

、
そ

の
後

の
科

学
の

発
展

に
対

応
し

た
安

全
性

の
向

上
を

図
る

仕
組

み
が

必
要

で
は

な
い

か

③
定

期
的

に
再

評
価

（
最

新
の

基
準

に
基

づ
き

、
全

て
の

農
薬

を
評

価
）

①
毎

年
、

安
全

情
報

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
（

メ
ー

カ
ー

か
ら

の
報

告
、

国
の

情
報

収
集

等
）

②
随

時
評

価
（

安
全

性
等

に
新

た
な

科
学

的
知

⾒
が

明
ら

か
に

な
っ

た
場

合
）

農
薬

の
安

全
性

向
上

農
薬

の
開

発
着

手
農

薬
登

録
登

録
申

請

★★

※
形

式
的

な
確

認
手

続
で

あ
る

再
登

録
は

廃
止

3年

8条

29
条

15
条

9条

13
14

15
16
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第
９
条
（
再
評
価
等
に
基
づ
く
変
更
の
登
録
及
び
登
録
の
取
消
し
）

（
再

評
価

等
に基

づ
く変

更
の

登
録

及
び

登
録

の
取

消
し）

第
９

条
農

林
⽔

産
⼤

⾂
は

、提
出

期
限

まで
に資

料
の

提
出

⼜
は

⼿
数

料
の

納
付

が
な

か
っ

たと
きは

、そ
の

登
録

を取
り消

す
こと

が
で

きる
。

２
農

林
⽔

産
⼤

⾂
は

、審
査

の
結

果
、第

４
条

第
１

項
（

登
録

の
拒

否
）

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
ると

きは
、安

全
性

その
他

の
品

質
の

確
保

に必
要

な
限

度
にお

い
て、

変
更

す
る登

録
をし

、⼜
は

その
登

録
を取

り消
す

こと
が

で
きる

。

３
農

林
⽔

産
⼤

⾂
は

、登
録

され
た農

薬
が

、登
録

事
項

を遵
守

して
使

⽤
され

たと
きで

も
第

４
条

第
１

項
（

登
録

の
拒

否
）

の
い

ず
れ

か
に規

定
す

る事
態

の
発

⽣
を防

止
す

るた
め

必
要

が
あ

ると
きは

、そ
の

必
要

の
範

囲
内

にお
い

て、
変

更
す

る登
録

をし
、⼜

は
その

登
録

を
取

り消
す

こと
が

で
きる

。


手

数
料

は
政

令
に

規
定

す
る

予
定

。


再
評

価
の

結
果

、
必

要
に

応
じ

て
登

録
を

変
更

、
取

消
し

。

新

第
１
４
条
（
情
報
の
公
表
等
）

（
情

報
の

公
表

等
）

第
１

４
条

農
林

⽔
産

⼤
⾂

は
、農

薬
の

安
全

性
その

他
の

品
質

に関
す

る試
験

成
績

の
概

要
、農

薬
原

体
の

主
たる

成
分

その
他

の
登

録
を受

け
た農

薬
に関

す
る情

報
を公

表
す

る
よう

に努
め

るも
の

とす
る。

２
製

造
者

⼜
は

輸
⼊

者
は

、そ
の

製
造

し若
しく

は
加

⼯
し、

⼜
は

輸
⼊

す
る農

薬
につ

い
て、

登
録

の
変

更
、取

消
し⼜

は
失

効
が

あ
った

とき
は

、販
売

者
及

び
農

薬
使

⽤
者

に対
し、

そ
の

旨
を周

知
す

るよ
うに

努
め

るも
の

とす
る。


情

報
の

透
明

性
確

保
の

た
め

、
審

査
報

告
書

を
作

成
・

公
表

。


製
造

者
等

は
、

⾃
社

の
農

薬
の

再
評

価
等

に
よ

る
登

録
の

変
更

・
取

消
し

に
つ

い
て

、
関

係
者

に
周

知
。

変
更

後
の

使
用

方
法

に
基

づ
く

よ
り

適
正

な
使

用
を

推
進

。

新

第
１
５
条
（
科
学
的
知
⾒
の
収
集
等
）
､第
２
９
条
（
報
告
及
び
検
査
）

（
科

学
的

知
⾒

の
収

集
等

）
第

１
５

条
農

林
⽔

産
⼤

⾂
は

、農
薬

の
安

全
性

その
他

の
品

質
に関

す
る科

学
的

知
⾒

の
収

集
、整

理
及

び
分

析
を⾏

うよ
うに

努
め

るも
の

とす
る。

（
報

告
及

び
検

査
）

第
２

９
条

農
林

⽔
産

⼤
⾂

⼜
は

環
境

⼤
⾂

は
製

造
者

、輸
⼊

者
、販

売
者

若
しく

は
農

薬
使

⽤
者

若
しく

は
除

草
剤

販
売

者
⼜

は
農

薬
原

体
を製

造
す

る者
その

他
の

関
係

者
に対

し、
都

道
府

県
知

事
は

販
売

者
に対

し、
農

薬
の

製
造

、加
⼯

、輸
⼊

、販
売

若
しく

は
使

⽤
若

しく
は

除
草

剤
の

販
売

若
しく

は
農

薬
原

体
の

製
造

その
他

の
事

項
に関

し報
告

を命
じる

こ
とが

で
きる

。


国

が
農

薬
の

安
全

性
に

関
す

る
情

報
を

継
続

的
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

。


海
外

に
お

け
る

評
価

、
科

学
論

⽂
等

を
想

定
。


農

薬
製

造
者

等
は

、
こ

れ
ま

で
毎

年
、

生
産

及
び

輸
入

数
量

等
を

報
告

。
今

後
、

こ
れ

に
加

え
、

安
全

性
に

係
る

情
報

に
つ

い
て

も
報

告
。

新

第
１
７
条
（
販
売
者
の
届
出
）

（
販

売
者

の
届

出
）

第
１

７
条

販
売

者
は

、氏
名

及
び

住
所

等
につ

い
て、

販
売

所
ごと

に、
都

道
府

県
知

事
に届

け
出

な
け

れ
ば

な
らな

い
。変

更
を⽣

じた
とき

も同
様

。

２
新

たに
販

売
を開

始
す

る場
合

は
その

開
始

の
日

まで
に、

販
売

所
を増

設
し、

⼜
は

廃
止

した
場

合
には

その
増

設
⼜

は
廃

止
の

日
か

ら２
週

間
以

内
に、

変
更

を⽣
じた

場
合

には
そ

の
変

更
を⽣

じた
日

か
ら２

週
間

以
内

に、
届

出
な

け
れ

ば
な

らな
い

。


販

売
所

を
廃

止
し

た
場

合
の

届
出

（
２

週
間

以
内

）
を

新
設

。

17
18

19
20



─ 6─

第
３
９
条
（
農
業
資
材
審
議
会
）

（
農

業
資

材
審

議
会

）
第

３
９

条
農

林
⽔

産
⼤

⾂
は

、第
２

条
第

１
項

の
政

令
の

制
定

若
しく

は
改

廃
の

⽴
案

をし
よう

と
す

ると
き、

第
３

条
第

１
項

の
登

録
をし

よう
とす

ると
き、

第
４

条
第

２
項

の
基

準
を定

め
、

若
しく

は
変

更
しよ

うと
す

ると
き、

第
７

条
第

７
項

の
規

定
によ

り変
更

の
登

録
をし

よう
とす

ると
き（

農
業

資
材

審
議

会
が

軽
微

な
事

項
の

変
更

と認
め

る場
合

を除
く。

）
、第

９
条

第
２

項
若

しく
は

第
３

項
の

規
定

によ
り変

更
の

登
録

をし
、若

しく
は

登
録

を取
り消

そう
と

す
ると

き、
第

18
条

第
２

項
の

農
林

⽔
産

省
令

を制
定

し、
若

しく
は

改
廃

しよ
うと

す
ると

き、
第

31
条

第
３

項
に規

定
す

る農
薬

の
検

査
方

法
を決

定
し、

若
しく

は
変

更
しよ

うと
す

ると
き、

⼜
は

第
34

条
第

１
項

の
登

録
をし

よう
とす

ると
きは

、農
業

資
材

審
議

会
の

意
⾒

を聴
か

な
け

れ
ば

な
らな

い
。


農

薬
原

体
に

関
す

る
評

価
や

、
農

薬
使

用
者

へ
の

影
響

評
価

等
の

導
入

に
よ

り
、

今
後

、
よ

り
専

門
的

な
審

査
が

必
要

。


農
業

資
材

審
議

会
へ

の
意

⾒
聴

取
事

項
を

追
加

。

第
４
１
条
（
国
際
的
動
向
へ
の
配
慮
等
）

（
国

際
的

動
向

へ
の

配
慮

等
）

第
４

１
条

農
林

⽔
産

⼤
⾂

及
び

環
境

⼤
⾂

は
、こ

の
法

律
の

施
⾏

に当
たっ

ては
、農

薬
の

安
全

性
その

他
品

質
の

確
保

に関
す

る国
際

的
動

向
に十

分
配

慮
す

ると
とも

に、
関

係
⾏

政
機

関
の

⻑
と密

接
な

連
携

を図
らな

け
れ

ば
な

らな
い

。


OE

CD
テ

ス
ト

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
策

定
や

改
訂

等
、

国
際

的
な

動
向

を
踏

ま
え

、
法

律
を

施
⾏

。


農
薬

登
録

に
係

る
関

係
府

省
（

⾷
品

安
全

委
員

会
、

厚
生

労
働

省
、

環
境

省
等

）
と

密
接

に
連

携
し

て
い

く
。

新

21
22
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農
薬

環
境

行
政

の
課

題
と

対
応

方
針

平
成

30
年

9月
環

境
省

水
・
大

気
環

境
局

土
壌

環
境

課
農

薬
環

境
管

理
室

平
成

30
年

度
日

本
植

物
防

疫
協

会
主

催
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
資

料
本
日
の

内
容

１
．

は
じ

め
に

－
法

改
正

と
生

態
影

響
評

価
の

見
直

し
の

背
景

－

２
．

生
態

影
響

評
価

の
充

実
に

向
け

た
動

き

３
．

農
薬

環
境

行
政

の
推

進
に

必
要

な
そ

の
他

の
取

組

４
．

今
後

の
課

題
と

取
組

１
．

は
じ

め
に

－
法

改
正

と
生

態
影

響
評

価
の

見
直

し
の

背
景

－

環
境

中
予

測
濃

度
（
Ａ

）

環
境

モ
デ

ル
に

よ
る

予
測

値
を

算
定

登
録

保
留

基
準

値
（
Ｂ

）

魚
類

、
甲

殻
類

等
、

藻
類

の
毒

性
値

の
最

小
値

を
基

に
登

録
保

留
基

準
値

を
設

定

(Ａ
)が

(Ｂ
)を

超
え

る
農

薬
は

登
録

保
留

製
造

、
輸

入
等

が
で

き
な

い

第
１

段
階

・
数

値
計

算
に

よ
る

算
定

※
Ｂ

の
値

を
超

え
る

と
第

２
段

階
へ

第
２

段
階

・
模

擬
水

田
（
ほ

場
）
の

試
験

等
に

よ
る

算
定

※
Ｂ

の
値

を
超

え
る

と
第

３
段

階
へ

第
３

段
階

・
実

水
田

の
試

験
等

に
よ

る
算

定

魚
類

の
半

数
致

死
濃

度
（
コ

イ
又

は
ヒ

メ
ダ

カ
）

甲
殻

類
等

の
半

数
遊

泳
阻

害
濃

度
（
オ

オ
ミ

ジ
ン

コ
）

（
一

部
で

ユ
ス

リ
カ

幼
虫

追
加

）

藻
類

の
半

数
生

長
阻

害
濃

度
（
ム

レ
ミ

カ
ヅ

キ
モ

）

比
較

【
現
行
】
水
産
動
植
物
の

生
態
影
響
評
価
の

仕
組
み

1
2

3
4
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
我

が
国

に
お

け
る

こ
れ

ま
で

の
農

薬
登

録
制

度
は

、
生

態
影

響
に

関
す

る
評

価
対

象
を

水
産

動
植

物
に

限
定

し
て

い
る

こ
と

か
ら

環
境

保
全

の
観

点
か

ら
十

分
と

は
言

え
な

い
。


第

４
次

環
境

基
本

計
画

（
平

成
24

年
4月

27
日

閣
議

決
定

）
で

は
、

水
産

動
植

物
以

外

の
生

物
を

対
象

と
し

た
新

た
な

リ
ス

ク
評

価
が

可
能

と
な

る
よ

う
、

科
学

的
知

見
の

集
積

を
図

り
つ

つ
、

検
討

を
進

め
る

と
さ

れ
て

い
る

。


海

外
に

お
い

て
一

部
で

規
制

も
行

わ
れ

て
い

る
ネ

オ
ニ

コ
チ

ノ
イ

ド
系

農
薬

等
に

つ
い

て
、

我
が

国
に

お
い

て
も

ミ
ツ

バ
チ

や
ト

ン
ボ

等
が

減
少

し
て

い
る

の
で

は
な

い
か

と
の

懸
念

の
声

が
あ

る
。


Ｅ

Ｕ
、

米
国

等
の

諸
外

国
で

は
、

す
で

に
水

産
動

植
物

以
外

の
生

物
を

含
む

生
態

影
響

評
価

を
行

っ
て

い
る

。


「
農

業
競

争
力

強
化

支
援

法
」
（
平

成
29

年
5月

12
日

法
律

第
35

号
）
が

制
定

さ
れ

、

国
は

、
農

薬
の

登
録

に
係

る
規

制
に

つ
い

て
、

安
全

性
確

保
、

国
際

標
準

と
の

調
和

、
最

新
の

科
学

的
知

見
に

よ
り

見
直

し
を

行
う

こ
と

と
さ

れ
た

。

農
薬
登
録
制
度
に
お
け
る
生
態
影
響
評
価
の

見
直
し

背
景

注
１

○
で

あ
っ

て
も

、
条

件
に

よ
っ

て
は

リ
ス

ク
評

価
を

実
施

し
な

い
場

合
が

あ
る

注
２

韓
国

の
△

：
毒

性
評

価
又

は
リ

ス
ク

評
価

を
実

施
注

３
日

本
の

△
：
鳥

類
、

ハ
チ

類
（
養

蜂
用

ミ
ツ

バ
チ

）
、

そ
の

他
節

足
動

物
（
カ

イ
コ

、
天

敵
昆

虫
等

）
に

対
す

る
毒

性
評

価
を

実
施

対
象

生
物

E
U

米
国

カ
ナ

ダ
豪

州
韓

国
日

本

陸
域

鳥
類

○
○

○
○

△
△

哺
乳

類
○

○
○

○
×

×

ハ
チ

類
○

○
○

○
△

△

そ
の

他
の

節
足

動
物

○
×

○
○

△
△

ミ
ミ

ズ
○

×
○

○
△

×

非
標

的
土

壌
微

生
物

○
×

×
○

×
×

そ
の

他
の

非
標

的
土

壌
生

物
○

×
×

○
×

×

非
標

的
植

物
○

○
○

○
×

×

水
域

魚
類

○
○

○
○

△
○

無
脊

椎
動

物
（
甲

殻
類

等
）

○
○

○
○

△
○

藻
類

○
○

○
○

△
○

水
草

○
○

○
○

×
×

主
な

国
、

地
域

の
農

薬
登

録
制

度
に

お
け

る
生

態
影

響
に

係
る

リ
ス

ク
評

価
の

実
施

状
況

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
等
へ

の
対
応
（
水
産
動
植
物
）


水
産
動
植
物
の
被
害
防
止
に
係
る
登
録
保
留
基
準
の
設
定
に
お
い
て
、
標

準
的
な
試
験
生
物
（
魚
類
、
ミ
ジ
ン
コ
、
藻
類
）
よ
り
も
感

受
性

の
高

い
水

生
昆

虫
の

ユ
ス

リ
カ

幼
虫

を
試

験
生

物
に

追
加

し
、

登
録

保
留

基
準

値
を

順
次

改
正

。

＜
ユ

ス
リ

カ
幼

虫
を

加
え

た
こ

と
に

よ
る

基
準

値
の

変
更

（
単

位
：
μg

/L
）
＞

注
：
（

）
内

は
告

示
の

手
続

き
中

系
統
名

農
薬
名

旧
新

系
統
名

農
薬
名

旧
新

系
統
名

農
薬
名

旧
新

ネ
オ
ニ
コ
チ

ノ
イ
ド

ク
ロ
チ
ア
ニ

ジ
ン

-
2
.
8

ネ
オ
ニ
コ
チ

ノ
イ
ド

チ
ア
ク
ロ
プ

リ
ド

8
4
0

3
.
6

フ
ェ
ニ
ル
ピ

ラ
ゾ
ー
ル

フ
ィ
プ
ロ
ニ

ル
1
9

0
.
0
2
4

チ
ア
メ
ト
キ

サ
ム

-
3
.
5

ニ
テ
ン
ピ
ラ

ム
9
,
9
0
0

1
1

エ
チ
プ
ロ
ー

ル
6
9
0

1
9

イ
ミ
ダ
ク
ロ

プ
リ
ド

8
,
5
0
0

1
.
9

ア
セ
タ
ミ
プ

リ
ド

5
.
7

2
.
5

ス
ピ
ノ
シ
ン

ス
ピ
ノ
サ
ド

-
（
3
.
2
）

ジ
ノ
テ
フ
ラ

ン
2
4
,
0
0
0

1
2

ス
ル
ホ
キ
シ

ミ
ン

ス
ル
ホ
キ
サ

フ
ロ
ル

3
9
,
0
0
0

3
0

ス
ピ
ネ
ト
ラ

ム
3
1
0

評
価
中

基
準

値
の

改
正


近
年
、
欧
米
等
で
は
ミ
ツ
バ
チ
の
減
少
が
問
題
と
な
り
、
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ

ド
系
農
薬
に
疑
い
が
あ
る
と
し
て
規
制
の
動
き
が
あ
る
中
で
、
我
が
国
に
お

い
て
も
農
薬
の
野
生
の
ハ
チ
と
ト
ン
ボ
に
対
す
る
影
響
に
関
す
る
調
査
研
究

を
進
め
て
い
る
。


平
成
2
9
年
1
1
月
に
は
、
「
我
が
国
に
お
け
る
農
薬
が
ト
ン
ボ
類
及
び
野
生
ハ

ナ
バ
チ
類
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
（
農
薬
の
昆
虫
類
へ
の
影
響
に
関
す
る

検
討
会
報
告
書
）
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。


報
告
書
で
は
、
検
討
会
の
提
言
と
し
て
、
「
野
生
ハ
ナ
バ
チ
類
に
対
す
る
リ

ス
ク
評
価
手
法
に
つ
い
て
、
農
林
水
産
省
が
実
施
す
る
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ

に
対
す
る
リ
ス
ク
評
価
と
の
関
係
を
整
理
し
、
国
際
標
準
と
の
調
和
に
も
留

意
し
つ
つ
検
討
を
進
め
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
調
査
検
討
を
進
め
て
い
る
。

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
等
へ

の
対
応
（
水
産
動
植
物
以
外
）

知
見

の
集

積

5
6

7
8
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２
．

生
態

影
響

評
価

の
充

実
に

向
け

た
動

き

現
行

の
評

価
対

象


水

産
動

植
物

以
外

の
水

生
生

物
（
水

草
等

）
及

び
陸

生
生

物
に

対
す

る
影

響
も

評
価


評

価
対

象
の

拡
充

に
伴

い
、

今
後

、
試

験
生

物
の

追
加

を
検

討


2
0
2
0
年

施
行

予
定

＜
試

験
生

物
の

追
加

＞

（
水

産
動

植
物

）

コ
イ

ミ
ジ

ン
コ

緑
藻

そ
の

他
の

水
生

生
物

陸
生

生
物

評
価

対
象

の
拡

充


農

薬
の

生
物

に
対

す
る

毒
性

試
験

結
果

及
び

推
定

さ
れ

る
暴

露
量

を
基

に
評

価
を

行
い

、
登

録
の

た
め

の
基

準
を

設
定

＜
主

な
試

験
生

物
＞


水

産
動

植
物

の
被

害
防

止
の

た
め

、
・
魚

類
（
魚

）
・
甲

殻
類

等
（
エ

ビ
等

）
・
藻

類
（
ノ

リ
等

）
に

対
す

る
農

薬
の

影
響

を
評

価

法
改
正
に
よ
る
農
薬
の

動
植
物
に
対
す
る
影
響
評
価
の

充
実

生
活
環
境
動
植
物

第
四

条
農

林
水

産
大

臣
は

、
前

条
第

四
項

の
審

査
の

結
果

、
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
と

認
め

る
と

き
は

、
同

条
第

一
項

の
登

録
を

拒
否

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

３
第

一
項

第
六

号
か

ら
第

九
号

ま
で

の
い

ず
れ

か
に

掲
げ

る
場

合
に

該
当

す
る

か
ど

う
か

の
基

準
は

、
環

境
大

臣
が

定
め

て
告

示
す

る
。

※
生

活
環

境
動

植
物

（
そ

の
生

息
又

は
生

育
に

支
障

を
生

ず
る

場
合

に
は

人
の

生
活

環
境

の
保

全
上

支
障

を
生

ず
る

お
そ

れ
が

あ
る

動
植

物
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
（
第

三
条

）改
正
法
第
四
条

登
録
の
拒
否

八
当

該
種

類
の

農
薬

が
、

そ
の

相
当

の
普

及
状

態
の

下
に

前
条

第
二

項
第

三
号

に
掲

げ
る

事
項

に
つ

い
て

の
申

請
書

の
記

載
に

従
い

一
般

的
に

使
用

さ
れ

る
と

し
た

場
合

に
、

そ
の

生
活

環
境

動
植

物
に

対
す

る
毒

性
の

強
さ

及
び

そ
の

毒
性

の
相

当
日

数
に

わ
た

る
持

続
性

か
ら

み
て

、
多

く
の

場
合

、
そ

の
使

用
に

伴
う

と
認

め
ら

れ
る

生
活

環
境

動
植

物
の

被
害

が
発

生
し

、
か

つ
、

そ
の

被
害

が
著

し
い

も
の

と
な

る
お

そ
れ

が
あ

る
と

き
。

評
価
対
象
動
植
物
の

選
定
の

考
え
方
（
そ
の

１）


人
の
生
活
に
密
接
に
関
係
す
る
動
植
物
を
対
象
と
し
て
、
我
が
国

に
お
け
る
評
価
手
法
に
関
す
る
知
見
の
集
積
状
況
や
海
外
に
お
け

る
評
価
の
状
況
等
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
改
正
法
に
係
る
国
会

の
附
帯
決
議
に
お
い
て
「
リ
ス
ク
評
価
手
法
の
早
急
な
確
立
」
と

「
農
薬
メ
ー
カ
ー
の
負
担
へ
の
配
慮
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
考
慮
す
る
。

9
10

11
12
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
既
に
毒
性
試
験
方
法
が
確
立
さ
れ
、
国
内
外
で
の
既
存
の
試
験
デ
ー

タ
の
活
用
が
期
待
で
き
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
国
内
で
の
知

見
の
集
積
状
況
と
諸
外
国
に
お
け
る
評
価
状
況
を
踏
ま
え
、

•
諸
外
国
で
既
に
評
価
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の

•
我
が
国
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
農
薬
登
録
申
請
時
に
毒
性
試
験

成
績
が
提
出
さ
れ
て
い
る
も
の

の
う
ち
、

•
国
際
的
な
標
準
と
の
調
和
を
図
る
観
点
か
ら
も
、
評
価
対
象
生

物
の
評
価
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
試
験
方
法
が
O
E
C
D
等
に
よ

る
公
的
な
テ
ス
ト
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る
も

の

の
中
か
ら
優
先
的
な
評
価
対
象
動
植
物
を
選
定
し
、
毒
性
試
験
方

法
を
定
め
る
。

評
価
対
象
動
植
物
の

選
定
の

考
え
方
（
そ
の

２
）

暴
露
評
価
の

方
法
等
の

考
え
方


評
価
対
象
動
植
物
に
関
す
る
暴
露
評
価
及
び
リ
ス
ク
評
価
の
方
法
に

つ
い
て
は
、
諸
外
国
の
評
価
方
法
を
参
考
に
し
つ
つ
、
我
が
国
に
お

け
る
地
形
や
農
薬
の
使
用
実
態
等
を
踏
ま
え
、
検
討
を
進
め
る
。


リ
ス
ク
評
価
を
行
う
上
で
導
入
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
評
価
対

象
動
植
物
や
毒
性
試
験
方
法
の
う
ち
更
に
調
査
検
討
に
時
間
を
要
す

る
も
の
は
、
優
先
的
に
進
め
る
も
の
と
は
分
け
、
引
き
続
き
必
要
な

検
討
を
進
め
る
。


新

規
に

登
録

を
受

け
よ

う
と

す
る

農
薬

に
つ

い
て

は
、

改
正

法
の

公
布

日
か

ら
2年

以
内

の
施

行
日

か
ら

行
う

。


既

登
録

農
薬

に
つ

い
て

は
、

改
正

法
に

よ
り

導
入

さ
れ

る
再

評
価

の
実

施
時

に
行

う
。


た

だ
し

、
再

評
価

実
施

後
に

導
入

さ
れ

た
新

た
な

評
価

対
象

動
植

物
に

つ
い

て
、

早
急

に
評

価
が

必
要

と
判

断
さ

れ
た

農
薬

は
、

次
回

の
再

評
価

ま
で

待
た

ず
に

試
験

成
績

の
堤

出
を

求
め

、
評

価
を

行
う

場
合

が
あ

る
。新

た
な

評
価
手
法
を
用
い
た
基
準
値
設
定
の

開
始
予
定
時
期

今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

2
0
1
8
年

9
月

（
農

薬
小

委
員

会
）

•
生

活
環

境
動

植
物

に
係

る
農

薬
登

録
基

準
の

設
定

に
つ

い
て

（
鳥

類
、

水
草

等
の

毒
性

試
験

、
暴

露
評

価
、

リ
ス

ク
評

価
の

方
法

に
関

す
る

議
論

）

1
1
月

（
農

薬
小

委
員

会
）

•
生

活
環

境
動

植
物

に
係

る
農

薬
登

録
基

準
の

設
定

に
つ

い
て

（
議

論
と

り
ま

と
め

）

1
2
月

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
募

集

2
0
1
9
年

1
月

（
農

薬
小

委
員

会
）

•
答

申
案

と
り

ま
と

め
（

⇒
中

央
環

境
審

議
会

会
長

よ
り

答
申

）

3
月

頃
（

農
業

資
材

審
議

会
）

•
生

活
環

境
動

植
物

に
係

る
農

薬
登

録
基

準
の

設
定

に
つ

い
て

環
境

大
臣

か
ら

農
業

資
材

審
議

会
に

意
見

聴
取

3
月

頃
•

生
活

環
境

動
植

物
に

係
る

農
薬

登
録

基
準

の
設

定
に

関
す

る
告

示
を

制
定

4
月

頃
•

生
活

環
境

動
植

物
の

評
価

に
お

け
る

試
験

生
物

に
係

る
毒

性
試

験
と

暴
露

評
価

手
法

を
公

表

現
在

、
具

体
的

な
評

価
対

象
動

植
物

の
候

補
や

リ
ス

ク
評

価
の

方
法

に
つ

い
て

は
、

20
20

年
の

施
行

に
向

け
、

専
門

家
か

ら
な

る
各

動
植

物
の

検
討

会
に

お
い

て
予

備
的

な
検

討
を

行
い

つ
つ

、
中

央
環

境
審

議
会

農
薬

小
委

員
会

に
お

い
て

審
議

を
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。

注
：
そ

の
後

も
新

た
に

評
価

対
象

動
植

物
、

毒
性

試
験

等
の

追
加

等
を

行
う

際
は

、
農

薬
小

委
員

会
に

お
い

て
審

議
を

行
う

。

13
14

15
16
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○
農

薬
の

藻
類

、
水

草
に

対
す

る
影

響
評

価
（
案

）

検
討
の

経
緯


水
域
に
お
け
る
生
態
影
響
評
価
に
つ
い
て
は
、
水
産
動
植
物
を
対
象

と
し
て
い
る
が
、
特
に
除
草
剤
で
は
、
藻
類
の
緑
藻
に
比
べ
水
産
動

植
物
以
外
の
藻
類
や
維
管
束
植
物
で
あ
る
水
草
に
対
し
て
高
い
感
受

性
を
示
す
も
の
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。


平
成
2
8
年
3
月
の
中
央
環
境
審
議
会
土
壌
農
薬
部
会
農
薬
小
委
員
会

（
第
5
0
回
）
に
お
い
て
、
「
藻
類
の
感
受
性
差
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
科
学
的
知
見
を
集
積
し
、
試
験
生
物
種
の
追
加
や
不
確
実
係
数

の
設
定
等
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
」
と
さ
れ
た
。


こ
の
た
め
、
藻
類
等
の
一
次
生
産
者
に
対
す
る
影
響
評
価
に
お
い
て
、

藻
類
と
と
も
に
水
草
を
評
価
対
象
と
し
た
評
価
手
法
に
つ
い
て
調
査

検
討
を
進
め
て
い
る
。


全

農
薬

に
お

い
て

、
ム

レ
ミ

カ
ヅ

キ
モ

を
必

須
と

し
、

加
え

て
除

草
剤

及
び

植
物

成
長

調
整

剤
に

つ
い

て
は

ウ
キ

ク
サ

も
必

須
と

す
る

。


全

農
薬

に
お

い
て

、
任

意
で

追
加

試
験

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

し
、

対
象

は
、

水
草

の
ウ

キ
ク

サ
、

緑
藻

の
イ

カ
ダ

モ
、

珪
藻

の
ナ

ビ
ク

ラ
並

び
に

シ
ア

ノ
バ

ク
テ

リ
ア

の
ア

ナ
ベ

ナ
及

び
シ

ネ
コ

コ
ッ

カ
ス

と
す

る
。


そ

れ
ら

の
試

験
の

EC
50

の
う

ち
最

小
と

な
る

数
値

を
不

確
実

係
数

で
除

し
た

値
を

藻
類

等
（
一

次
生

産
者

）
の

急
性

影
響

濃
度

と
す

る
。


不

確
実

係
数

は
、

試
験

生
物

種
が

１
～

２
種

の
場

合
は

10
、

３
種

の
場

合
は

４
、

４
～

５
種

の
場

合
は

３
と

し
、

６
種

全
て

で
行

う
場

合
は

１
と

す
る

。


毒

性
試

験
は

、
O

EC
Dテ

ス
ト

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

20
1及

び
22

1に
準

拠
し

て
行

う
。

藻
類
等
（
一
次
生
産
者
）
の

急
性
影
響
濃
度
の

算
定
方
法
の

考
え
方


魚

類
、

甲
殻

類
等

、
藻

類
等

（
一

次
生

産
者

）
の

急
性

影
響

濃
度

の
う

ち
最

小
値

を
水

域
動

植
物

の
基

準
値

（
案

）
と

し
、

評
価

期
間

が
2日

間
、

3
日

間
、

4日
間

及
び

7日
間

の
PE

C
Ti

er
１
の

う
ち

最
大

値
を

水
域

動
植

物
の

PE
C

Ti
er

１
と

し
て

、
PE

C
Ti

er
１
が

基
準

値
（
案

）
を

超
え

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。


基

準
値

（
案

）
の

キ
ー

生
物

種
が

ウ
キ

ク
サ

で
、

PE
C T

ie
r2
を

算
定

す
る

場
合

は
、

他
の

試
験

生
物

種
に

お
い

て
も

2～
4日

間
の

PE
C

Ti
er

2が
当

該

試
験

生
物

種
の

急
性

影
響

濃
度

を
超

過
す

る
こ

と
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

、
7日

間
の

PE
C

Ti
er

2を
用

い
る

。

環
境
中
予
測
濃
度
（
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
算
定
に
お
け
る
評
価
期
間
の

考
え
方

17
18

19
20
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環
境

中
予

測
濃

度
（

PE
C）

（
Ａ

）

環
境

モ
デ

ル
に

よ
る

予
測

値
を

算
定

登
録

基
準

値
（
Ｂ

）

魚
類

、
甲

殻
類

等
、

藻
類

の
毒

性
値

の
最

小
値

を
基

に
登

録
保

留
基

準
値

を
設

定

(Ａ
)が

(Ｂ
)を

超
え

る
農

薬
は

登
録

保
留

製
造

、
輸

入
等

が
で

き
な

い

第
１

段
階

・
数

値
計

算
に

よ
る

算
定

※
Ｂ

の
値

を
超

え
る

と
第

２
段

階
へ

第
２

段
階

・
模

擬
水

田
（
ほ

場
）
の

試
験

等
に

よ
る

算
定

※
Ｂ

の
値

を
超

え
る

と
第

３
段

階
へ

第
３

段
階

・
実

水
田

の
試

験
等

に
よ

る
算

定

魚
類

の
半

数
致

死
濃

度
（
コ

イ
又

は
ヒ

メ
ダ

カ
）

比
較

水
域
動
植
物
の

生
態
影
響
評
価
の

仕
組
み

甲
殻

類
等

の
半

数
遊

泳
阻

害
濃

度
（
オ

オ
ミ

ジ
ン

コ
）

※
一

部
、

ユ
ス

リ
カ

幼
虫

追
加

→
殺

虫
剤

を
想

定

藻
類

等
の

半
数

生
長

阻
害

濃
度

（
ム

レ
ミ

カ
ヅ

キ
モ

）
※

一
部

、
ウ

キ
ク

サ
追

加
→

除
草

剤
、

植
物

成
長

調
整

剤
を

想
定

○
農

薬
の

鳥
類

に
対

す
る

影
響

評
価

（
案

）


環
境
省
で
は
、
農
薬
に
よ
る
陸
域
生
態
影
響
評
価
の
技
術
開
発
調
査

を
進
め
、
陸
域
動
植
物
の
被
害
事
故
等
の
情
報
や
、
海
外
に
お
け
る

評
価
手
法
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
平
成
1
6
年
3
月
に
取
り
ま
と
め

を
行
っ
た
。


そ
の
後
も
調
査
を
進
め
、
平
成
2
0
年
度
か
ら
は
リ
ス
ク
評
価
技
術
を

開
発
す
る
た
め
の
検
討
を
始
め
、
そ
の
取
組
の
中
で
、
鳥
類
を
評
価

対
象
と
し
た
リ
ス
ク
評
価
手
法
を
開
発
す
る
こ
と
と
し
て
調
査
検
討

を
進
め
、
平
成
2
5
年
5
月
に
「
鳥
類
の
農
薬
リ
ス
ク
評
価
・
管
理
手
法

マ
ニ
ュ
ア
ル
（
鳥
類
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
」
を
作
成
・
公
表
し
、
農
薬

メ
ー
カ
ー
に
お
け
る
自
主
的
な
活
用
を
促
し
て
い
る
。


平
成
2
9
年
度
か
ら
現
行
の
鳥
類
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
け
る
課
題
を
整
理

し
、
調
査
検
討
を
進
め
て
い
る
。

検
討
の

経
緯

農
薬
の

鳥
類
に
対
す
る
リ
ス
ク
評
価
の

方
法

穀
類

（
水

稲
）
、

果
実

、
種

子
、

昆
虫

及
び

田
面

水
の

う
ち

、
評

価
対

象
農

薬
の

使
用

に
お

い
て

暴
露

が
想

定
さ

れ
る

餌
等

を
抽

出
す

る

餌
等

毎
に

設
定

さ
れ

た
暴

露
シ

ナ
リ

オ
か

ら
そ

の
餌

等
で

評
価

対
象

農
薬

の
み

が
使

用
さ

れ
た

場
合

の
１

日
当

た
り

の
暴

露
量

を
そ

れ
ぞ

れ
算

出
す

る

指
標

種
の

体
重

で
除

し
た

1日
当

た
り

体
重

1k
g当

た
り

の
暴

露
量

を
鳥

類
予

測
暴

露
量

と
す

る

鳥
類

の
強

制
経

口
投

与
試

験
に

よ
る

半
数

致
死

量
（
LD

50
）
の

信
頼

性
を

確
認

す
る

供
試

鳥
の

体
重

と
指

標
種

の
体

重
（
22

g）
の

差
を

考
慮

し
、

LD
50

を
補

正
す

る

複
数

の
LD

50
は

、
種

毎
に

幾
何

平
均

値
を

算
出

し
、

種
間

差
は

さ
ら

に
幾

何
平

均
を

行
い

補
正

す
る

LD
50

を
不

確
実

係
数

（
原

則
10

）
で

除
す

こ
と

に
よ

り
、

鳥
類

基
準

値
を

設
定

す
る

暴
露

評
価

毒
性

評
価

リ
ス

ク
評

価
鳥

類
予

測
暴

露
量

が
鳥

類
基

準
値

を
超

え
る

農
薬

は
、

登
録

が
で

き
な

い

21
22

23
24



─ 13─

鳥
類
の

暴
露
評
価
の

方
法

１
．

鳥
類

の
暴

露
評

価
の

方
法

暴
露

評
価

の
対

象
と

な
る

指
標

種
は

、
ス

ズ
メ

大
（
2
2
g）

の
鳥

類
と

し
、

指
標

種
の

予
測

暴
露

量
は

、
農

薬
暴

露
が

大
き

く
な

る
と

考
え

ら
れ

る
主

な
餌

タ
イ

プ
ご

と
に

、
農

薬
に

暴
露

さ
れ

た
単

一
の

種
類

の
餌

だ
け

を
摂

取
す

る
と

い
う

ワ
ー

ス
ト

ケ
ー

ス
を

想
定

し
、

以
下

の
前

提
条

件
で

行
う

。

２
．

鳥
類

予
測

暴
露

量
を

算
定

す
る

た
め

の
前

提
条

件

①
摂

餌
量

及
び

飲
水

量
に

つ
い

て
は

、
実

測
に

基
づ

く
デ

ー
タ

か
ら

数
値

を
設

定
す

る
。

②
農

薬
の

単
位

散
布

量
に

つ
い

て
は

、
水

田
、

非
水

田
の

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

、
評

価
対

象
と

な
る

農
薬

（
原

体
）
の

想
定

さ
れ

る
適

用
の

中
で

散
布

量
が

最
大

と
な

る
値

を
使

用
す

る
。

③
残

留
農

薬
濃

度
に

つ
い

て
は

、
評

価
対

象
農

薬
の

物
理

化
学

的
性

状
や

散
布

方
法

等
に

よ
り

、
付

着
量

・
残

留
性

等
が

大
き

く
異

な
る

が
、

初
期

評
価

で
は

、
単

位
散

布
量

又
は

単
位

使
用

量
当

た
り

の
残

留
農

薬
濃

度
（
R

U
D

）
を

餌
タ

イ
プ

ご
と

に
算

定
し

、
二

次
評

価
で

は
、

評
価

対
象

農
薬

の
作

物
残

留
試

験
成

績
等

を
用

い
て

、
よ

り
精

緻
な

鳥
類

予
測

暴
露

量
を

算
定

す
る

。

残
留

農
薬

濃
度

シ
ナ

リ
オ

摂
餌

量
又

は
飲

水
量

評
価

対
象

農
薬

に
暴

露
さ

れ
た

も
の

の
割

合

水
稲

単
一

食

4.
4g

-d
ie

t
10

0%
初

期
評

価
単

位
散

布
量

×
R

U
D

×
複

数
回

散
布

係
数

二
次

評
価

作
物

残
留

試
験

成
績

か
ら

設
定

果
実

単
一

食

15
 g

-d
ie

t
10

0%
初

期
評

価
単

位
散

布
量

×
R

U
D

×
複

数
回

散
布

係
数

二
次

評
価

作
物

残
留

試
験

成
績

か
ら

設
定

種
子

単
一

食

4.
4 

g-
di

et
10

0%
初

期
評

価
単

位
散

布
量

×
R

U
D

二
次

評
価

出
芽

時
残

留
濃

度
の

調
査

結
果

か
ら

設
定

昆
虫

単
一

食

6.
8 

g-
di

et
水

田
：
14

%
非

水
田

：
21

%
初

期
評

価
単

位
散

布
量

×
R

U
D

二
次

評
価

土
壌

残
留

試
験

成
績

か
ら

設
定

田
面

水
3.

0m
L

10
0%

初
期

評
価

水
深

5c
m

ま
で

の
田

面
水

に
全

量
が

完
全

混

合
し

て
い

る
と

仮
定

し
た

と
き

の
濃

度

二
次

評
価

水
質

汚
濁

性
試

験
成

績
か

ら
設

定

注
：
①

摂
餌

量
又

は
飲

水
量

は
、

2
2
gの

指
標

種
が

単
一

食
に

よ
り

1
日

に
摂

取
す

る
量

②
R

U
D

と
は

、
単

位
散

布
量

又
は

単
位

使
用

量
当

た
り

の
残

留
農

薬
濃

度
（
R

e
si

d
u
e
 p

e
r 

u
n
it
 d

o
se

）
③

昆
虫

単
一

食
の

暴
露

の
割

合
は

、
水

田
、

非
水

田
そ

れ
ぞ

れ
の

環
境

モ
デ

ル
中

の
森

林
を

除
く
地

域
で

の
面

積
割

合

農
薬
の

鳥
類
に
対
す
る
暴
露
シ
ナ
リ
オ
と
残
留
農
薬
濃
度

二
次

評
価

初
期

評
価

毒
性

評
価

L
D

5
0
を

補
正

し
、

不
確

実
係

数
で

除
し

て
鳥

類
基

準
値

を
設

定

暴
露

評
価

暴
露

の
可

能
性

の
あ

る
シ

ナ
リ

オ
毎

に
鳥

類
予

測
暴

露
量

を
算

定

リ
ス

ク
評

価
鳥

類
推

定
暴

露
量

を
鳥

類
基

準
値

と
比

較

登
録

拒
否

予
測

暴
露

量
（
初

期
）

≦
基

準
値

予
測

暴
露

量
（
二

次
）

≦
基

準
値

農
薬
の

鳥
類
に
対
す
る
リ
ス
ク
評
価
の

手
順

暴
露

評
価

農
薬

毎
の

作
物

残
留

試
験

等
を

用
い

て
鳥

類
予

測
暴

露
量

を
算

定

リ
ス

ク
評

価
鳥

類
推

定
暴

露
量

を
鳥

類
基

準
値

と
比

較

登 録

予
測

暴
露

量
（
二

次
）
＞

基
準

値

予
測

暴
露

量
（
初

期
）
＞

基
準

値

３
．

農
薬

環
境

行
政

の
推

進
に

必
要

な
そ

の
他

の
取

組

○
残

留
農

薬
濃

度
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

○
農

薬
の

適
正

使
用

の
推

進
（
情

報
提

供
等

）

27
28

25
26
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目
的

リ
ス

ク
評

価
に

お
い

て
、

基

準
値

と
環

境
中

予
測

濃
度

が

近
接

す
る

農
薬

に
つ

い
て

は
、

適
切

に
農

薬
の

リ
ス

ク
管

理

が
さ

れ
て

い
る

か
、

実
際

の
河

川
水

の
農

薬
濃

度
を

調
べ

て

確
認

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

、
リ

ス
ク

評
価

手
法

の
妥

当
性

に
つ

い
て

検
証

す
る

必

要
が

あ
る

。

イ
メ
ー
ジ


ユ

ス
リ

カ
幼

虫
試

験
の

導
入

に
よ

り
基

準
値

が
厳

し
く
見

直
さ

れ
た

こ
と

等
に

よ
り

、
基

準
値

と
環

境
中

予
測

濃
度

が
近

接
す

る
農

薬
が

増
加

。

動
植

物
試

験
に

よ
る

毒
性

値
を

基
に

登
録

基
準

値
を

設
定基

準
値

暴
露

評
価

モ
デ

ル
に

よ
り

環
境

中
予

測
濃

度
を

算
定環

境
中

予
測

濃
度

環
境

中
予

測
濃

度
が

基
準

値
を

超
過

す
る

農
薬

は
登

録
で

き
な

い

【
登

録
後

】
実

環
境

中
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
よ

る
実

態
把

握
と

リ
ス

ク
評

価
手

法
の

検
証

基
準

値
と

環
境

中
予

測
濃

度
が

近
接

す
る

場
合

【
登

録
時

】
農

薬
登

録
基

準
の

設
定

と
リ

ス
ク

評
価

比
較

農
薬
の

リ
ス
ク
管
理
に
係
る
事
業
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
）

農
薬
の

適
正
使
用
推
進
の

た
め

の
環
境
省
の

役
割

農
林

水
産

大
臣

、
環

境
大

臣
及

び
都

道
府

県
知

事
は

、
農

薬
に

つ
い

て
、

そ
の

使
用

に
伴

う
と

認
め

ら
れ

る
人

畜
、

農
作

物
等

若
し

く
は

生
活

環
境

動

植
物

の
被

害
、

水
質

の
汚

濁
又

は
土

壌
の

汚
染

を
防

止
す

る
た

め
必

要

な
知

識
の

普
及

、
そ

の
生

産
、

使
用

等
に

関
す

る
情

報
の

提
供

そ
の

他
そ

の
安

全
か

つ
適

正
な

使
用

及
び

そ
の

安
全

性
そ

の
他

の
品

質
の

確
保

に

関
す

る
助

言
、

指
導

そ
の

他
の

援
助

を
行

う
よ

う
に

努
め

る
も

の
と

す
る

。

法
第
二
十
八
条

農
林
水
産
大
臣
、
環
境
大
臣
及
び
都
道
府
県
知
事
の
援
助

注
：
赤

字
は

改
正

部
分

農
薬
の

使
用
に
関
す
る
ル

ー
ル

○
人
や
環
境
へ
の
危
害
防
止
［
責
務
］

○
食
用
農
作
物
等
へ
の
農
薬
使
用
時
の
表
示
事
項
の
遵
守
［
義
務
］

（
適
用
作
物
、
使
用
量
、
回
数
、
時
期
、
希
釈
倍
率
）

○
航
空
散
布
、
ゴ
ル
フ
場
農
薬
及
び
く
ん
蒸
剤
の
使
用
前
の
計
画
書

の
提
出
［
義
務
］

○
住
宅
地
等
で
の
農
薬
の
飛
散
防
止
措
置
［
努
力
義
務
］

【
現

行
】
農

薬
を

使
用

す
る

者
が

遵
守

す
べ

き
基

準
を

定
め

る
省

令
（
農

林
水

産
省

・
環

境
省

）

農
薬
の

使
用
に
関
す
る
通
知
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

○
住
宅
地
等
に
お
け
る
農
薬
使
用
に
つ
い
て
【
通
知
】

（
平

成
25

年
4月

26
日

付
け

局
長

通
知

、
農

林
水

産
省

・
環

境
省

)

○
公

園
・
街

路
樹

等
病

害
虫

・
雑

草
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

【
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
】

（
平

成
22

年
5月

作
成

（
平

成
30

年
3月

改
正

）
環

境
省

）

○
公

園
・
街

路
樹

等
病

害
虫

・
雑

草
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

優
良

事
例

集
【
事

例
集

】
（
平

成
25

年
5月

作
成

、
環

境
省

）

○
公

園
・
街

路
樹

等
病

害
虫

・
雑

草
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

優
良

事
例

集
V

o
l.2

【
事

例
集

】
（
平

成
29

年
3月

作
成

、
環

境
省

）

○
ゴ
ル
フ
場
農
薬
水
濁
防
止
及
び
水
産

被
害
防
止
に
係
る
指
導
指
針

【
通

知
】

（
平

成
29

年
3月

9日
付

け
局

長
通

知
、

環
境

省
）

29
30

31
32
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公
園
・
街
路
樹
等
病
害
虫
・
雑
草
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
公

園
マ
ニ
ュ
ア
ル

）

（
平

成
22

年
5月

作
成

（
平

成
30

年
３

月
改

訂
）
）

公
園

・
街

路
樹

の
み

な
ら

ず
緑

地
全

般

（
学

校
、

幼
稚

園
、

病
院

な
ど

公
共

施
設

の
植

栽
も

含
む

）

公
園

緑
地

・
街

路
樹

等
に

お
け

る
病

害
虫

の
管

理
に

関
す

る
基

本
的

な
事

項
や

考
え

方
を

整
理

す
る

こ
と

で
、

自
治

体
等

が
そ

れ
ぞ

れ
の

環
境

等
に

適
し

た
管

理
体

系
を

確
立

し
て

い
く
上

で
の

参
考

情
報

を
提

供
。

趣
旨

・
目

的

対
象

農
薬

の
飛

散
に

よ
る

リ
ス

ク
軽

減
を

目
指

す


都

道
府

県
に

配
付


優

良
事

例
集

と
と

も
に

環
境

省
H

P
に

掲
載

（
平

成
2年

5月
24

日
付

け
環

境
庁

水
質

保
全

局
長

通
知

（
平

成
29

年
3月

廃
止

）
） 34

ゴ
ル

フ
場
使
用
農
薬
に
よ
る
水
質
汚
濁
の

防
止
（
旧
指
導
指
針
）

ゴ
ル

フ
場

で
使

用
さ

れ
る

農
薬

に
よ

る
水

質
汚

濁
を

未
然

に
防

止

ゴ
ル

フ
場

に
お

け
る

農
薬

の
不

適
切

な
使

用
に

よ
る

水
質

汚
濁

が
社

会
問

題
化

（
19

80
年

代
）

ゴ
ル

フ
場

を
指

導
す

る
た

め
の

指
針

と
し

て
、

ゴ
ル

フ
場

か
ら

の
排

出
水

中
の

農
薬

濃
度

が
排

水
口

に
お

い
て

超
え

な
い

こ
と

と
す

る
濃

度
（
水

濁
指

針
値

）
を

設
定

（
平

成
２

年
）

策
定

の
経

緯

（
１

）
農

薬
使

用
状

況
等

の
的

確
な

把
握

（
２

）
農

薬
流

出
実

態
の

調
査

（
ゴ

ル
フ

場
の

排
水

口
が

基
本

）
（
３

）
指

針
値

に
つ

い
て

（
水

質
汚

濁
に

係
る

農
薬

登
録

保
留

基
準

（
水

濁
基

準
値

）
の

10
倍

値
又

は
水

濁
基

準
値

の
な

い
農

薬
の

う
ち

、
特

に
必

要
な

も
の

に
つ

い
て

定
め

た
値

）
（
４

）
改

善
措

置
に

つ
い

て
（
指

針
値

超
過

が
な

く
て

も
、

農
薬

流
出

は
極

力
低

減
す

る
よ

う
に

努
め

る
）

（
５

）
地

域
特

性
等

へ
の

配
慮

（
立

地
条

件
等

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
、

所
要

の
指

導
が

で
き

る
）

（
６

）
分

析
方

法
（
必

要
な

検
出

感
度

を
確

認
）

（
７

）
調

査
、

指
導

の
体

制
（
関

係
行

政
部

局
等

の
連

絡
協

議
の

場
、

ゴ
ル

フ
場

の
協

力
）

水
濁

指
導

指
針

の
内

容

目
的

ゴ
ル

フ
場
使
用
農
薬
に
よ
る
水
産
動
植
物
の

被
害
防
止
（
新
指
導
指
針
）

①
水

質
汚

濁
に

係
る

農
薬

登
録

保
留

基
準

値
：
ヒ

ト
の

AD
I（

一
日

摂
取

許
容

量
）
を

基
に

算
出

②
水

産
動

植
物

の
被

害
防

止
に

係
る

農
薬

登
録

保
留

基
準

値
：
水

産
動

植
物

の
急

性
影

響
濃

度
を

基
に

算
出

登
録

保
留

基
準

値
が

設
定

さ
れ

た
農

薬
の

約
半

数
で

、
①

＞
②

と
な

っ
て

い
る

・
人

畜
に

被
害

の
お

そ
れ

が
な

い
排

出
水

で
も

、
水

産
動

植
物

に
被

害
が

発
生

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

。

水
質

調
査

・
分

析
方

法
は

必
要

な
検

出
感

度
が

得
ら

れ
る

か
十

分
確

認

・
分

析
方

法
は

環
境

省
Ｈ

Ｐ
に

掲
載

・
水

質
調

査
結

果
は

関
係

者
間

で
共

有
（
ゴ

ル
フ

場
の

自
主

調
査

等
も

環
境

省
に

提
供

す
る

よ
う

に
努

め
る

）

水
産

指
針

値
・

水
産

動
植

物
の

被
害

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

、
地

方

公
共

団
体

が
生

態
系

保
全

の
面

か
ら

ゴ
ル

フ
場

を
指

導
す

る
際

の
参

考
と

な
る

水
産

指
針

値
を

設
定

・
水

濁
指

針
値

と
同

様
に

、
公

共
用

水
域

で
の

希
釈

を
考

慮
し

て
、

排
水

口
で

水
産

動
植

物
の

被
害

防
止

に
係

る
農

薬
登

録
保

留
基

準
値

の
10

倍
値

水
濁

指
針

値
：
旧

指
導

指
針

ど
お

り
（
排

水
口

）

（
平

成
29

年
3月

9日
付

け
環

境
省

水
・
大

気
環

境
局

長
通

知
）

旧
指

導
指

針
の

課
題

新
指

導
指

針

４
．

今
後

の
課

題
と

取
組

33
34

35
36
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我
が

国
に

お
け

る
農

薬
の

野
生

ハ
チ

類
に

対
す

る
影

響
評

価
に

つ
い

て
調

査
検

討
中

で
あ

り
、

今
後

、
農

林
水

産
省

に
お

け
る

養
蜂

用
ミ

ツ
バ

チ
に

対
す

る
農

薬
の

リ
ス

ク
評

価
手

法
と

の
整

合
に

留
意

し
つ

つ
、

検
討

。

今
後
の

課
題
と
取
組
（
そ
の

１）

陸
域

に
お

け
る

動
植

物
の

影
響

評
価

現
行

の
水

産
基

準
は

、
試

験
生

物
種

の
急

性
毒

性
試

験
の

結
果

を
基

に
設

定
し

て
い

る
が

、
農

薬
の

流
出

が

長
期

に
わ

た
れ

ば
慢

性
影

響
を

及
ぼ

す
可

能
性

が
あ

る

た
め

、
長

期
間

継
続

的
に

散
布

さ
れ

る
、

分
解

し
に

く
い

、

環
境

中
に

蓄
積

し
や

す
い

、
と

い
っ

た
農

薬
に

対
応

し
た

慢
性

影
響

評
価

の
手

法
に

つ
い

て
検

討
。

今
後
の

課
題
と
取
組
（
そ
の

２
）

水
域

に
お

け
る

長
期

（
慢

性
）
影

響
評

価

現
行

の
水

産
基

準
は

、
底

質
で

の
有

害
性

を
評

価
す

る
た

め
の

試
験

を
実

施
し

て
い

な
い

が
、

土
壌

吸
着

性
や

残
留

性
が

高
く
、

使
用

後
、

底
質

中
に

留
ま

る
可

能
性

が
あ

る
農

薬
を

よ
り

適
切

に
評

価
す

る
た

め
、

底
生

生
物

種
の

導
入

等
に

よ
る

毒
性

試
験

、
リ

ス
ク

評
価

手
法

に
つ

い
て

検
討

。

今
後
の

課
題
と
取
組
（
そ
の

３
）

底
生

生
物

へ
の

影
響

評
価

現
行

の
水

産
基

準
は

、
原

体
の

有
効

成
分

で
あ

る
化

合
物

（
親

化
合

物
）
に

つ
い

て
設

定
し

て
い

る
が

、
化

合
物

が
水

中
で

分
解

し
、

そ
の

分
解

物
が

親
化

合
物

に
比

べ
て

毒
性

が
強

い
農

薬
に

対
応

し
た

評
価

手
法

及
び

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

手
法

に
つ

い
て

検
討

。

今
後
の

課
題
と
取
組
（
そ
の

４
）

水
域

に
お

け
る

分
解

物
の

影
響

評
価

37
38

39
40
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農
薬

の
再

評
価

制
度

と課
題

農
薬

工
業

会
技

術
部

横
田

篤
宜

20
18

年
9月

20
日

(@
日

本
植

物
防

疫
協

会
シ

ン
ポ

ジ
ウム

）

今
日

の
お

話
1.

再
評

価
制

度
に

関
す

る
議

論
2.

導
⼊

され
る

再
評

価
制

度
に

対
す

る
農

薬
工

業
会

の
対

応
3.

再
評

価
制

度
導

⼊
に

よ
る

影
響

4.
再

評
価

制
度

に
関

し農
薬

工
業

会
が

農
⽔

省
に

提
出

した
意

⾒
書

5.
国

会
に

お
け

る
附

帯
決

議

取
りま

とめ
た

課
題

と対
応

方
針


Co

de
xや

O
EC

D
等

に
お

け
る

国
際

基
準

と国
内

制
度

の
調

和


科
学

的
な

デ
ー

タ・
知

⾒
に

基
づ

くリ
ス

ク管
理

（
例

）
再

評
価

制
度

の
導

⼊


登
録

申
請

資
料

の
簡

素
化

・国
際

共
通

様
式

の
導

⼊


適
正

な
病

害
虫

防
除

を
通

じた
安

定
した

⾷
料

供
給

確
保

の
た

め
の

取
組

等 （
例

）
特

に
マ

イナ
ー

作
物

に
つ

い
て

の
農

薬
登

録
の

拡
大

再
評

価
制

度
に

関
す

る
議

論
再

評
価

制
度

に
関

す
る

議
論


20

16
年

1月
以

降
、⾃

⺠
党

骨
太

PT
で

農
業

者
の

所
得

向
上

を
図

る
た

め
の

方
策

を
議

論
。


結

論
とし

て
、


農

業
者

が
⾃

由
に

経
営

展
開

で
きる

よう
に

環
境

を整
備

す
る。


農
業
者
の
努
⼒
で
は
解
決
で
きな
い
構
造
的
な
問
題
を解

決
して
い
くた

め
、

「農
業

競
争

⼒
強

化
プロ

グラ
ム

（
⾃

⺠
・公

明
）

」
「農

林
⽔

産
業

・地
域

の
活

⼒
創

造
プラ

ン（
官

邸
）

」を
策

定
。

「農
業

競
争

⼒
強

化
プロ

グラ
ム

」に
お

け
る農

薬
に

関
す

る記
載

9.
農

薬
につ

い
ては

、農
産

物
輸

出
も視

野
に⼊

れ
た国

際
的

対
応

が
特

に重
要

で
あ

り、
国

は
、ジ
ェネ
リッ
ク農
薬
の
登
録

の
あ

り方
を含

め
、農

薬
取

締
法

の
運

用
を国

際
標

準
に合

わ
せ

る方
向

で
、抜

本
的

に⾒
直

す
。

⾃
⺠

党
骨

太
PT

：
農

林
⽔

産
業

骨
太

方
針

策
定

プ
ロジ

ェク
トチ

ー
ム

1
2

3
4
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再
評

価
制

度
に

関
す

る
議

論


20
17

年
5月

19
日

、国
会

に
お

い
て

『農
業

競
争

⼒
強

化
支

援
法

』が
成

⽴
（

20
17

.8
.1

施
⾏

）
『農

業
競

争
⼒

強
化

支
援

法
*』

に
お

け
る

農
薬

の
記

載
第

八
条

国
は

、良
質

か
つ

低
廉

な
農

業
資

材
の

供
給

を
実

現
す

る
上

で
必

要
な

事
業

環
境

の
整

備
の

た
め

、次
に

掲
げ

る
措

置
そ

の
他

の
措

置
を

講
ず

る
も

の
とす

る
。

一
農

薬
の

登
録

そ
の

他
の

農
業

資
材

に
係

る
規

制
に

つ
い

て
、農

業
資

材
の

安
全

性
を

確
保

す
る

た
め

の
⾒

直
し、

国
際

的
な

標
準

との
調

和
を

図
る

た
め

の
⾒

直
しそ

の
他

の
当

該
規

制
を

最
新

の
科

学
的

知
⾒

を
踏

ま
え

た
合

理
的

な
も

の
とす

る
た

め
の

⾒
直

しを
⾏

うこ
と。

* 
ht

tp
:/

/w
w

w
.m

af
f.g

o.
jp

/j
/la

w
/b

ill
/1

93
/in

de
x.

ht
m

l

再
評

価
制

度
に

関
す

る
議

論


第
17

回
農

業
資

材
審

議
会

農
薬

部
会

（
20

17
年

7
月

13
日

開
催

）
に

お
い

て
、

1.
農

薬
登

録
時

の
評

価
に

お
い

て
、農

薬
の

品
質

お
よ

び
安

全
を

保
証

す
る

た
め

の
制

度
の

充
実

。
①

農
薬

原
体

の
規

格
設

定
②

農
薬

使
用

者
の

安
全

に
関

す
る

評
価

を
ハ

ザ
ー

ド評
価

か
らリ

ス
ク評

価
へ

移
⾏

③
ミツ

バ
チ

へ
の

影
響

に
関

す
る

評
価

を
ハ

ザ
ー

ド評
価

か
らリ

ス
ク評

価
へ

移
⾏

④
農

薬
の

生
態

影
響

に
関

す
る

評
価

の
対

象
を

拡
大

（
⽔

産
動

植
物

⇒
生

活
環

境
動

植
物

）

2.
農

薬
の

登
録

後
の

科
学

の
発

展
に

伴
い

明
らか

に
な

る新
た

な
知

⾒
に

対
応

して
、農

薬
の

安
全

性
を定

期
的

に
そ

の
時

点
の

最
新

の
科

学
に

照
らし

て
「再

評
価

」を
⾏

う。
基

本
的

な
考

え
方

：
①

全
て

の
農

薬
に

つ
い

て
最

新
の

科
学

的
⽔

準
の

も
と2

02
1

年
か

ら定
期

的
（

15
年

毎
）

に
再

評
価

す
る

。
②

再
評

価
に

際
し、

申
請

時
点

で
の

ガ
イド

ライ
ン

に
対

応
した

デ
ー

タの
提

出
を

求
め

、新
しい

科
学

的
知

⾒
、技

術
的

知
⾒

等
に

照
らし

て
評

価
す

る
。

③
既

登
録

化
合

物
は

、優
先

順
位

を
付

して
評

価
す

る
。

④
再

評
価

とは
別

に
、安

全
性

や
抵

抗
性

に
問

題
が

あ
る

こと
が

判
明

した
場

合
、リ

ス
クの

程
度

に
応

じて
農

⽔
省

の
判

断
で

登
録

の
変

更
や

取
消

しが
で

き
る

。

再
評

価
制

度
に

関
す

る
議

論
検

討
した

事
項

：
1.

欧
⽶

で
の

再
評

価
制

度
導

⼊
に

よ
る

影
響

2.
新

た
な

リス
ク評

価
手

法
の

導
⼊

に
よ

る
イン

パ
クト

3.
これ

ま
で

の
登

録
要

件
の

改
正

内
容

、等

導
⼊

され
る

再
評

価
制

度
に

関
す

る
農

薬
工

業
会

の
対

応

5
6

7
8
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1.
欧

⽶
で

の
再

評
価

制
度

導
⼊

に
よる

影
響

（
1）

欧
州

に
お

け
る

再
評

価
制

度

19
91

年

19
93

年

20
02

年

20
09

年

20
11

年

EU
統

合
91

/4
14

/E
EC

発
効

EF
SA

：
欧

州
⾷

品
安

全
機

関
Eu

ro
pe

an
 F

oo
d 

Sa
fe

ty
 A

ut
ho

rit
y

AI
R：

An
ne

x
Ⅰ

Re
ne

w
al

An
ne

xⅠ
：

登
録

され
た

農
薬

原
体

の
リス

トEF
SA

設
⽴

再
評

価
終

了
11

07
/2

00
9発

効
AI

R2
か

ら適
用

EU
で

登
録

の
あ

った
有

効
成

分
を

4グ
ル

ー
プ

に
して

評
価

再
評

価
に

つ
い

て
は

10
年

間
で

全
化

合
物

の
評

価
を

終
了

す
る

予
定

で
あ

っ
た

が
、大

幅
に

遅
延

（
〜

16
年

）
。

①
評

価
基

準
や

文
書

等
に

関
す

る
ガ

イダ
ン

ス
に

つ
い

て
十

分
議

論
され

て
お

らず
、再

評
価

の
過

程
で

⾏
った

。
②

EF
SA

が
設

⽴
ま

で
、評

価
手

順
が

明
確

で
な

く決
定

に
時

間
を

要
した

｡

対
応

策
①

追
加

試
験

デ
ー

タ等
の

提
出

を
禁

止
。

②
登

録
を

維
持

しな
い

化
合

物
の

評
価

プ
ログ

ラム
か

ら除
外

。
③

EF
SA

に
よ

る
、登

録
判

断
基

準
の

明
確

化
､他

再
評

価
開

始

AI
R（

20
07

年
〜

）

各
国

登
録

（
1）

欧
州

に
お

け
る

再
評

価
制

度
再

評
価

の
結

果

Li
st

1：
主

要
農

薬
（

毒
性

が
強

く、
且

つ
、デ

ー
タギ

ャッ
プ

が
大

き
い

化
合

物
）

Li
st

2：
Li

st
1に

比
して

デ
ー

タギ
ャッ

プが
少

な
く、

毒
性

的
に

問
題

の
少

な
い

化
合

物
（

有
機

リン
剤

お
よ

び
カー

バ
メー

ト剤
を

含
む

）
Li

st
3：

残
りの

有
機

化
合

物
Li

st
4：

無
機

化
合

物
、天

然
物

等

Li
st

1
Li

st
2

Li
st

3
Li

st
4

合
計

有
効

成
分

数
90

14
7

38
8

32
9

95
4

An
ne

x1
掲

載
59

33
10

7
10

9
30

8
An

ne
x1

未
掲

載
31

11
4

28
1

22
0

64
6

約
2/

3の
有

効
成

分
が

失
効

1.
欧

⽶
で

の
再

評
価

制
度

導
⼊

に
よる

影
響

（
1）

欧
州

に
お

け
る

再
評

価
制

度
失

効
した

主
な

理
由

①
91

/4
14

/E
EC

の
要

件
に

適
合

させ
る

た
め

に
新

た
な

試
験

成
績

が
必

要
②

既
提

出
の

試
験

成
績

で
は

、9
1/

41
4/

EE
Cで

求
め

られ
て

い
る

試
験

要
件

を
担

保
して

い
な

い
。

③
当

該
農

薬
有

効
成

分
を

登
録

す
る

た
め

に
は

高
次

試
験

が
必

要
で

あ
る

が
、経

済
的

理
由

か
ら登

録
維

持
を

断
念

④
ドシ

エ
作

成
と審

査
費

用
（

50
00

万
円

）
の

負
担

が
ビ

ジ
ネ

ス
判

断
上

妥
当

で
な

い
⑤

農
薬

会
社

の
M

&
Aに

伴
う有

効
成

分
の

選
抜

例
：

①
植

物
代

謝
試

験
⇒

散
布

・施
用

方
法

の
乖

離
の

た
め

再
試

験
②

91
/4

14
/E

EC
に

移
⾏

し、
EU

で
M

RL
が

設
定

され
る

こと
に

な
り、

必
要

例
数

が
増

加
。

1.
欧

⽶
で

の
再

評
価

制
度

導
⼊

に
よる

影
響

（
1）

欧
州

に
お

け
る

再
評

価
制

度
多

くの
農

薬
が

失
効

した
こと

に
よ

る
現

場
へ

の
影

響
①

農
家

の
減

少
の

可
能

性
②

農
産

物
の

収
穫

減
少

に
伴

う農
家

の
収

⼊
減

少
の

可
能

性
③

薬
剤

抵
抗

性
発

現
の

増
加

の
可

能
性

1.
欧

⽶
で

の
再

評
価

制
度

導
⼊

に
よる

影
響

9
10

11
12
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（
1）

欧
州

に
お

け
る

再
評

価
制

度
AI

R評
価

状
況

有
効

成
分

数
備

考
AI

R1
7


20

11
年

ま
で

に
有

効
期

限
が

切
れ

る
化

合
物

。


評
価

終
了

。
AI

R2
29


20

11
お

よ
び

20
12

年
に

有
効

期
限

が
切

れ
る

化
合

物
。


再

評
価

は
遅

れ
て

お
り、

未
評

価
化

合
物

の
有

効
期

限
を

20
18

年
6月

ま
で

延
期

。
AI

R3
14

6


20
13

〜
20

18
年

ま
で

に
有

効
期

限
が

切
れ

る
化

合
物

（
有

効
期

限
を

考
慮

して
4グ

ル
ー

プ
に

分
類

）
。


評

価
は

遅
延

して
お

り、
既

に
多

くの
化

合
物

で
有

効
期

限
は

延
期

。
AI

R4
21

4


20
19

〜
20

22
年

ま
で

に
有

効
期

限
が

切
れ

る
化

合
物

（
有

効
期

限
を

考
慮

して
4グ

ル
ー

プ
化

に
分

類
）

。


ドシ
エ提

出
の

2年
あ

るい
は

3年
延

期
が

20
16

年
に

決
定

。

AI
R：

An
ne

x
Ⅰ

Re
ne

w
al

1.
欧

⽶
で

の
再

評
価

制
度

導
⼊

に
よる

影
響

（
2）

⽶
国

に
お

け
る

再
評

価
制

度

19
88

年

19
96

年
20

06
年

FI
FR

A改
正

FI
FR

A：
農

薬
取

締
法

（
Fe

de
ra

l I
ns

ec
tic

id
e,

 F
un

gi
ci

de
 a

nd
 R

od
en

tic
id

e
Ac

t
FQ

PA
：

⾷
品

品
質

保
護

法
（

Fo
od

 Q
ua

lit
y 

Pr
ot

ec
tio

n 
Ac

t）

FQ
PA

制
定

再
評

価
終

了

農
薬

の
安

全
性

評
価

に
お

い
て

乳
幼

児
・子

供
の

保
護

を
謳

った
。

①
安

全
性

デ
ー

タの
結

果
また

は
デ

ー
タの

⽋
落

状
況

に応
じ、

通
常

の
AD

Iに
対

して
、更

に最
大

10
倍

の
安

全
係

数
追

加
｡

②
農

薬
へ

の
暴

露
量

試
算

を4
集

団
とし

、さ
らに

人
種

毎
、都

市
部

とそ
れ

以
外

な
ど多

くの
亜

集
団

が
設

定
し、

それ
ぞれ

につ
い

て暴
露

評
価

を実
施

。
③

毒
性

の
作

用
機

作
が

同
じ農

薬
（

例
えば

有
機

リン
剤

、カ
ー

バ
メー

ト剤
、

等
）

につ
い

ては
、危

険
性

を合
算

して
評

価
す

るこ
とを

求
め

てい
る。

④
リス

クカ
ップ

によ
る評

価
（

暴
露

＝
⾷

品
摂

取
暴

露
＋

飲
料

⽔
摂

取
暴

露
＋

日
常

生
活

暴
露

等
）

を⾏
い

、カ
ップ

の
容

量
（

AD
I）

に収
まら

な
け

れ
ば

登
録

不
可

。

有
効

成
分

を
再

評
価

1.
欧

⽶
で

の
再

評
価

制
度

導
⼊

に
よる

影
響

（
2）

⽶
国

に
お

け
る

再
評

価
制

度
再

評
価

の
方

法
19

84
年

11
月

1日
以

前
に

登
録

され
た

す
べ

て
の

有
効

成
分

を
以

下
の

考
え

方
に

準
じて

4グ
ル

ー
プ

に
分

類
。

①
⾷

用
あ

るい
は

飼
料

作
物

に
対

す
る適

用
有

無
②

地
下

⽔
あ

るい
は

魚
介

類
に

対
して

毒
性

的
に

危
惧

す
べ

き残
留

の
有

無
③

FI
FR

Aの
改

正
以

前
に

規
制

当
局

か
ら重

要
な

項
目

に
対

す
る追

加
試

験
成

績
の

要
求

有
無

④
作

業
者

が
農

薬
に

暴
露

す
る可

能
性

の
高

い
施

設
等

で
の

適
用

有
無

。

1.
欧

⽶
で

の
再

評
価

制
度

導
⼊

に
よる

影
響

（
2）

⽶
国

に
お

け
る

再
評

価
制

度
再

評
価

の
結

果

FQ
PA

が
導

⼊
され

、発
達

神
経

毒
性

試
験

、亜
急

性
神

経
毒

性
試

験
お

よ
び

免
疫

毒
性

試
験

が
必

要
に

な
った

。

⽶
国

で
も

再
評

価
は

遅
れ

た
が

、
①

⽶
国

の
原

体
登

録
に

は
有

効
期

限
が

設
定

され
て

い
な

い
。

②
EU

の
よ

うに
再

評
価

の
遅

れ
か

ら有
効

期
限

を
延

⻑
す

る
Vo

tin
gと

Re
gu

la
tio

nが
不

要
。

③
NG

O
等

か
らの

批
判

対
象

に
な

りに
くい

。

約
1/

3の
有

効
成

分
が

失
効

1.
欧

⽶
で

の
再

評
価

制
度

導
⼊

に
よる

影
響

13
14

15
16
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（
3）

欧
⽶

に
お

け
る

デ
ー

タギ
ャッ

プ
判

断
デ

ー
タ

ギ
ャッ

プ
判

断
欧

州


資
料

提
出

前
に

申
請

者
とR

M
Sの

間
で

Pr
e-

su
bm

is
si

on
会

議
が

開
催

。


Pr
e-

su
bm

is
si

on
会

議
で

申
請

者
は

申
請

の
資

料
を

RM
Sに

提
示

して
登

録
維

持
に

必
要

な
試

験
お

よ
び

理
由

書
で

対
応

が
可

能
な

試
験

を
特

定
。

⽶
国


EP

Aは
⾃

らが
既

提
出

試
験

を
再

評
価

しD
at

a 
Ga

pを
同

定
。


D

at
a 

Ca
ll-

In
（

D
CI

）
の

制
度

を
利

用
して

、試
験

の
種

類
毎

に
提

出
ま

で
の

期
限

を
設

定
して

登
録

申
請

者
に

追
加

デ
ー

タの
提

出
を

求
め

る
。

RM
S：

評
価

担
当

国
（

Ra
pp

or
te

ur
M

em
be

r 
St

at
e）

1.
欧

⽶
で

の
再

評
価

制
度

導
⼊

に
よる

影
響

2.
新

た
な

リス
ク評

価
に

よ
る

イン
パ

クト
1.

新
た

な
作

業
者

暴
露

評
価

手
法

の
導

⼊
2.

欧
⽶

に
お

け
る

ミツ
バ

チ
評

価
手

法
3.

農
薬

の
生

態
影

響
に

関
す

る
評

価
の

対
象

拡
大

導
⼊

され
る

新
た

な
リス

ク評
価

手
法

に
よ

って
は

、登
録

失
効

あ
る

い
は

適
用

の
⾒

直
しが

想
定

され
る

。

3.
これ

ま
で

の
登

録
要

件
の

改
正

内
容

、等
（

1）
再

評
価

に
際

し提
出

す
る

試
験

成
績

に
関

す
る

農
⽔

省
の

考
え

方

再
評

価
申

請
時

点
に

お
い

て
新

規
登

録
申

請
の

デ
ー

タ
要

求
に

適
合

した
も

の
。

＝
12

農
産

第
81

47
号

局
⻑

通
知

で
新

規
登

録
申

請
に

対
して

要
求

され
る

す
べ

て
の

デ
ー

タ及
び

様
式

。

•作
物

残
留

試
験

例
数

の
増

加
（

2例
⇒

3/
6例

）
•妥

当
性

評
価

法
の

変
更

（
LO

D
⇒

LO
Q

）
•メ

ジ
ャー

&準
メジ

ャー
に

お
け

る
GL

Pの
要

求
作

物
残

留
試

験

•
作

物
栽

培
⇒

裸
地

栽
培

•
体

系
処

理
⇒

単
回

処
理

•
⽔

田
：

土
壌

と田
面

⽔
を

分
別

採
取

•
畑

地
：

表
層

~
10

cm
⇒

表
層

~
20

cm

土
壌

残
留

試
験

通
知

に
記

載
され

て
い

る
例

数
が

必
要

とす
る

な
ら、

①
受

託
機

関
の

キ
ャパ

は
？

②
メー

カー
の

負
担

を
軽

減
す

る
方

法
は

？

（
2）

イン
パ

クト
の

大
き

い
事

項

既 登 録 は 対 象 外3.
これ

ま
で

の
登

録
要

件
の

改
正

内
容

、等

17
18

19
20
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•農
薬

抄
録

か
らド

シ
エ

へ
の

変
更

。
•既

登
録

は
対

象
外

提
出

資
料

の
様

式
変

更

ドシ
エ

試
験

成
績

お
よ

び
検

査
資

料

試
験

成
績

一
覧

表

試
験

成
績

品
質

報
告

書
試

験
成

績
の

概
要

お
よ

び
考

察

試
験

成
績

確
認

表

提
出

す
る

試
験

成
績

の
一

覧
表提
出

す
る

試
験

成
績

の
情

報
（

試
験

施
設

、被
験

物
質

、G
LP

、
逸

脱
、他

）

今
まで

提
出

して
い

た農
薬

抄
録

類
似

。
農

薬
抄

録
との

差
：

①
有

効
成

分
/製

剤
、

②
項

目
の

順
番

、③
記

載
内

容
、他

提
出

す
る資

料
（

試
験

成
績

、代
替

書
、除

外
理

由
書

、同
意

書
）

情
報

（
2）

イン
パ

クト
の

大
き

い
事

項
3.

これ
ま

で
の

登
録

要
件

の
改

正
内

容
、等

再
評

価
制

度
導

⼊
に

よる
影

響
1.

一
部

の
不

採
算

農
薬

の
登

録
⾒

直
し/

取
消

し
主

な
要

因
：

①
登

録
維

持
に

要
す

る
費

用
負

担
（

特
に

、
作

物
残

留
試

験
）

②
新

た
に

導
⼊

され
る

リス
ク評

価
（

特
に

、
作

業
者

暴
露

）
当

局
は

、


作
物

群
登

録
が

申
請

者
の

負
担

軽
減

と言
って

い
るが

？
⇒


海

外
の

作
物

残
留

試
験

の
利

用
を認

め
ると

言
って

い
るが

？
⇒


作

物
群

に
お

い
て

同
じG

AP
で

登
録

？


高
い

基
準

値
が

設
定

され
て

AD
I/

AR
fD

超
過

？


日

本
と使

用
基

準
が

同
等

な
の

か
？


地

域
を

考
慮

す
る

必
要

性
は

？


日
本

と同
じよ

うな
作

物
？

2.
新

規
化

合
物

お
よ

び
適

用
拡

大
に

対
す

る
影

響
主

な
要

因
：

①
当

局
の

評
価

負
担

増
加

②
受

託
機

関
の

キ
ャパ

超
過

再
評

価
制

度
導

⼊
に

よる
影

響

20
17

年
10

月
25

日
に

意
⾒

書
を農

⽔
省

に
提

出
。

導
⼊

され
る

再
評

価
制

度
の

内
容

あ
る

い
は

新
た

な
リ

ス
ク評

価
手

法
に

よ
って

は
、現

場
で

用
い

られ
て

い
る

農
薬

の
登

録
を

変
更

/取
り消

す
こと

が
想

定
され

る
。

再
評

価
制

度
導

⼊
に

よる
影

響

21
22

23
24
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1.
基

本
姿

勢
再

評
価

制
度

を
国

⺠
・環

境
に

係
る

全
て

の
安

全
性

を
継

続
的

に
確

保
す

る
た

め
の

制
度

と理
解

し、
前

向
き

に
協

⼒
す

る
。

要
求

は
、安

全
性

の
向

上
に

必
要

な
も

の
に

留
め

、形
式

的
な

要
求

に
は

しな
い

（
例

：
提

出
資

料
の

ドシ
エ様

式
へ

の
変

更
）

。

2.
再

評
価

制
度

導
⼊

に
際

して
の

留
意

点
1）

農
業

現
場

、消
費

者
に

対
す

る
影

響
へ

の
配

慮
不

採
算

とな
る

農
薬

の
市

場
か

らの
撤

退
⇒

農
業

現
場

で
使

え
る

農
薬

選
択

肢
の

減
少

⇒
薬

剤
抵

抗
性

病
害

虫
お

よ
び

雑
草

の
発

現
⇒

農
産

物
の

収
量

減
、品

質
の

低
下

再
評

価
制

度
導

⼊
に

関
し農

薬
工

業
会

が
農

⽔
省

に
提

出
した

意
⾒

書
2.

再
評

価
制

度
導

⼊
に

際
して

の
留

意
点

2）
現

在
登

録
され

て
い

る
農

薬
の

安
全

性
に

関
す

る
認

識

デ
ー

タ要
求

や
試

験
ガ

イド
ライ

ン
の

随
時

⾒
直

しへ
の

対
応

、⾷
安

委
等

の
評

価
に

よ
り安

全
性

は
十

分
に

確
保

され
て

い
る

。

【工
業

会
の

認
識

】
①

局
⻑

通
知

の
改

正
以

降
、新

た
な

要
件

に
つ

い
て

は
随

時
対

応
。

②
暫

定
基

準
が

設
定

され
た

ほ
とん

どの
農

薬
は

、⾷
安

委
で

評
価

を
受

け
て

い
る

。

再
評

価
制

度
導

⼊
に

関
し農

薬
工

業
会

が
農

⽔
省

に
提

出
した

意
⾒

書

2.
再

評
価

制
度

導
⼊

に
際

して
の

留
意

点
3)

農
薬

に
関

す
る

リス
クコ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

の
必

要
性

我
が

国
に

は
この

よ
うな

定
期

的
な

再
評

価
制

度
が

な
く、

欧
⽶

で
の

再
評

価
の

結
果

、安
全

性
に

懸
念

あ
りと

して
登

録
抹

消
され

た
古

い
剤

も
再

評
価

を
受

け
な

い
ま

ま
維

持
され

て
い

る
。

従
って

、科
学

の
進

歩
に

伴
って

、欧
⽶

で
必

要
とさ

れ
て

い
る

新
しい

デ
ー

タを
申

請
者

が
作

成
す

る
動

機
も

な
い

。
（

第
17

回
農

業
資

材
審

議
会

農
薬

分
科

会
資

料
抜

粋
）

国
⺠

に
誤

解
を

与
え

る
よ

うな
情

報
提

供
は

避
け

る
べ

き
で

あ
り、

現
在

使
用

され
て

い
る

農
薬

に
つ

い
て

、国
⺠

が
不

安
を

抱
くよ

うな
記

述
は

避
け

、 適
切

な
リス

クコ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
が

必
要

。

再
評

価
制

度
導

⼊
に

関
し農

薬
工

業
会

が
農

⽔
省

に
提

出
した

意
⾒

書
3.

再
評

価
制

度
運

用
に

際
して

の
意

⾒
1)

評
価

体
制

の
整

備
と関

係
府

省
との

連
携

強
化

評
価

体
制

の
整

備
と関

係
府

省
との

連
携

強
化

【工
業

会
の

認
識

】
①

再
評

価
制

度
を

導
⼊

す
る

に
あ

た
って

、欧
⽶

で
の

評
価

が
大

幅
に

遅
れ

た
先

例
が

あ
る

。
②

定
期

的
再

評
価

の
導

⼊
に

伴
い

評
価

側
の

負
担

が
増

加
し、

新
規

剤
等

の
評

価
が

遅
延

し、
農

業
者

・消
費

者
に

影
響

③
農

業
競

争
⼒

強
化

に
も

影
響

。

再
評

価
制

度
導

⼊
に

関
し農

薬
工

業
会

が
農

⽔
省

に
提

出
した

意
⾒

書

25
26

27
28
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3.
再

評
価

制
度

運
用

に
際

して
の

意
⾒

2)
優

先
順

位
の

考
え

方
欧

⽶
で

の
再

評
価

導
⼊

時
と異

な
り日

本
で

は
暫

定
基

準
が

設
定

され
た

農
薬

に
つ

い
て

は
⾷

品
安

全
委

員
会

で
順

次
評

価
され

て
い

る
。

⾷
安

委
の

評
価

年
等

を
考

慮
した

優
先

順
位

の
設

定

再
評

価
制

度
導

⼊
に

関
し農

薬
工

業
会

が
農

⽔
省

に
提

出
した

意
⾒

書
3.

再
評

価
制

度
運

用
に

際
して

の
意

⾒
3)

既
登

録
農

薬
の

作
物

残
留

試
験

毒
性

指
標

の
変

更
に

伴
い

基
準

値
の

変
更

が
必

要
な

場
合

を
除

い
て

、追
加

の
作

物
残

留
試

験
に

つ
い

て
は

慎
重

な
検

討
が

必
要

。

【工
業

会
の

認
識

】
①

農
林

⽔
産

省
・厚

生
労

働
省

の
モニ

タリ
ング

結
果

で
も、

僅
か

な
事

例
を除

い
て

残
留

農
薬

基
準

値
超

過
は

認
め

られ
て

い
な

い
。

⇒
残

留
農

薬
に

係
わ

る
安

全
性

を
十

分
に

確
保

②
既

登
録

剤
に

つ
い

て
の

作
物

残
留

試
験

の
補

充
に

要
す

る費
用

⇒
数

百
億

円
以

上
の

追
加

投
資

/コ
ス

ト負
担

再
評

価
制

度
導

⼊
に

関
し農

薬
工

業
会

が
農

⽔
省

に
提

出
した

意
⾒

書

3.
再

評
価

制
度

運
用

に
際

して
の

意
⾒

4)
申

請
に

関
す

る
資

料
の

様
式

農
薬

抄
録

で
提

出
して

い
る

農
薬

は
、農

薬
抄

録
で

の
対

応
を

認
め

る
べ

き
。

【理
由

】
①

申
請

に
関

す
る資

料
の

様
式

は
安

全
性

に
係

わ
らな

い
事

項
②

“良
質

で
低

廉
”を

求
め

る
観

点
か

ら、
既

に
登

録
時

に
農

薬
抄

録
を

提
出

して
い

る
農

薬
に

つ
い

て
は

、農
薬

抄
録

で
の

対
応

再
評

価
制

度
導

⼊
に

関
し農

薬
工

業
会

が
農

⽔
省

に
提

出
した

意
⾒

書
国

会
に

お
け

る附
帯

決
議

農
薬

は
、農

産
物

の
安

定
生

産
に

必
要

な
生

産
資

材
で

あ
る

が
、そ

の
販

売
・

使
用

に
つ

い
て

は
最

新
の

科
学

的
知

⾒
を

的
確

に
反

映
し、

安
全

性
を

向
上

させ
る

とと
も

に
、人

の
健

康
や

環
境

へ
の

影
響

を
考

慮
し、

安
全

か
つ

適
正

に
使

用
して

い
くこ

とが
不

可
⽋

で
あ

る
。

よ
って

、政
府

は
、本

法
の

施
⾏

に
当

た
り、

次
の

事
項

の
実

現
に

万
全

を
期

す
べ

き
で

あ
る

。
一

登
録

され
た農

薬
の

再
評

価
制

度
の

実
施

に当
たっ

ては
、農

薬
の

安
全

性
の

更
な

る向
上

を
図

るこ
とを

旨
とし

て⾏
うこ

と。
また

、農
薬

に係
る関

係
府

省
の

連
携

を強
化

し評
価

体
制

を
充

実
す

ると
とも

に、
新

規
農

薬
の

登
録

に遅
延

が
生

じな
い

よう
にす

るこ
と（

衆
・参

）
。

二
最

新
の

科
学

的
知

⾒
に

基
づ

く定
期

的
再

評
価

⼜
は

随
時

評
価

に
よ

り、
農

作
物

等
、

人
畜

⼜
は

環
境

へ
の

安
全

性
等

に
問

題
が

生
ず

る
と認

め
られ

る
場

合
に

は
、当

該
農

薬
に

つ
き

、そ
の

登
録

の
内

容
の

変
更

⼜
は

取
消

しが
で

き
る

よ
うに

す
る

こと
。ま

た
、定

期
的

再
評

価
の

初
回

の
評

価
に

つ
い

て
は

、可
及

的
速

や
か

に
⾏

うこ
と（

衆
・参

）
。

10
項

目
で

構
成

29
30

31
32
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国
会

に
お

け
る附

帯
決

議
三

マ
イナ

ー
作

物
に

使
用

で
き

る
農

薬
に

つ
い

て
は

、作
物

群
を

単
位

とし
た

登
録

が
可

能
な

品
目

を
増

や
す

た
め

の
作

物
の

グ
ル

ー
プ

化
の

動
き

を
促

進
す

る
等

の
必

要
な

措
置

を
充

実
させ

る
こと

（
衆

・参
）

。
四

良
質

か
つ

低
廉

な
農

薬
の

選
択

肢
を広

げ
るた

め
に

、先
発

農
薬

の
規

格
に

係
る情

報
を迅

速
か

つ
適

切
に

公
開

し、
ジ

ェネ
リッ

ク農
薬

の
開

発
・普

及
を促

進
す

るこ
と（

衆
・参

）
。

五
農

薬
の

登
録

制
度

の
⾒

直
しに

お
い

て
、農

薬
メー

カー
の

負
担

に
も

配
慮

し、
農

業
者

へ
の

良
質

か
つ

低
廉

な
農

薬
の

提
供

を
推

進
す

る
こと

（
参

）
。

六
生

活
環

境
動

植
物

に
つ

い
て

の
リス

ク評
価

手
法

を
早

急
に

確
⽴

し、
登

録
の

際
に

必
要

とな
る

試
験

成
績

の
内

容
等

を
速

や
か

に
公

表
す

る
こと

（
衆

・参
）

。
七

試
験

に
要

す
る

費
用

・期
間

の
効

率
化

や
国

際
的

な
動

物
試

験
削

減
の

要
請

に
鑑

み
、

定
量

的
構

造
活

性
相

関
の

活
用

等
を

含
む

動
物

試
験

の
代

替
法

の
開

発
・活

用
を

促
進

す
る

こと
。

ま
た

、国
内

外
の

法
制

度
で

明
記

され
て

い
る

動
物

試
験

に
お

け
る

３
Ｒ

（
代

替
法

活
用

、使
用

数
削

減
、苦

痛
軽

減
）

の
原

則
に

鑑
み

、不
合

理
な

動
物

実
験

の
重

複
を

避
け

る
な

ど、
３

Ｒ
の

有
効

な
実

施
を

促
進

す
る

こと
（

参
）

。

国
会

に
お

け
る附

帯
決

議
八

安
全

な
農

産
物

の
生

産
及

び
農

薬
使

用
者

の
安

全
を

確
保

し、
農

薬
に

よ
る

事
故

を
防

止
す

る
た

め
に

、登
録

に
係

る
適

用
病

害
虫

の
範

囲
及

び
使

用
方

法
、貯

蔵
上

⼜
は

使
用

上
の

注
意

事
項

等
を

農
薬

使
用

者
に

わ
か

りや
す

い
手

法
で

表
示

及
び

情
報

提
供

が
⾏

わ
れ

る
よ

う措
置

し、
農

薬
の

安
全

か
つ

適
正

な
使

用
及

び
保

管
管

理
の

徹
底

を
図

る
こと

。ま
た

、農
薬

使
用

の
際

に
、農

薬
使

用
者

及
び

農
薬

散
布

地
の

近
隣

住
⺠

に
被

害
が

出
な

い
よ

うに
す

る
た

め
、農

林
⽔

産
大

⾂
及

び
都

道
府

県
知

事
は

防
除

業
者

を
含

む
農

薬
使

用
者

に
対

して
十

分
な

指
導

及
び

助
言

を
⾏

うこ
と（

衆
・参

）
。

九
非

農
耕

地
用

除
草

剤
が

農
薬

とし
て

使
用

され
な

い
よ

う表
示

の
徹

底
や

販
売

店
に

対
し

て
十

分
な

指
導

を
⾏

うこ
と（

参
）

。
十

制
度

の
運

用
及

び
⾒

直
しに

つ
い

て
は

、規
制

改
⾰

推
進

会
議

等
の

意
⾒

は
参

考
とす

る
に

とど
め

、農
業

生
産

の
安

定
を

図
り、

国
⺠

の
健

康
を

保
護

す
る

こと
を

前
提

に
、農

業
者

等
の

農
薬

使
用

者
、農

薬
の

製
造

者
・販

売
者

、農
産

物
の

消
費

者
等

の
意

⾒
や

、
農

薬
の

使
用

実
態

及
び

最
新

の
科

学
的

知
⾒

を
踏

ま
え

て
⾏

うこ
と（

衆
・参

）
。

まと
め

（
要

望
を含

む
）

1．
再

評
価

制
度

の
導

⼊
お

よ
び

リス
ク評

価
手

法
の

導
⼊

の
必

要
性

は
理

解
す

る
。

2．
農

薬
に

係
る関

係
府

省
の

連
携

を強
化

し評
価

体
制

を充
実

す
ると

とも
に

、新
規

有
効

成
分

、適
用

拡
大

の
遅

延
回

避
。

3．
新

た
な

リス
ク評

価
導

⼊
に

つ
い

て
は

、
1）

日
本

の
農

業
現

場
を

考
慮

した
対

応
が

必
要

。
2）

ス
ケ

ジ
ュー

ル
感

を
持

った
対

応
が

必
要

だ
が

、農
業

現
場

へ
の

イン
パ

クト
を

よ
く検

証
し導

⼊
す

る
こと

。

まと
め

（
要

望
を含

む
）

4．
以

下
の

こと
を

理
解

し、
導

⼊
す

る
再

評
価

制
度

は
形

式
的

な
要

求
とは

しな
い

。
1）

国
会

の
附

帯
決

議
で

「農
薬

の
登

録
制

度
の

⾒
直

しに
お

い
て

、農
薬

メー
カー

の
負

担
に

も
考

慮
し、

農
業

者
へ

の
良

質
か

つ
低

廉
な

農
薬

の
提

供
を

推
進

す
る

」が
謳

わ
れ

て
い

る
。

2）
不

採
算

とな
る

農
薬

の
市

場
か

らの
撤

退
の

可
能

性
が

あ
る

。
3）

農
薬

が
削

減
され

る
と、

現
場

で
使

用
され

る
農

薬
の

選
択

肢
が

削
減

され
、抵

抗
性

発
現

・農
産

物
の

品
質

低
下

に
つ

な
が

る
。

33
34

35
36
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まと
め

（
要

望
を含

む
）

再
評

価
制

度
の

導
⼊

お
よ

び
新

た
に

導
⼊

す
る

リス
ク評

価
手

法
に

つ
い

て
、農

林
⽔

産
省

は
関

係
府

省
お

よ
び

関
係

団
体

との
調

整
を
十

分
図

る
こと

。

37
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海
外

ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

の
現

状
と

我
が

国
に

お
け

る
展

望

日
産

化
学

株
式

会
社

農
業

化
学

品
事

業
部

企
画

開
発

部
影

島
智

講
演

内
容


知

財
権

とジ
ェネ

リッ
ク


海

外
ジ

ェネ
リッ

ク農
薬

ビジ
ネ

ス


海

外
ジ

ェネ
リッ

ク農
薬

に
係

る
話

題


ジ

ェネ
リッ

ク農
薬

とは
？


国

内
ジ

ェネ
リッ

ク農
薬

の
展

望

知
財

権
とジ

ェネ
リッ

ク

知
的

財
産

権
と特

許
制

度


知

的
財

産
権


人

間
の

幅
広

い
知

的
創

造
活

動
に

よ
って

生
み

出
され

た
も

の
を

創
作

者
の

財
産

とし
て

⼀
定

期
間

保
護

す
る

権
利


特

許
権

、実
用

新
案

権
、育

成
者

権
、意

匠
権

、著
作

権
、商

標
権

な
ど（

知
的

財
産

基
本

法
）


特

許
制

度


特
許

とは
、有

用
な

発
明

を
な

した
発

明
者

ま
た

は
そ

の
承

継
人

に
対

し、
そ

の
発

明
の

公
開

の
代

償
とし

て
、⼀

定
期

間
、そ

の
発

明
を

独
占

的
に

使
用

しう
る

権
利

（
特

許
権

）
を

国
が

付
与

す
る

も
の


特

許
権

は
出

願
か

ら2
0年

（
延

⻑
制

度
あ

り）

特
許

庁
HP

よ
り

1
2

3
4
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ジ
ェネ

リッ
ク

とは


ジ

ェネ
リッ

ク医
薬

品


先
発

医
薬

品
の

特
許

が
切

れ
た

後
に

、そ
れ

と同
じ有

効
成

分
で

製
造

・販
売

され
る

医
薬

品


新
薬

＝
先

発
医

薬
品


ジ

ェネ
リッ

ク医
薬

品
＝

後
発

医
薬

品


ジ

ェネ
リッ

ク農
薬

とは
？


先

発
農

薬
：

有
効

成
分

特
許

が
存

在
す

る
農

薬
（

新
薬

）


オ
フパ

テ
ン

ト農
薬

：
先

発
農

薬
の

特
許

権
者

が
特

許
切

れ
後

も
継

続
して

製
造

・販
売

す
る

農
薬


ジ

ェネ
リッ

ク農
薬

：
先

発
農

薬
の

特
許

切
れ

後
、そ

れ
と同

じ有
効

成
分

で
、他

社
に

よ
り製

造
・販

売
され

る
農

薬
（

後
発

農
薬

）

ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

の
特

徴


開

発
コス

トが
少

な
い


有

効
性

や
安

全
性

に
つ

い
て

先
発

農
薬

で
確

認
され

て
い

る
こと

か
ら

開
発

期
間

や
コス

トを
大

幅
に

抑
え

られ
、結

果
とし

て
⼀

般
的

に
特

許
農

薬
よ

り安
く供

給
され

る


同

等
の

安
全

性


先
発

農
薬

原
体

との
同

等
の

安
全

性
が

認
め

られ
、農

薬
登

録
され

る
（

不
純

物
プ

ロフ
ァイ

ル
の

類
似

性
等

）


同

等
の

製
品

性
能


製

剤
の

違
い

に
よ

り、
先

発
農

薬
との

優
劣

差
の

可
能

性

海
外

ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

ビ
ジ

ネ
ス

世
界

の
主

要
農

薬
メ

ー
カ

ー
>

$9
 b

n.
>

$3
 b

n.
>

$1
 b

n.
>

$0
.4

 b
n.

>
$0

.1
 b

n.

R
&

D
 D

ri
ve

n

Ba
ye

r
BA

SF
Su

m
ito

m
o 

Ch
em

.
Ku

m
ia

i C
he

m
.

N
ip

po
n 

So
da

Sy
ng

en
ta

Co
rt

ev
a

N
is

sa
n 

Ch
em

.
M

its
ui

 C
he

m
. A

gr
o

FM
C

Is
hi

ha
ra

H
ok

ko

N
ih

on
 N

oh
ya

ku
Ag

ro
-K

an
es

ho

SD
S 

Bi
ot

ec
h

O
AT

 A
gr

io

N
ip

po
n 

Ka
ya

ku

Ky
oy

u
Ag

ri

Is
ag

ro

O
ff

-p
at

en
t/

G
en

er
ic

Ad
am

a
U

PL
Si

pc
am

O
xo

n
Ra

lli
s

N
uf

am
G

ow
an

Si
no

n

Ar
ys

ta
 L

ife
Sc

ie
nc

e
Am

va
c

Ex
ce

l

Al
ba

ug
h

Ro
ta

m
G

ha
rd

a

H
el

m
* 

Ba
se

d 
on

 2
01

7 
sa

le
s

Ag
bi

oI
nv

es
te

rs
Ag

bi
oC

ro
p

Ju
ly

 2
01

8

5
6

7
8
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主
要

ジ
ェネ

リッ
ク

会
社

の
販

売
（

20
16

年
）


ジ

ェネ
リッ

ク会
社

：
ジ

ェネ
リッ

ク農
薬

品
販

売
が

主
流

の
会

社

Ag
riF

ut
ur

a
–

Ph
ill

ip
s 

M
cD

ou
ga

ll 
–A

gr
iS

er
vi

ce

世
界

の
ジ

ェネ
リッ

ク
会

社
の

販
売

推
移

（
20

16
年

）


全

農
薬

メー
カー

売
上

の
うち

ジ
ェネ

リッ
クメ

ー
カー

の
シ

ェア
は

約
35

%

Ag
riF

ut
ur

a
–

Ph
ill

ip
s 

M
cD

ou
ga

ll 
–A

gr
iS

er
vi

ce

ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

販
売

の
推

移
（

20
16

年
）


先

発
農

薬
売

上
は

18
.6

%


オ
フパ

テ
ン

ト農
薬

売
上

は
17

.6
%

（
特

許
所

有
メー

カー
の

販
売

シ
ェア

が
90

%
以

上
の

製
品

）


ジ
ェネ

リッ
ク農

薬
売

上
は

63
.8

%
（

オ
フパ

テ
ン

ト品
の

内
、特

許
所

有
メー

カー
の

販
売

シ
ェア

が
90

%
以

下
の

製
品

を
含

む
）

Ag
riF

ut
ur

a
–

Ph
ill

ip
s 

M
cD

ou
ga

ll 
–A

gr
iS

er
vi

ce

ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

の
開

発
コス

ト


ジ

ェネ
リッ

ク農
薬

の
開

発
コス

トは
全

農
薬

開
発

費
用

の
2%

弱


新
規

化
合

物
創

生
、開

発
、登

録
維

持
、販

売
管

理
費

用
は

圧
倒

的
に

大
き

い

Ag
riF

ut
ur

a
–

Ph
ill

ip
s 

M
cD

ou
ga

ll 
–A

gr
iS

er
vi

ce

9
10

11
12
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売
上

・開
発

コス
ト

⽐
率

（
20

16
年

）

Ag
riF

ut
ur

a
–

Ph
ill

ip
s 

M
cD

ou
ga

ll 
–A

gr
iS

er
vi

ce


マ

ル
チ

ナ
シ

ョナ
ル

大手


の
開

発
コス

ト/
売

上
は

平
均

7.
4%


国

内
メー

カー
平

均
は

マ
ル

チ
ナ

シ
ョナ

ル
同

等
の

7.
3%


ジ

ェネ
リッ

ク会
社

平
均

は
1.

8%
 

Cr
op

 P
ro

te
ct

io
n 

Cr
op

 P
ro

te
ct

io
n 

Cr
op

 P
ro

te
ct

io
n 

$M
Sa

le
s

R
&

D
$M

Sa
le

s
R

&
D

$M
Sa

le
s

R
&

D
Ba

ye
r

9,
47

8
69

0
7.

3%
Su

m
ito

m
o

1,
91

3
14

5
7.

6%
N

uf
ar

m
2,

13
2

39
1.

8%
Sy

ng
en

ta
10

,0
41

68
0

6.
8%

FM
C

2,
27

5
13

0
5.

7%
Ar

ys
ta

1,
81

6
39

2.
1%

BA
SF

6,
16

7
54

2
8.

8%
IS

K
46

4
60

12
.9

%
Ad

am
a

2,
87

7
33

1.
1%

D
ow

4,
64

1
31

0
6.

7%
N

is
sa

n
47

9
46

9.
6%

U
PL

2,
02

0
24

1.
2%

D
uP

on
t

2,
87

4
23

4
8.

1%
N

. N
oy

ak
u

41
1

45
10

.9
%

Al
ba

ug
h

1,
05

3
15

1.
4%

M
on

sa
nt

o＊
3,

49
6

45
1.

3%
M

its
ui

 C
he

m
40

1
30

7.
5%

H
el

m
28

8
14

4.
9%

Ku
m

ia
i

51
7

25
4.

8%
Si

pc
am

48
8

14
2.

9%
H

ok
ko

26
1

14
5.

4%
W

yn
ca

45
4

14
3.

1%
Ky

oy
u 

Ag
ri

15
5

9
5.

8%
Re

d 
Su

n
52

7
12

2.
3%

平
均

*除
く

33
,2

01
2,

45
6

7.
4%

平
均

6,
87

6
50

4
7.

3%
平

均
11

,6
55

20
4

1.
8%

ジ
ェネ

リッ
ク

会
社

の
ビ

ジ
ネ

ス
ス

タ
イ

ル


い
わ

ゆ
る

「売
れ

筋
」特

許
切

れ
品

の
販

売


除
草

剤
：

グ
リホ

サ
ー

ト剤
、ホ

ップ
・デ

ィム
イネ

科
剤

、S
U剤

な
ど


殺

虫
剤

：
ピレ

ス
ロイ

ド剤
、ネ

オ
ニ

コチ
ノイ

ド剤
、ア

バ
メク

チ
ン

剤
な

ど


殺
菌

剤
：

保
護

殺
菌

剤
、D

M
I剤

、ス
トロ

ビル
リン

剤
な

ど


シ

ョッ
ピン

グ
リス

ト


製
品

ライ
ン

ア
ップ

拡
充

、製
品

ポ
ー

トフ
ォリ

オ
管

理


マ
ル

チ
ナ

シ
ョナ

ル
整

理
品

目
買

収


原

体
ソ

ー
ス


原

体
を

⾃
社

製
造

（
原

料
・中

間
体

？
）


原

体
の

委
託

製
造

ま
た

は
他

社
原

体
購

入
（

中
国

、イ
ン

ドか
ら？

）

海
外

ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

に
係

る
話

題

ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

事
例

中
国


中

国
国

産
品


除

草
剤

、殺
虫

剤
、殺

菌
剤

の
古

い
売

れ
筋

基
幹

防
除

剤


国
産

品
（

登
録

ジ
ェネ

リッ
ク）

は
ほ

とん
どが

最
低

価
格


2元

/畝
（

33
円

/6
.6

ア
ー

ル
、5

00
円

/h
a）


⾃

社
新

製
品

価
格

の
1/

10
以

下
で

性
能

で
の

差
別

化
に

苦
労


未

登
録

品
・違

法
品


事

例
多

々
…

. 巨
大

価
格

差
に

よ
る

参
入

困
難

13
14

15
16
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ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

事
例

豪
州


ジ

ェネ
リッ

ク農
薬

の
類

似
商

標


SE
M

PR
A：

日
産

化
学

ハ
ロス

ル
フロ

ン
メチ

ル


KE
M

PR
A：

ジ
ェネ

リッ
クハ

ロス
ル

フロ
ン

メチ
ル


価

格
差

：
5~

10
%

程
度


商

標
の

類
似

性
で

は
排

除
不

可

低
価

格
・類

似
品

ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

事
例

豪
州


農

薬
メー

カー
に

よ
る

ソ
リュ

ー
シ

ョン
（

防
除

暦
）

提
示


重

要
作

物
の

栽
培

に
係

る
化

学
農

薬
製

品
の

ライ
ン

ア
ップ


種

子
処

理
、茎

葉
散

布
、殺

虫
剤

、殺
菌

剤
、除

草
剤

、生
物

農
薬

…
1社

で
す

べ
て

製
品

を
揃

え
大

農
家

に
ま

とめ
売

り


先

発
農

薬
で

揃
わ

な
い

場
合

、ジ
ェネ

リッ
ク農

薬
で

補
う


ジ

ェネ
リッ

ク農
薬

は
薄

利
で

も
構

わ
な

い
？


大手


マ

ル
チ

A社
に

よ
る

ジ
ェネ

リッ
ク農

薬
価

格
が

ジ
ェネ

リッ
クメ

ー
カー

よ
り安

い
価

格
で

販
売

競
合

価
格

⇔
廉

価
販

売

ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

事
例

ア
ジ

ア


ア

ジ
ア

の
あ

る
国

で
…

.


マ
ル

チ
ナ

シ
ョナ

ル
B社

とア
ジ

ア
で

協
業

協
議


B社

ポ
ー

トフ
ォリ

オ
拡

充
に

⾒
合

う製
品

を
紹

介


当
社

品
の

技
術

特
性

、他
国

実
績

な
ど説

明


しか

し、
供

給
価

格
で

折
り合

わ
ず

話
が

中
断

何
か

月
か

して
…


B社

は
そ

の
国

で
、ジ

ェネ
リッ

ク農
薬

を
導

入
し発

売

ブ
ラン

ド価
値

よ
り価

格
重

視

ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

事
例

ア
ジ

ア
ー

日
本


ウン

カ類
の

飛
来


熱

帯
性

の
トビ

イロ
ウン

カ、
セ

ジ
ロウ

ン
カは

、ベ
トナ

ム
北

部
、中

国
南

部
で

周
年

発
生

し、
中

国
中

南
部

、韓
国

、日
本

に
飛

来
。


東

ア
ジ

ア
、中

国
で

殺
虫

剤
に

被
曝

した
ウン

カ、
感

受
性

低
下

、抵
抗

性
獲

得
ウン

カも
当

然
九

州
、⻄

日
本

に
飛

来
す

る
。


効

き
が

甘
くな

る
と、

低
価

格
の

ジ
ェネ

リッ
ク農

薬
は

⾼
薬

量
で

、回
数

が
多

くま
か

れ
る

傾
向

が
あ

り、
感

受
性

低
下

を
促

進
？

過
剰

散
布

に
よ

る
感

受
性

低
下

促
進

17
18

19
20
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ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

事
例

ア
フリ

カ
・ア

ジ
ア


C社

販
売

の
⼟

壌
混

和
処

理
殺

虫
剤


ジ

ェネ
リッ

ク農
薬

が
⼟

壌
処

理
され

た
が

、⼟
壌

表
⾯

散
布

され
た

薬
剤

を
小

動
物

が
食

べ
、被

害
。


ジ

ェネ
リッ

クメ
ー

カー
が

対
応

しな
い

た
め

、⾏
政

か
らオ

リジ
ナ

ル
メー

カー
へ

の
要

請
が

あ
り、

C社
が

代
わ

って
現

場
対

応
。


ジ

ェネ
リッ

クメ
ー

カー
の

技
術

情
報

、指
導

不
⾜

で
事

故
発

生
。


薬

害
・作

物
残

留
で

も
同

様
の

例
あ

り。

技
術

指
導

・販
売

後
管

理
不

⾜

ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

事
例

欧
州

（
EU

）


EU

登
録

制
度


ゾ

ー
ン

制
（

北
、中

央
、南

）
に

よ
る

統
合

申
請

・代
表

国
審

査


他
国

登
録

参
照

登
録

（
M

ut
ua

l R
ec

og
ni

tio
n）


パ

ラレ
ル

イン
ポ

ー
ト（

PI
）


EU

各
国

間
無

関
税

、陸
続

き
で

品
目

移
動

は
簡

易


パ
ラレ

ル
イン

ポ
ー

ト申
請

に
よ

る
他

国
の

輸
入

・販
売

が
可

能


東
欧

の
低

価
格

品
が

ドイ
ツな

どに
合

法
輸

入

⇒
簡

易
手

続
き

で
あ

る
た

め
、ジ

ェネ
リッ

ク農
薬

が
PI

申
請

し流
入

（
以

前
は

合
法

・違
法

の
ガ

イド
ライ

ン
の

明
確

性
無

）

違
法

品
流

入
を

助
⻑

ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

とは
？

ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

とは
？

視
点

１


⾃

社
先

⾏
農

薬
を

ま
ね

て
売

る
な

ど許
せ

な
い

。


な

ん
で

そ
ん

な
に

安
く売

る
ん

だ
。


低

品
質

製
品

が
出

回
る

の
は

（
原

体
の

）
イメ

ー
ジ

ダウ
ン

。


な

ぜ
登

録
デ

ー
タア

クセ
ス

権
を

与
え

な
くて

は
な

らな
い

ん
だ

。


タス
クフ

ォー
ス

、オ
ファ

ー
・ツ

ー
・ペ

イ


うち

の
新

商
品

を
取

り扱
うの

に
、あ

の
国

で
は

…

メ
ー

カ
ー

視
点

21
22

23
24
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ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

とは
？

視
点

２


売

れ
筋

商
品

を
安

く作
り、

廉
価

販
売


購

入
者

の
選

択
肢

増
加


栽

培
上

、基
幹

防
除

薬
剤

の
安

定
供

給


複
数

の
供

給
会

社
、複

数
ル

ー
トに

よ
る

供
給


先

発
農

薬
メー

カー
に

代
わ

り再
普

及


発
売

１
０

年
も

経
て

ば
、先

発
農

薬
メー

カー
は

旧
製

品
の

普
及

に
な

か
な

か
⼒

が
入

らな
い

農
業

者
視

点

ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

とは
？

視
点

３


原

体
製

造
の

複
数

化
に

よ
る

コス
トダ

ウン


原
体

製
造

工
場

の
複

数
化


主

要
原

料
・中

間
体

の
複

数
化


新

製
造

プ
ラン

ト・
新

合
成

技
術


新

た
な

製
造

技
術

に
よ

る
⾼

純
度

化


新

た
な

施
用

技
術

・製
剤


同

原
体

で
、⾼

性
能

新
剤

型
（

種
子

処
理

剤
、混

合
剤

…
）


新

助
剤

・副
資

材
の

導
入


⾼

コン
テ

ン
ト化

製
剤

に
よ

る
輸

送
費

・環
境

負
荷

低
減

製
造

・供
給

視
点

ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

とは
？

視
点

４


混

合
剤

用
途


先

発
農

薬
メー

カー
新

化
合

物
の

混
合

剤
相

手


農

薬
メー

カー
の

商
品

外
用

途
（

ブ
ラン

ド不
要

）


種
苗

会
社

の
種

子
処

理
用

途


請
負

防
除

業
者

の
⼀

資
材


流

通
業

者
の

プ
ライ

ベ
ー

トブ
ラン

ド用
途


ジ

ェネ
リッ

クメ
ー

カー
に

よ
る

リブ
ラン

デ
ィン

グ


新
た

な
ブ

ラン
ド名

を
付

与
し普

及
活

動


製
品

ライ
ン

ナ
ップ

の
⼀

剤

付
加

価
値

？

ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

とは
？

視
点

５


ユ

ー
ザ

ー
の

拡
大


安

い
こと

で
⾼

価
な

薬
剤

を
使

え
な

い
農

業
従

事
者

へ
の

使
用

機
会

•
低

コス
ト栽

培
を

余
儀

な
くさ

れ
る

畑
作

、穀
類

市
場

•
⾼

価
格

新
剤

を
買

え
な

い
市

場
•

食
糧

生
産

安
定

が
強

く望
ま

れ
る

国
で

の
貢

献

安
い

こと
ユ

ー
ザ

ー
拡

大


ジ

ェネ
リッ

ク
メ

ー
カ

ー
は

先
発

農
薬

メ
ー

カ
ー

に
代

わ
り、

当
該

化
合

物
で

社
会

貢
献

の
機

会
を

広
げ

て
い

る
？

（
単

な
る

敵
で

は
な

い
？

）

社
会

的
意

義
？

27
28

25
26
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国
内

ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

の
展

望

国
内

ジ
ェネ

リッ
ク

医
薬

品
の

ビ
ジ

ョン


期

待
され

る
産

業
像

の
実

現


新
た

な
研

究
開

発
（

新
剤

型
、新

投
与

経
路

）


海
外

展
開

（
国

内
人

口
減

、ジ
ャパ

ン
クオ

リテ
ィ）


医

療
費

貢
献


安

心
・信

頼
の

追
及


安

定
供

給
の

継
続

、⾼
度

な
品

質
管

理


未

来
へ

の
挑

戦


健
康

⻑
寿

へ
の

貢
献

、医
療

技
術

向
上


グ

ロー
バ

ル
ヘ

ル
ス

（
発

展
途

上
国

）
日

本
ジ

ェネ
リッ

ク製
薬

協
会

：
ジ

ェネ
リッ

ク医
薬

品
産

業
ビジ

ョン

国
内

ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

の
位

置
づ

け


医

薬
品


患

者
負

担
の

軽
減

、医
療

保
険

財
政

改
善


医

療
費

資
源

の
有

効
活

用
に

よ
り国

⺠
医

療
を

守
る

た
め


20

20
年

9月
後

発
医

療
品

使
用

割
合

80
%

目
標


農

薬


農
薬

の
登

録
等

の
国

際
調

和
•

登
録

制
度

等
の

環
境

を
整

え
る

•
目

標
を

打
ち

出
し政

策
的

に
推

進
す

る
？

＊
18

年
5月

⽴
法

と調
査

：
農

薬
の

登
録

制
度

の
⾒

直
し

農
業

競
争

⼒
強

化
⽀

援
法

（
17

.8
.1

施
⾏

）


農

業
の

競
争

⼒
：

「農
業

の
生

産
性

を
⾼

め
、⾼

い
収

益
⼒

を
確

保
す

る
こと

に
よ

り持
続

的
な

農
業

発
展

が
で

き
る

⼒
」


支

援
法


国

の
責

務
・関

係
者

の
努

⼒
：

農
産

物
流

通
等

の
合

理
化


国

が
す

べ
き

施
策

：
「規

制
・規

格
の

⾒
直

し、
良

質
・低

廉
な

農
業

資
材

開
発

促
進

」


事
業

者
再

編
・事

業
参

入
促

進


農
業

者
へ

の
情

報
提

供

⇒
農

薬
取

締
法

改
正

29
30

31
32
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国
内

ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

の
普

及
率


国

内
で

は
ジ

ェネ
リッ

ク農
薬

シ
ェア

は
数

%
程

度


海
外

平
均

で
は

20
~

30
%

程
度

（
明

確
な

統
計

無
し）


ジ

ェネ
リッ

ク農
薬

の
参

入
ハ

ー
ドル

が
高

い


海
外

同
様

の
ジ

ェネ
リッ

ク登
録

制
度

が
無

く、
登

録
費

⽤
が

高
い


農

薬
原

体
登

録
制

度
が

な
い

、原
体

同
等

性
の

定
義

が
厳

しい


単
一

作
物

で
の

大
規

模
栽

培
が

少
な

くス
ケ

ー
ル

メリ
ット

が
少

な
い


多

種
多

様
な

作
物

・栽
培

体
系


単

作
物

大
規

模
栽

培
が

少
な

い
（

大
豆

、コ
ー

ン
、棉

…
)


広

範
な

適
⽤

作
物

、病
害

虫
・雑

草
ラベ

ル

国
内

ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬


国

内
で

は
大

型
品

目
の

4化
合

物


登
録

制
度

の
変

更
に

よ
りジ

ェネ
リッ

ク農
薬

は
増

え
る

の
か

？

農
林

⽔
産

省
農

薬
を

め
ぐる

情
勢

H2
8.

2

農
薬

の
購

⼊
・利

⽤
に

お
い

て
重

視
し

て
い

る
こと


価

格
に

⾒
合

う性
能

、安
全

性
、農

協
推

薦
、使

い
や

す
さが

重
要

農
林

水
産

省
農

薬
を

め
ぐ

る
情

勢
H2

8.
2

国
内

農
薬

製
品

選
択

上
の

特
徴


防

除
技

術
情

報
・サ

ー
ビス

が
無

償


県
等

農
業

試
験

場
・普

及
所

・防
除

所
、防

除
基

準
・防

除
暦

•
供

給
メー

カー
の

枠
を

超
え

、栽
培

体
系

に
最

適
な

薬
剤

選
択

が
可

能
•

地
域

防
除

暦
>

各
農

家
個

別
判

断
（

⽔
稲

、果
樹

な
ど）


海

外
:メ

ー
カー

に
よ

る
作

物
別

品
揃

え
充

実
（

So
lu

tio
n)

•
ア

グ
ロノ

ミス
ト、

防
除

コン
サ

ル
タン

ト（
有

償
）

•
他

社
との

協
⼒

体
制

や
ジ

ェネ
リッ

ク農
薬

導
入

に
よ

る
防

除
暦

補
完


よ

り優
れ

た
製

品
の

選
択

、追
求


⾼

い
防

除
価

・新
規

作
用

性
（

感
受

性
低

下
、抵

抗
性

対
策

）


完
全

防
除

＞
経

済
的

要
防

除
⽔

準


薬
害

へ
の

厳
しい

判
断

（
収

量
・品

質
へ

の
影

響
が

無
くて

も
…

)

33
34

35
36
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ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

－
期

待
さ

れ
る

こと


先

発
農

薬
同

等
の

優
れ

た
効

果
、品

質
、安

全
性


原

体
の

安
全

性
、性

能
は

農
薬

登
録

で
担

保


選

択
肢

の
増

加


先
発

農
薬

と比
較

し購
入

検
討


新

製
剤

、使
い

や
す

い
容

器
・容

量


安

価
、求

め
や

す
さ


処

理
単

価
、入手


しや

す
さ（

農
協

・小
売

店
、H

Cで
の

取
扱

い
）


防

除
暦

記
載

、農
協

・小
売

・生
産

組
合

か
らの

推
奨


技

術
指

導
、技

術
サ

ー
ビス

、ア
フタ

ー
ケ

ア

ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

－
起

き
て

は
な

ら
な

い
こと


模

造
品

の
販

売
・流

通


非
登

録
品


模

倣
品

・偽
造

品
（

ラベ
ル

の
デ

ッド
コピ

ー
）


技

術
情

報
提

供
・販

売
後

サ
ポ

ー
ト不

⾜


提
供

す
る

技
術

情
報

の
量

的
・質

的
不

⾜


トラ
ブ

ル
、ク

レ
ー

ム
、農

薬
残

留
事

故
等

へ
の

不
対

応


非

正
規

輸
入

品


個
人

輸
入

等
へ

の
対

応
（

合
法

、違
法

？
？

）


⼀
時

的
な

大
量

安
売

りの
後

、売
り逃

げ

ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

－
懸

念
点


登

録
内

容
の

同
等

性


適
用

作
物

、病
害

虫
・雑

草
の

違
い


薬

量
、使

用
回

数
、収

穫
前

日
数

等
の

違
い

⇒
 統

⼀
は

困
難

か
、使

用
者

・流
通

で
の

混
乱

？


農

薬
登

録
、安

全
使

用
、抵

抗
性

管
理

へ
の

協
働


先

発
農

薬
メー

カー
との

協
⼒

・協
働


先

発
農

薬
メー

カー
の

普
及

指
導

に
タダ

乗
り？


過

剰
な

価
格

競
争


不

当
廉

売
、利

益
を

無
視

した
抱

き
合

わ
せ

販
売

…

ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

－
ま

とめ


⾼

性
能

で
省

⼒
化

に
貢

献
す

る
新

規
剤

の
提

供
が

国
内

農
業

の
発

展
に

貢
献

す
る

の
は

ゆ
る

ぎ
な

い
が

…


ジ

ェネ
リッ

ク農
薬

は
…


合

法
で

あ
り受

け
入

れ
る

べ
き

も
の


選

択
肢

の
増

加
、よ

り安
価

で
使

用
者

増
の

可
能

性


競
合

・競
争

に
よ

る
消

費
者

へ
の

還
元

安
全

で
⾼

品
質

の
ジ

ェネ
リッ

ク農
薬

が
、国

内
農

業
の

発
展

、競
争

⼒
向

上
に

貢
献

す
る

こと
を

期
待

37
38

39
40
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ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

－
韓

国
で

の
歴

史


19

80
〜

90
年

代
：

ジ
ェネ

リッ
ク農

薬
シ

ェア
は

＞
50

%


半
数

以
上

は
韓

国
国

産
ジ

ェネ
リッ

ク農
薬


ジ

ェネ
リッ

ク農
薬

登
録

が
容

易
な

制
度


現

在
の

ジ
ェネ

リッ
ク農

薬
シ

ェア
は

＜
約

20
%

と推
定


登

録
制

度
の

厳
格

化
に

よ
り、

国
産

ジ
ェネ

リッ
ク農

薬
は

縮
小


80

-9
0年

代
は

⽔
稲

が
主

要
市

場
⇒

⽔
稲

農
薬

の
利

益
減

少


利
幅

の
大

き
な

園
芸

品
目

で
も

各
製

品
の

市
場

規
模

は
小

さい


大
型

品
目

で
な

け
れ

ば
、韓

国
１

国
で

の
開

発
は

困
難


韓

国
国

産
ジ

ェネ
リッ

ク農
薬

は
価

格
競

争
⼒

か
ら輸

出
困

難

ジ
ェネ

リッ
ク

農
薬

は
、今

後
日

本
で

増
え

る
の

か
？


国

内
メー

カー
の

取
り組

み


国
内

メー
カー

の
多

くは
創

薬
・製

品
開

発
型

ビジ
ネ

ス
モ

デ
ル


グ

ロー
バ

ル
新

薬
の

販
売

利
益

＞
国

内
ジ

ェネ
リッ

ク農
薬

の
販

売
利

益


海

外
メー

カー
の

取
り組

み


1社
に

よ
る

全
プ

ロダ
クト

ライ
ン

ア
ップ

の
必

要
性

が
低

い
（

公
的

な
防

除
暦

）


価
格

競
争

は
⻑

期
的

に
全

体
市

場
価

値
を

下
げ

る


ジ
ェネ

リッ
クメ

ー
カー

に
とっ

て
は

参
入

チ
ャン

ス


ジ

ェネ
リッ

ク農
薬

を
開

発
して

儲
か

る
の

か
？


農

家
は

価
格

⾒
合

い
の

効
果

・性
能

を
重

視
（

vs
. 先

⾏
農

薬
・ブ

ラン
ド品

）


大
型

単
作

物
栽

培
は

少
な

い
（

⽔
稲

、非
選

択
性

除
草

剤
…

）

ジ
ェネ

リッ
ク農

薬
の

開
発

、シ
ェア

は
限

定
的

だ
ろ

う

ご
清

聴
あ

りが
とう

ご
ざ

い
ま

し
た

41
42

43
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日
本

植
物

防
疫

協
会

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

天
敵

利
⽤

を
め

ぐ
る

海
外

の
動

向
と

我
が

国
に

お
け

る
展

望

20
18

年
9月

20
日

日
本

生
物

防
除

協
議

会
事

務
局

ア
リ

ス
タ

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

株
式

会
社

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
部

⾥
⾒

純

本
日

の
発

表
内

容

1.
海

外
に

お
け

る
農

薬
規

制
と

天
敵

利
⽤

の
変

遷
2.

海
外

と
の

違
い

と
日

本
の

現
状

3.
事

例
紹

介
4.

ま
と

め
5.

将
来

の
展

望

お
こ

と
わ

り
：

農
薬

名
は

、
製

品
名

で
記

載

海
外

に
お

け
る

農
薬

規
制

と
天

敵
利

⽤
の

変
遷


19

80
年

代
前

半
：

海
外

に
お

け
る

農
薬

規
制

と
天

敵
利

⽤
の

変
遷

オ
ラ

ン
ダ

／
施

設
園

芸
野

菜
農

薬
残

留
に

対
す

る
主

な
輸

⼊
国

ド
イ

ツ
の

懸
念

お
よ

び
批

判

→
天

敵
利

⽤
の

開
始

蘭
ワ

ー
ヘ

ニ
ン

ゲ
ン

大
学

、
仏

IN
RA

な
ど

に
お

け
る

生
物

資
材

の
研

究
・

天
敵

メ
ー

カ
ー

の
勃

興

米
国

カ
リ

フ
ォ

ル
ニ

ア
州

／
イ

チ
ゴ

プ
リ

ク
ト

ラ
ン

剤
の

市
場

か
ら

の
撤

退

→
チ

リ
カ

ブ
リ

ダ
ニ

の
全

⾯
的

利
⽤

開
始

そ
れ

ま
で

は
カ

リ
フ

ォ
ル

ニ
ア

大
学

、
天

敵
メ

ー
カ

ー
に

よ
る

部
分

的
普

及


19

80
年

代
後

半
：

1
2

3
4



─ 40─

5


20

05
年

：
ス

ペ
イ

ン
南

部
ア

ル
メ

リ
ア

地
区

／
ト

マ
ト

・
パ

プ
リ

カ
タ

バ
コ

コ
ナ

ジ
ラ

ミ
防

除
の

た
め

に
散

布
し

た
中

国
品

イ
ソ

フ
ェ

ン
フ

ォ
ス

(無
登

録
品

）
の

残
留

問
題

→
タ

バ
コ

カ
ス

ミ
カ

メ
や

ス
ワ

ル
ス

キ
ー

の
利

⽤

海
外

に
お

け
る

農
薬

規
制

と
天

敵
利

⽤
の

変
遷

ﾀﾊ
ﾞｺ

ｶｽ
ﾐｶ

ﾒ

ｽﾜ
ﾙｽ

ｷｰ
ｶﾌ

ﾞﾘ
ﾀﾞ

ﾆ

タ
バ

コ
カ

ス
ミ

カ
メ

vs
タ

バ
コ

コ
ナ

ジ
ラ

ミ

No
m

or
e

Is
of

en
fo

s

19
89

年
を

基
準

と
し

た
EU

新
基

準
後

の
認

可
農

薬
（

原
体

）
の

種
類

（
EU

,2
00

9）

認
可

, 3
34

不
認

可
, 7

66

保
留

, 6
7

そ
の

他
, 4

2

総
計

12
09

引
⽤文


献

：
「

天
敵

利
⽤

の
基

礎
と

実
際

」
根

本
、

和
田

編
著

主
な

認
可

農
薬

系
統

有
効
成
分
名

有
機

リ
ン

系
ク

ロ
ル

ピ
リ

ホ
ス

、
ク

ロ
ル

ピ
リ

ホ
ス

メ
チ

ル
合

成
ピ

レ
ス

ロ
イ

ド
シ

ペ
ル

メ
ト

リ
ン

ネ
オ

ニ
コ

チ
ノ

イ
ド

系
イ

ミ
ダ

ク
ロ

プ
リ

ド
、

ア
セ

タ
ミ

プ
リ

ド
、

ク
ロ

チ
ア

ニ
ジ

ン
、

チ
ア

ク
ロ

プ
リ

ド

7


20

10
年

代

海
外

に
お

け
る

農
薬

規
制

と
天

敵
利

⽤
の

変
遷

化
学

殺
菌

剤
に

関
し

て
大

き
な

問
題

が
起

き
た

事
例

が
な

く
、

病
害

防
除

は
、

ハ
ウ

ス
内

の
環

境
制

御
や

化
学

農
薬

で
対

処
。

オ
ラ

ン
ダ

、
ベ

ル
ギ

ー
／

施
設

果
菜

類
天

敵
利

⽤
は

ほ
ぼ

10
0％


こ

こ
数

年
ケ

ニ
ヤ

、
エ

チ
オ

ピ
ア

／
バ

ラ
、

ガ
ー

ベ
ラ

等
花

き
類

で
の

天
敵

利
⽤

が
急

激
な

増
加

。
⇒

オ
ラ

ン
ダ

の
会

社
が

現
地

で
栽

培

北
米

、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

／
ト

マ
ト

、
パ

プ
リ

カ
、

ナ
ス

等
天

敵
利

⽤
は

、
一

般
技

術
と

し
て

定
着

。

施
設

で
の

利
⽤

が
中

⼼
。

露
地

は
米

国
の

イ
チ

ゴ
で

利
⽤

。

オ
ラ

ン
ダ

に
お

け
る

天
敵

利
⽤

⾯
積

率
の

変
化

施
設

果
菜

類
％ 02040608010

0

20
12

年
20

16
年

20
12

年
20

16
年

20
12

年
20

16
年

ト
マ

ト
き

ゅ
う

り
パ

プ
リ

カ

ト
マ

ト
キ

バ
ガ

の
被

害
ﾀﾊ

ﾞｺ
ｶｽ

ﾐｶ
ﾒ

M
ac
ro
lo
ph
us
py
gm
ae
us

Ko
pp

er
t社

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

天 敵 利 用 面 積 率

5
6

7
8
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オ
ラ

ン
ダ

に
お

け
る

天
敵

利
⽤

⾯
積

率
の

変
化

施
設

花
き

類
％

02040608010
0

20
12

年
20

16
年

20
12

年
20

16
年

20
12

年
20

16
年

20
12

年
20

16
年

20
12

年
20

16
年

観
葉

作
物

鉢
物

き
く

ラ
ン

ば
ら

天 敵 利 用 面 積 率

世
界

の
生

物
農

薬
の

市
場

予
測

20
24

年
に

40
億

ド
ル

世
界

の
作

物
別

生
物

農
薬

市
場

So
ur

ce
: 

D
un

ha
m

 T
rim

m
er

 L
LC

20
16

年

化
学

農
薬

と
生

物
農

薬
の

将
来

的
な

売
上

予
想

So
ur

ce
：

Lu
x

Re
se

ar
ch

,I
nc

.

生
物

農
薬

の
市

場
は

、
化

学
農

薬
の

市
場

と
同

等
レ

ベ
ル

ま
で

⼊
れ

替
わ

り
つ

つ
成

⻑
し

続
け

る
で

あ
ろ

う
。

ラ
イ

ン
の

太
さ

は
、

不
確

実
性

を
⽰

す
。

9
10

11
12
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海
外

と
の

違
い

と
日

本
の

現
状

海
外

の
天

敵
普

及
体

制

天
敵

メ
ー

カ
ー

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト

生
産

者

生
産

者

生
産

者

生
産

者

生
産

者

Ko
pp

er
t社

の
農

薬
影

響
検

索
シ

ス
テ

ム

ht
tp

:/
/s

id
e-

ef
fe

ct
s.

ko
pp

er
t.n

l/

影
響

度
を

1〜
4段

階
で

評
価

影
響

日
数

は
、

週
数

で
記

載

海
外

で
の

農
業

法
人

の
大

規
模

化
・

機
械

化

農
薬

散
布

機

13
14

15
16
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天
敵

放
飼

も
機

械
化

！

移
動

式
天

敵
放

飼
機

役
場

Ｊ
Ａ

普
及

セ
ン

タ
ー

作
物

部
会

県
⽴

農
業

試
験

場
•

栽
培

技
術

•
病

害
虫

防
除

技
術

メ
ー

カ
ー

技
術

普
及

担
当

•
IP

M
プ

ロ
グ

ラ
ム

技
術

•
マ

ニ
ュ

ア
ル

化
•

知
識

,技
術

提
供

•
資

材
提

供
•

IP
M

プ
ロ

グ
ラ

ム
実

証
調

査
•

産
地

育
成

•
経

営
指

導
•

情
報

提
供

•
生

産
資

材
供

給
•

作
物

部
会

運
営

•
営

農
指

導
推

進
•

作
物

販
売

メ
ー

カ
ー

営
業

担
当

•
特

約
店

担
当

と
の

活
動

•
IP

M
推

進
•

部
会

へ
の

製
品

説
明

•
購

買
対

応

県
庁

（
農

林
振

興
局

等
）

•
⾏

政
支

援
施

策

•
地

域
産

業
活

性
化

•
IP

M
推

進
助

成
•

事
業

推
進

•
活

動
支

援

日
本

の
天

敵
普

及
体

制

日
本

の
天

敵
影

響
表

日
本

生
物

防
除

協
議

会
（

旧
日

本
バ

イ
オ

ロ
ジ

カ
ル

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

協
議

会
）

ht
tp

:/
/w

w
w

.b
io

co
nt

ro
l.j

p/
Te

nt
ek

i.h
tm

l

日
本

の
生

物
農

薬
（

殺
虫

剤
＋

殺
菌

剤
）

売
上

推
移

（
BT

除
く

）

日
本

植
物

防
疫

協
会

「
農

薬
要

覧
」

よ
り

、
農

薬
年

度
で

集
計

0

50
0

10
00

15
00

20
00

25
00

百
万

円

17
18

19
20
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主
な

天
敵

利
⽤

地
域

と
作

物
県
名

JA
名

作
物

対
象
害
虫

主
な
天
敵

宮
城

JA
み

や
ぎ

亘
理

イ
チ

ゴ
ハ

ダ
ニ

類
ア

ブ
ラ

ム
シ

類
コ

ナ
ジ

ラ
ミ

類
ア

ザ
ミ

ウ
マ

類

ミ
ヤ

コ
カ

ブ
リ

ダ
ニ

チ
リ

カ
ブ

リ
ダ

ニ
コ

レ
マ

ン
ア

ブ
ラ

バ
チ

リ
モ

ニ
カ

ス
カ

ブ
リ

ダ
ニ

栃
木

JA
は

が
野

イ
チ

ゴ
静

岡
JA

遠
州

夢
咲

イ
チ

ゴ
茨

城
JA

し
お

さ
い

ピ
ー

マ
ン

ア
ザ

ミ
ウ

マ
類

コ
ナ

ジ
ラ

ミ
類

ス
ワ

ル
ス

キ
ー

カ
ブ

リ
ダ

ニ
タ

イ
リ

ク
ヒ

メ
ハ

ナ
カ

メ
ム

シ
コ

レ
マ

ン
ア

ブ
ラ

バ
チ

ギ
フ

ア
ブ

ラ
バ

チ
リ

モ
ニ

カ
ス

カ
ブ

リ
ダ

ニ
タ

バ
コ

カ
ス

ミ
カ

メ
（

土
着

）

高
知

JA
土

佐
あ

き
ピ

ー
マ

ン
ナ

ス

⿅
児

島
JA

そ
お

⿅
児

島
ピ

ー
マ

ン
キ

ュ
ウ

リ

事
例

紹
介

イ
チ

ゴ
果

樹
類

露
地

野
菜

類
花

き
類

イ
チ

ゴ
の

防
除

暦
(例

)と
農

薬
散

布
回

数
種
類

延
べ

薬
剤
数

殺
菌

剤
15

殺
虫

剤
、

殺
ダ

ニ
剤

24
殺

セ
ン

チ
ュ

ウ
剤

1
合

計
40

注
）

す
べ

て
使

用
す

る
の

で
は

な
く

、
病

害
虫

の
発

⽣
に

応
じ

て
利

用
。

防
除

コ
ス

ト
（

10
a）

慣
⾏

区
（

化
学

農
薬

）
IP

M
区

（
天

敵
＋

化
学

農
薬

）

防
除

回
数

化
学

農
薬

:
12
回

天
敵

:
2回

化
学

農
薬

:
7回

農
薬

・
天

敵
費

⽤
￥

38
,7

54
￥

59
,4

50

労
⼒

費
：

時
給

¥1
20

0/
h

散
布

時
間

：
化

学
農

薬
4h

、
天

敵
0.

5h
￥

57
,6

00
（

化
学

農
薬

:
48

h）
￥

36
,0

00
（

天
敵

:
2h

＋
化

学
農

薬
:

28
ｈ

）

合
計

¥9
6,

35
4

¥9
5,

45
0

促
成

栽
培

イ
チ

ゴ
の

防
除

回
数

と
防

除
コ

ス
ト

21
22

23
24



─ 45─

育
苗

定
植

開
花

収
穫

８
月

９
月

１
０

月
～

１
１

月
１

２
月

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

天 敵 利 用 の

ポ イ ン ト 病 害

う
ど

ん
こ

病
バ

チ
ス

タ
―

水
和

剤
、

シ
グ

ナ
ム

W
DG

、
パ

レ
ー

ド
20

フ
ロ

ア
ブ

ル
、

パ
ン

チ
ョ

TF
顆

粒
水

和
剤

、
プ

ロ
パ

テ
ィ

フ
ロ

ア
ブ

ル
、

ラ
リ

ー
水

和
剤

灰
色

か
び

病
ア

フ
ェ

ッ
ト

フ
ロ

ア
ブ

ル
、

カ
ン

タ
ス

ド
ラ

イ
フ

ロ
ア

ブ
ル

、
ス

ミ
レ

ッ
ク

ス
水

和
剤

、
セ

イ
ビ

ア
ー

フ
ロ

ア
ブ

ル
20

、
ロ

ブ
ラ

ー
ル

50
0 ア

ク
ア

、
ピ

ク
シ

オ
DF

、
フ

ル
ピ

カ
フ

ロ
ア

ブ
ル

そ
の

他
硫

黄
く
ん

煙
は

間
欠

的
に

行
え

ば
、

天
敵

へ
の

影
響

を
軽

減
で

き
ま

す
（

1 日
3 時

間
以

内
）
。

青
字

は
天
敵
と
併
用

O
K
！

イ
チ

ゴ
の

IP
M

プ
ロ

グ
ラ

ム

◆
天

敵
商

品
の

お
取

扱
い

注
意

点
◆

・
天

敵
は

生
き

物
な

の
で

保
存

は
で

き
ま

せ
ん

。
到

着
後

た
だ

ち
に

放
飼

し
て

下
さ

い
。

・
天

敵
は

納
品

ま
で

1
0
日

前
後

か
か

り
ま

す
。

計
画

的
な

導
入

を
お

願
い

し
ま

す
。

・
商

品
の

特
性

上
、

稀
に

納
期

が
遅

れ
る

場
合

が
ご

ざ
い

ま
す

の
で

、
ご

了
承

願
い

ま
す

。

ス
パ

イ
カ

ル
E
X
（
2
5
0
m

l：
5
0
0
0
頭

）
ス

パ
イ

デ
ッ

ク
ス

（
1
0
0
m

l：
2
0
0
0
頭

）
★

ス
パ

イ
カ

ル
E
X
（
ﾐﾔ

ｺ
ｶ
ﾌ
ﾞﾘ

ﾀ
ﾞﾆ

）

・
広

食
性

の
定

着
性

に
優

れ
た

天
敵

・
ハ

ダ
ニ

発
生

前
か

ら
放

飼
可

能

★
ス

パ
イ

デ
ッ

ク
ス

（
ﾁ
ﾘ
ｶ
ﾌ
ﾞﾘ

ﾀ
ﾞﾆ

）
・
ハ

ダ
ニ

の
ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

・
ハ

ダ
ニ

の
初

期
発

生
時

に
放

飼

天
敵

が
定

着
す

る
と

、
特

に
春

先
に

か
け

て
ハ

ダ
ニ

の
被

害
を

減
ら

す
こ

と
が

で
き

ま
す

！

◆
成

功
の

ポ
イ

ン
ト

◆
①

天
敵

導
入

前
に

ハ
ダ

ニ
を

徹
底

防
除

②
天

敵
導

入
前

か
ら

の
農

薬
の

選
択

③
ハ

ダ
ニ

が
発

生
し

た
ら

天
敵

に
影

響
の

少
な

い
ダ

ニ
剤

を
散

布
し

て
、

ハ
ダ

ニ
と

天
敵

の
密

度
バ

ラ
ン

ス
を

調
節

是
非

、
天

敵
を

導
入

し
た

ハ
ウ

ス
と

未
導

入
の

ハ
ウ

ス
を

比
べ

て
、

天
敵

の
効

果
を

実
感

し
て

下
さ

い
！

ス
パ

ス
パ

ト
リ

オ
が

基
本

放
飼

量
！

（
ｽ

ﾊ
ﾟｲ

ｶ
ﾙ

E
X
1
本

と
ｽ

ﾊ
ﾟｲ

ﾃ
ﾞｯ

ｸ
ｽ

3
本

）

天
敵

導
入

前
後

の
ヨ

ト
ウ

ム
シ

剤
プ

レ
バ

ソ
ン

フ
ロ

ア
ブ

ル
５

、
フ

ェ
ニ

ッ
ク

ス
顆

粒
水

和
剤

、
プ

レ
オ

フ
ロ

ア
ブ

ル
マ

ッ
チ

乳
剤

、
カ

ス
ケ

ー
ド

乳
剤

、
ノ

ー
モ

ル
ト

乳
剤

、
ト

ル
ネ

ー
ド

エ
ー

ス
D

F

×
ア

ー
デ

ン
ト

水
和

剤
、

ロ
デ

ィ
ー

乳
剤

、
マ

ラ
ソ

ン
乳

剤
等

の
合

成
ピ

レ
ス

ロ
イ

ド
、

有
機

リ
ン

、
カ

ー
バ

メ
イ

ト
剤

は
使

用
し

な
い

。

◆
天

敵
導

入
時

の
ハ

ダ
ニ

密
度

を
極

力
ゼ

ロ
に

す
る

た
め

、
導

入
前

に
徹

底
防

除
。

（
ゼ

ロ
放

飼
の

徹
底

！
）

◆
放

飼
後

1
～

2
週

間
は

な
る

べ
く
薬

散
を

控
え

る
。

た
だ

し
、

病
害

虫
が

発
生

し
て

い
る

場
合

は
薬

散
。

天
敵

導
入

前
の

散
布

農
薬

影
響

日
数

に
注

意
！

！
（
ア

ー
デ

ン
ト

、
ラ

ン
ネ

ー
ト

等
は

2
～

3
ヵ

月
影

響
。

8
月

以
降

は
使

用
し

な
い

）

☆
天

敵
に

影
響

の
少

な
い

殺
ダ

ニ
剤

（
マ

イ
ト

コ
ー

ネ
等

）
は

温
存

し
、

使
用

を
控

え
る

☆
気

門
封

鎖
剤

ま
た

は
ボ

タ
ニ

ガ
ー

ド
E
S
 連

続
散

布

ハ
ダ

ニ
の

徹
底

防
除

！
天

敵
導

入
後

に
利

用
で

き
な

い
剤

を
中

心
に

利
用

天
敵

に
優

し
い

薬
剤

は
温

存

天
敵

に
優

し
い

殺
ダ

ニ
剤

を
温

存
し

て
お

く
た

め
に

こ
の

時
期

限
定

の
殺

ダ
ニ

剤

※
収

穫
７

５
日

前
ま

で
！

！

育
苗

期
・
定

植
後

に
灌

注
施

用

有
用

微
生

物
が

根
の

周
り

を
守

り
土

づ
く
り

を
サ

ポ
ー

ト
！

害
虫

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

高
性

能
粘

着
ト

ラ
ッ

プ

ア
リ

ス
タ

独
自

の
カ

ラ
ー

で
効

果
的

に
誘

引
！

ア
リ

ス
タ

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

(株
)

20
18

/0
8

◆
厳

冬
期

は
、

天
敵

は
見

え
な

く
て

も
大

切
な

温
存

期
間

。
潜

在
的

に
い

る
ハ

ダ
ニ

を
天

敵
に

影
響

の
少

な
い

殺
ダ

ニ
剤

で
防

除
し

て
か

ら
ス

パ
イ

デ
ッ

ク
ス

放
飼

。

◆
天

敵
の

効
果

が
発

揮
さ

れ
始

め
る

時
期

。
ハ

ダ
ニ

が
発

生
し

た
ら

、
天

敵
に

影
響

の
少

な
い

薬
剤

を
散

布
（
レ

ス
キ

ュ
ー

防
除

）
し

て
か

ら
天

敵
放

飼
。

◆
ア

ザ
ミ

ウ
マ

多
発

生
の

場
合

は
化

学
農

薬
中

心
の

防
除

に
切

り
替

え
。

薬
剤

感
受

性
が

低
下

し
た

地
域

で
は

ボ
タ

ニ
ガ

ー
ド

E
S

と
化

学
農

薬
の

混
用

が
効

果
的

。

☆
天

敵
放

飼
後

の
ハ

ダ
ニ

防
除

の
ポ

イ
ン

ト
！

天
敵

放
飼

後
の

ハ
ダ

ニ
防

除
（
天

敵
と

併
用

可
能

）
マ

イ
ト

コ
ー

ネ
フ

ロ
ア

ブ
ル

ダ
ニ

コ
ン

グ
フ

ロ
ア

ブ
ル

ダ
ニ

サ
ラ

バ
フ

ロ
ア

ブ
ル

ス
タ

ー
マ

イ
ト

フ
ロ

ア
ブ

ル
ニ

ッ
ソ

ラ
ン

水
和

剤
カ

ネ
マ

イ
ト

フ
ロ

ア
ブ

ル
（
薬

害
注

意
）

テ
デ

オ
ン

乳
剤

（
収

穫
3
日

前
ま

で
）

厳
寒

期
の

気
門

封
鎖

剤
の

全
面

散
布

は
厳

禁
！

！

ハ
ダ

ニ
が

発
生

し
た

ら
天

敵
に

影
響

の
少

な
い

ダ
ニ

剤
を

散
布

☆
1
月

～
2
月

※
天

敵
に

影
響

の
少

な
い

殺
ダ

ニ
剤

を
散

布
後

ス
パ

イ
デ

ッ
ク

ス
（
1
0
0
m

l×
3
本

/
1
0
a）

春
先

の
ハ

ダ
ニ

防
除

マ
イ

ト
コ

ー
ネ

フ
ロ

ア
ブ

ル
ダ

ニ
コ

ン
グ

フ
ロ

ア
ブ

ル
ダ

ニ
サ

ラ
バ

フ
ロ

ア
ブ

ル
ス

タ
ー

マ
イ

ト
フ

ロ
ア

ブ
ル

ニ
ッ

ソ
ラ

ン
水

和
剤

カ
ネ

マ
イ

ト
フ

ロ
ア

ブ
ル

（
薬

害
注

意
）

◆ ア ー デ ン ト 、 モ ベ ン ト 等 は な る べ く 最 後 に 使 用 す る こ と で 天 敵

が 長 期 間 活 躍 で き ま す
天

敵
放

飼
後

の
ア

ブ
ラ

ム
シ

防
除

チ
ェ

ス
顆

粒
水

和
剤

、
ウ

ラ
ラ

D
F

ベ
ネ

ビ
ア

O
D

（
混

用
注

意
）

☆
ア

ブ
ラ

ム
シ

も
天

敵
で

防
除

！
厳

寒
期

の
ア

ブ
ラ

ム
シ

再
発

防
止

に

ア
フ

ィ
パ

ー
ル

（
1
0
0
m

l×
2
本

/
1
0
a）

農
薬

散
布

後
に

ア
フ

ィ
パ

ー
ル

を
放

飼
し

て
、

薬
散

後
の

生
き

残
っ

た
ア

ブ
ラ

ム
シ

を
防

除
し

ま
し

ょ
う

！

モ
ス

ピ
ラ

ン
顆

粒
水

溶
剤

、
バ

リ
ア

ー
ド

顆
粒

水
和

剤
（
影

響
：
中

）

1
1
～

2
月

：
フ

ァ
イ

ン
セ

ー
ブ

フ
ロ

ア
ブ

ル
、

マ
ッ

チ
乳

剤
カ

ス
ケ

ー
ド

乳
剤

、
ベ

ネ
ビ

ア
O

D
（
混

用
注

意
）

3
～

4
月

：
ス

ピ
ノ

エ
ー

ス
顆

粒
水

和
剤

な
ど

（
影

響
：
中

）
4
～

5
月

：
ア

フ
ァ

ー
ム

乳
剤

、
デ

ィ
ア

ナ
S

C
（
影

響
：
大

）

※
薬

剤
感

受
性

が
低

下
し

た
地

域
で

は
ボ

タ
ニ

ガ
ー

ド
E
S
 の

混
用

が
お

ス
ス

メ
！ホ

リ
バ

ー
ブ

ル
ー

設
置

天
敵

放
飼

後
の

ア
ザ

ミ
ウ

マ
防

除

春
先

の
ア

ブ
ラ

ム
シ

・
コ

ナ
ジ

ラ
ミ

防
除

捕
殺

さ
れ

た
ア

ザ
ミ

ウ
マ

ハ
ダ

ニ
に

適
用

拡
大

！

葉
裏

に
か

か
る

よ
う

に
丁

寧
に 連

続
散

布
し

ま
し

ょ
う

天
敵

導
入

前
は

農
薬

の
影

響
期

間
に

注
意

！
天

敵
導

入
直

前
！

ハ
ダ

ニ
を

徹
底

防
除

！

ｽ
ﾊ

ﾟｲ
ﾃ
ﾞｯ

ｸ
ｽ

3
本

追
加

2
本

を
全

面
的

に
1
本

を
発

生
箇

所
に

放
飼

天
敵

放
飼

後
は

天
敵

に
影

響
の

少
な

い
農

薬
を

選
ん

で
使

用

上
記

の
薬

剤
が

使
用

回
数

の
制

限
を

迎
え

た
ら

・
・
・

気
門

封
鎖

剤
（
影

響
：
中

）
コ

ロ
マ

イ
ト

水
和

剤
、

ア
フ

ァ
ー

ム
乳

剤
（
影

響
：
大

）

10
a当

り
の

基
本

使
用

量

☆
1
0
月

下
旬

～
1
1
月

下
旬

「化
学

農
薬

散
布

～
天

敵
」は

セ
ッ

ト
！

天
敵

導
入

プ
ロ

グ
ラ

ム

•3
週

間
前

：
ア

フ
ァ

ー
ム

乳
剤

＋
ボ

タ
ニ

ガ
ー

ド
E
S

•2
週

間
前

：
ボ

タ
ニ

ガ
ー

ド
E
S
 o

r 
気

門
封

鎖
剤

•1
週

間
前

：
コ

ロ
マ

イ
ト

水
和

剤
＋

ボ
タ

ニ
ガ

ー
ド

E
S

•2
～

3
日

前
：
マ

イ
ト

コ
ー

ネ
フ

ロ
ア

ブ
ル

＋
ボ

タ
ニ

ガ
ー

ド
E
S

【
ス

パ
ス

パ
ト

リ
オ

】
ス

パ
イ

カ
ル

E
X

5
0
0
0
頭

(2
5
0
m

l×
1
本

)

＋
ス

パ
イ

デ
ッ

ク
ス

6
0
0
0
頭

(1
0
0
m

l×
3
本

) 

ハ
ダ

ニ
が

確
認

さ
れ

な
く
て

も
春

先
の

多
発

に
備

え
て

必
ず

追
加

放
飼

！
！

※
ボ

タ
ニ

ガ
ー

ド
E
S
は

殺
菌

剤
と

の
混

用
注

意

専
用

の
混

用
放

飼
ボ

ト
ル

を
使

っ
て

作
業

効
率

ア
ッ

プ
！

②
防

虫
ネ

ッ
ト

害
虫

侵
⼊

防
止

サ
ン

サ
ン

ネ
ッ

ト
e-

レ
ッ

ド
ス

リ
ム

ホ
ワ

イ
ト

30

①
粘

着
資

材
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
害

虫
誘

殺
ホ

リ
バ

ー
・

ホ
リ

バ
ー

ロ
ー

ル

③
光

反
射

シ
ー

ト
害

虫
忌

避
作

⽤
タ

イ
ベ

ッ
ク

シ
ー

ト

④
循

環
扇

温
度

上
昇

抑
制

加
湿

抑
制

に
よ

る
病

害
発

生
抑

制
ボ

ル
ナ

ド
フ

ァ
ン

⑤
そ

の
他

資
材

防
蛾

灯
UV

カ
ッ

ト
フ

ィ
ル

ム

Ｖ

Ｖ

Ｖ

天
敵

を
効

率
的

に
生

か
せ

る
物

理
的

・
耕

種
的

防
除

組
み

合
わ

せ
る

。
だ

か
ら

、
IP

M

⑥
雑

草
管

理
・

天
敵

温
存

植
物

（
ﾊﾞ

ﾝｶ
ｰﾌ

ﾟﾗ
ﾝﾄ

）

チ
リ

カ
ブ

リ
ダ

ニ
剤

＋
ミ

ヤ
コ

カ
ブ

リ
ダ

ニ
剤

売
上

推
移

注
）

パ
ッ

ク
製

剤
を

除
く

日
本

植
物

防
疫

協
会

「
農

薬
要

覧
」

よ
り

、
農

薬
年

度
で

集
計

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

70
0百

万
円

IP
M

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

受
け

⼊
れ

ら
れ

た
背

景

•薬
剤

抵
抗

性
害

虫
の

増
加

•ポ
ジ

テ
ィ

ブ
リ

ス
ト

制
導

⼊
以

降
の

農
薬

使
⽤

の
遵

守
•高

齢
化

、
大

規
模

化
に

よ
る

労
働

⼒
不

⾜

27
28

25
26
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天
敵

を
利

⽤
し

た
IP

M
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
メ

リ
ッ

ト
•

省
⼒

化
–

農
薬

の
散

布
回

数
、

使
⽤

量
の

減
少

•
栽

培
管

理
時

間
の

増
加

•
作

期
の

延
⻑

•
収

⼊
増

持
続

可
能

な
技

術
！

3
.
0
ｃ

ｍ

6
.
5
ｃ

ｍ

5
.
5
ｃ

ｍ

有
効

成
分

：
ミ

ヤ
コ

カ
ブ

リ
ダ

ニ
含

有
量

：
50

頭
/パ

ッ
ク

そ
の

他
：

ふ
す

ま
、

サ
ヤ

ア
シ

ニ
ク

ダ
ニ

規
格

：
10

0パ
ッ

ク
⼊

り
／

袋
（

5,
00

0頭
／

袋
）

K
O
PP

ER
T

12
34
56
78
9

11
22
33
44
55

ぶ
ど

う
日

本
な

し

果
樹

類
で

利
⽤

さ
れ

る
天

敵
製

剤

ス
パ

イ
カ

ル
プ

ラ
ス


4月

か
ら

落
葉

ま
で

に
10

数
回

の
薬

剤
を

散
布

し
て

病
害

を
防

除
（

ex
.稲

城
市

）


こ
の

内
ダ

ニ
剤

を
8〜

10
回

混
⽤

（
ex

.
稲

城
市

）


品
種

に
よ

っ
て

、
も

し
く

は
葉

が
混

ん
で

い
る

箇
所

は
薬

液
が

届
き

に
く

い


ダ
ニ

剤
混

⽤
時

は
SS

に
よ

る
散

布
薬

液
量

が
増

加


都
市

近
郊

で
は

ナ
シ

園
に

一
般

住
宅

や
集

合
住

宅
が

隣
接

し
て

お
り

、
近

隣
住

⺠
と

の
ト

ラ
ブ

ル
も

（
ex

.川
崎

市
）


ダ

ニ
剤

の
散

布
回

数
を

減
ら

せ
な

い
か

？


有
効

な
ハ

ダ
ニ

防
除

方
法

は
な

い
か

？

ナ
シ

で
天

敵
が

利
⽤

さ
れ

る
主

な
訴

求
点

天
敵

と
フ

ェ
ロ

モ
ン

の
併

⽤

フ
ェ

ロ
モ

ン
デ

ィ
ス

ペ
ン

サ
ー

天
敵

パ
ッ

ク
製

剤

29
30

31
32
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天
敵

利
⽤

を
よ

り
効

率
的

に
す

る
多

目
的

防
災

網
ナ

シ
の

実
証

圃
試

験
に

お
け

る
薬

剤
散

布
履

歴
散

布
日

薬
剤

名
希

釈
倍

率
10

月
13

日
オ

キ
シ

ラ
ン

水
和

剤
50

0
10

月
21

日
デ

ラ
ン

Ｆ
Ｌ

10
00

11
月

6日
オ

キ
シ

ラ
ン

水
和

剤
50

0
ダ

ニ
ゲ

ッ
タ

ー
Ｆ

Ｌ
20

00
3月

4日
ハ

ー
ベ

ス
ト

オ
イ

ル
50

3月
10

日
フ

ロ
ン

サ
イ

ド
Ｓ

Ｃ
50

0

4月
6日

マ
ネ

ー
ジ

Ｄ
Ｆ

60
00

ト
レ

ノ
ッ

ク
ス

Ｆ
Ｌ

50
0

バ
リ

ア
ー

ド
顆

粒
水

和
剤

20
00

4月
14

日
ト

レ
ノ

ッ
ク

ス
Ｆ

Ｌ
50

0
4月

22
日

コ
テ

ツ
Ｆ

Ｌ
20

00

4月
27

日
ス

コ
ア

顆
粒

水
和

剤
40

00
ト

レ
ノ

ッ
ク

ス
Ｆ

Ｌ
50

0
ウ

ラ
ラ

Ｄ
Ｆ

20
00

5月
12

日
ト

レ
ノ

ッ
ク

ス
Ｆ

Ｌ
50

0
フ

ァ
ン

タ
ジ

ス
タ

顆
粒

水
和

剤
30

00
ハ

チ
ハ

チ
Ｆ

Ｌ
10

00

5月
20

日
ベ

ル
ク

ー
ト

Ｆ
Ｌ

15
00

モ
ス

ピ
ラ

ン
Ｆ

Ｌ
20

00

5月
27

日
ベ

ル
ク

ー
ト

Ｆ
Ｌ

15
00

ユ
ニ

ッ
ク

ス
水

和
剤

47
20

00

散
布

日
薬

剤
名

希
釈

倍
数

6月
2日

ア
ク

タ
ラ

顆
粒

水
溶

剤
20

00

6月
10

日
ベ

ル
ク

ー
ト

Ｆ
Ｌ

15
00

チ
ェ

ス
顆

粒
水

和
剤

50
00

6月
17

日
ベ

ル
ク

ー
ト

Ｆ
Ｌ

15
00

フ
ェ

ニ
ッ

ク
ス

顆
粒

水
和

剤
40

00
6月

20
日

カ
ネ

マ
イ

ト
Ｆ

Ｌ
10

00
6月

22
日

ス
パ

イ
カ

ル
プ

ラ
ス

（
放

飼
）

4ﾊ
ﾟｯ

ｸ/
樹

6月
27

日
フ

ァ
ン

タ
ジ

ス
タ

顆
粒

水
和

剤
30

00

7月
1日

コ
ル

ト
顆

粒
水

和
剤

30
00

フ
ェ

ニ
ッ

ク
ス

顆
粒

水
和

剤
40

00
7月

5日
イ

ン
ダ

ー
Ｆ

Ｌ
50

00

7月
15

日
フ

ル
ー

ツ
セ

イ
バ

ー
15

00
オ

ー
ソ

サ
イ

ド
水

和
剤

80
10

00
エ

ク
シ

レ
ル

Ｓ
Ｅ

25
00

9月
2日

ス
ト

ロ
ビ

ー
Ｄ

Ｆ
20

00
エ

ス
マ

ル
ク

Ｄ
Ｆ

20
00

9月
15

日
オ

ー
ソ

サ
イ

ド
水

和
剤

80
60

0
エ

ク
シ

レ
ル

Ｓ
Ｅ

25
00

8月
に

薬
剤

散
布

が
「

０
回

」
！

ハ
チ

ハ
チ

FL
の

影
響

日
数

を
考

慮
し

て
放

飼
時

期
を

決
定

20
17

年
千

葉
県

•
岡

山
/マ

ス
カ

ッ
ト

オ
ブ

ア
レ

キ
サ

ン
ド

リ
ア

•
広

島
/ピ

オ
ー

ネ
•

岩
⼿

、
福

島
、

⻑
野

/露
地

リ
ン

ゴ
•

島
根

/デ
ラ

ウ
エ

ア
•

広
島

/露
地

レ
モ

ン
、

施
設

レ
モ

ン
•

関
東

/露
地

梨
•

埼
玉

/露
地

梨
、

施
設

梨
•

鳥
取

/シ
ャ

イ
ン

マ
ス

カ
ッ

ト
•

鳥
取

/⼆
⼗

世
紀

梨
•

山
形

/オ
ウ

ト
ウ

、
施

設
オ

ウ
ト

ウ
•

愛
知

、
佐

賀
/施

設
ミ

カ
ン

•
広

島
、

徳
島

、
高

知
、

熊
本

/施
設

柑
橘

天
敵

利
⽤

実
績

が
あ

る
主

な
果

樹

「
マ

リ
ー

ゴ
ー

ル
ド

」
•

ア
ザ

ミ
ウ

マ
類

の
土

着
天

敵
の

保
護

露
地

ナ
ス

で
の

天
敵

利
⽤

風
景

「
ソ

ル
ゴ

ー
」

•
防

風
対

策
•

ア
ブ

ラ
ム

シ
類

の
土

着
天

敵
の

保
護

33
34

35
36
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00
.
1

0
.
2

0
.
3

0
.
4

0
.
5

0
.
6

0
.
7

0
.
8

0
.
9

1

01234567

4
/
2
8

5
/
1
1

6
/
4

6
/
2
3

7
/
7

7
/
2
3

8
/
7

8
/
1
9

9
/
3

9
/
1
8

1
0
/
1
1
0
/
1
5
1
1
/
4(
頭

)
(
頭

)
図

ナ
ス

1葉
当

た
り

の
害

虫
及

び
天

敵
の

発
生

頭
数

ア
ザ

ミ
ウ

マ
類

（
左

軸
）

天
敵

：
カ

ブ
リ

ダ
ニ

類
（

左
軸

）

天
敵

：
ﾋ
ﾒ
ﾊ
ﾅ
ｶ
ﾒ
ﾑ
ｼ
類

（
右

軸
）

5
/
2
2

ス
ワ

ル
ス

キ
ー

6
/
7
 
プ

レ
オ

7
/
1
0

ウ
ラ

ラ

8
/
1
5

ス
タ

ー
ク

ル

※
調

査
葉

：
20

株
×

5葉
（

10
0葉

）

導
⼊

当
初

、
ア

ザ
ミ

ウ
マ

類
（

ミ
ナ

ミ
キ

イ
ロ

以
外

）
が

発
生

し
て

い
た

が
薬

剤
散

布
と

天
敵

の
増

加
の

よ
り

栽
培

終
了

ま
で

抑
制

し
た

。

大
型

カ
メ

ム
シ

類
の

発
生

で
1〜

2割
の

被
害

果
。

薬
剤

散
布

後
も

ｽﾜ
ﾙｽ

ｷｰ
の

定
着

に
影

響
な

し
。

露
地

ナ
ス

の
実

証
圃

試
験

結
果

ヒ
メ

ハ
ナ

カ
メ

ム
シ

類
は

夏
場

に
密

度
が

下
が

る
傾

向
が

あ
る

。

ヒ
メ

ハ
ナ

カ
メ

ム
シ

類
が

少
な

く
な

る
時

期
に

ス
ワ

ル
ス

キ
ー

が
増

加
。

平
成

27
年

産
平

成
26

年
産

27
/2

6比

農
薬

散
布

回
数

16
30

53
%

殺
虫

剤
散

布
回

数
13

30
43

%

殺
菌

剤
散

布
回

数
9

18
50

%

※
殺

虫
剤

と
殺

菌
剤

の
同

時
散

布
あ

り
農

薬
散

布
の

回
数

は
前

年
の

約
半

分
（

殺
虫

剤
は

約
4割

に
）

27
/2
6比

単
収

（
kg
/1
0a
）

11
4％

A品
率

12
ポ

イ
ン

ト
↑

収
量

と
品

質
に

⼤
き

な
差

は
無

く
、

薬
剤

散
布

が
減

っ
た

こ
と

で
管

理
作

業
に

注
⼒

で
き

た
。

全
国

農
業

シ
ス

テ
ム

化
研

究
会

平
成

27
年

度
IP

M
実

証
圃

試
験

結
果

よ
り

露
地

ナ
ス

の
実

証
圃

試
験

結
果

施
設

バ
ラ

に
お

け
る

慣
⾏

防
除

区
の

薬
散

状
況

と
カ

ブ
リ

ダ
ニ

数
・

害
虫

数
の

推
移

00.
05

0.
1

0.
15

0.
2

0.
25

02468
葉当たりカブリダニ数

葉当たり害虫数

ﾁﾘ
ﾐﾔ

ｺ(
ｽﾜ

ﾙ)
ﾊﾀ

ﾞﾆ
ｱｻ

ﾞﾐ
ｳﾏ

8/
18

ﾌﾙ
ﾋﾟ

ｶ
ｱﾌ

ｧｰ
ﾑ

ﾌﾟ
ﾚｵ

9/
12

ｲｵ
ｳF

L
ﾌﾟ

ﾚｵ
ﾍﾟ

ﾝﾀ
ｯｸ

ﾀﾞ
ﾆｶ

ｯﾄ

10
/4

ｲｵ
ｳF

L
ﾌｪ

ﾆｯ
ｸｽ

ﾀﾞ
ﾆ剤

A

10
/2

6
ｲｵ

ｳF
L

ｵﾙ
ﾄﾗ

ﾝ
ﾍﾟ

ﾝﾀ
ｯｸ

ﾀﾞ
ﾆｶ

ｯﾄ

11
/1

0
ｲｵ

ｳF
L

ｳﾗ
ﾗ

12
/8

ｻﾙ
ﾊﾞ

ﾄｰ
ﾚ

ﾀﾞ
ﾆ剤

A
ﾓｽ

ﾋﾟ
ﾗﾝ

7/
23

ﾍﾟ
ﾝﾀ

ｯｸ
ﾀﾞ

ﾆｶ
ｯﾄ

9/
3

ｲｵ
ｳF

L
ｵﾙ

ﾄﾗ
ﾝ

ﾍﾟ
ﾝﾀ

ｯｸ
ﾀﾞ

ﾆｶ
ｯﾄ

10
/1

2
ｲｵ

ｳF
L

ﾓｽ
ﾋﾟ

ﾗﾝ

11
/2

9
ﾌﾙ

ﾋﾟ
ｶ

ｶｽ
ｹｰ

ﾄﾞ

8月
9⽇

以
降

の
殺

ダ
ニ

剤
散

布
回

数
＝

6回
殺

ダ
ニ

剤
以

外
の

散
布

回
数

＝
3回

20
17

年
静

岡
県

8/
6

ﾉｰ
ﾓﾙ

ﾄ
ﾀﾞ

ﾆｶ
ｯﾄ

施
設

バ
ラ

に
お

け
る

天
敵

放
飼

区
の

薬
散

状
況

と
カ

ブ
リ

ダ
ニ

数
・

害
虫

数
の

推
移

00.
05

0.
1

0.
15

0.
2

01234567

葉当たりカブリダニ数

葉当たり害虫数

ﾁﾘ
ﾐﾔ

ｺ(
ｽﾜ

ﾙ)
ﾊﾀ

ﾞﾆ
ｱｻ

ﾞﾐ
ｳﾏ

10
/2

5
ｳﾗ

ﾗ
ｻﾙ

ﾊﾞ
ﾄｰ

ﾚ

10
/6

ﾌｪ
ﾆｯ

ｸｽ
ｻﾙ

ﾊﾞ
ﾄｰ

ﾚ

9/
12

殺
虫

剤
B

ﾌﾙ
ﾋﾟ

ｶ
7/

25
ﾀﾞ

ﾆ剤
A 8/
2

ｱﾌ
ｧｰ

ﾑ
10

/3
0

ﾀﾞ
ﾆｻ

ﾗﾊ
ﾞ

ｻﾙ
ﾊﾞ

ﾄｰ
ﾚ

11
/1

3
ﾆｯ

ｿﾗ
ﾝ

ﾏｲ
ﾄｺ

ｰﾈ
ｻﾙ

ﾊﾞ
ﾄｰ

ﾚ
ﾌﾟ

ﾚｵ

8/
9

天
敵

放
飼

11
/2

2
天

敵
放

飼

天
敵

放
飼

以
降

の
殺

ダ
ニ

剤
散

布
回

数
＝

2回
+

天
敵

1回
殺

ダ
ニ

剤
以

外
の

散
布

回
数

＝
3回

20
17

年
静

岡
県

37
38

39
40
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ま
と

め
海

外
と

日
本

の
天

敵
利

⽤
の

現
状

•
海

外
で

の
天

敵
利

⽤
–

き
っ

か
け

は
農

薬
の

規
制

–
施

設
果

菜
類

で
は

10
0%

近
い

利
⽤

率
–

花
き

類
で

の
利

⽤
が

拡
大

•
日

本
で

の
天

敵
利

⽤
–

き
っ

か
け

は
薬

剤
抵

抗
性

害
虫

の
増

加
–

生
物

的
・

物
理

的
・

化
学

的
・

耕
種

的
防

除
＝

IP
M

–
省

⼒
化

に
よ

る
持

続
的

な
技

術
–

施
設

果
菜

類
主

体
に

普
及

拡
大

–
果

樹
類

、
露

地
野

菜
類

、
花

き
類

へ
の

利
⽤

開
始

将
来

の
展

望
•

我
が

国
に

お
い

て
は

、
農

薬
に

対
す

る
規

制
は

海
外

ほ
ど

進
ん

で
は

い
な

い
。

•
施

設
果

菜
類

で
は

、
IP

M
技

術
を

⽤
い

る
こ

と
で

、
農

薬
散

布
回

数
、

使
⽤

量
の

削
減

に
成

功
し

て
お

り
、

天
敵

利
⽤

率
が

10
0%

近
い

地
域

も
あ

る
。

•
果

樹
類

・
露

地
野

菜
類

・
花

き
類

に
関

し
て

も
IP

M
技

術
の

普
及

が
進

ん
で

お
り

、
一

部
の

作
物

で
は

実
⽤

的
な

利
⽤

が
始

ま
っ

た
。

•
今

後
は

、
水

稲
・

畑
作

物
で

の
利

⽤
を

考
え

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

41
42
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シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
転

機
に

た
つ

植
物

防
疫

」

農
薬

の
変

遷
に

対
応

し
た

現
場

指
導

と
今

後

公
益

社
団

法
人

青
森

県
植

物
防

疫
協

会
A

P
P

A
川

嶋
浩

三

2
0
1
8
年

（
平

成
3
0
年

）
9
月

2
0
日

講
演

の
な

が
れ

①
青

森
県

に
お

け
る

り
ん

ご
病

害
虫

防
除

の
実

態

②
「
防

除
暦

」
の

役
割

と
し

く
み

③
「
防

除
暦

」
に

お
け

る
農

薬
の

変
遷

と
改

定
方

法

④
「
農

薬
取

締
法

」
改

正
の

影
響

と
今

後

そ
の

前
に

ち
ょ

っ
と

青
森

県
の

り
ん

ご

①
明

治
8

年
（
1
8
7
6
）

り
ん

ご
植

栽
→

 病
害

虫
と

の
戦

い
の

連
続

②
1
4
0
年

後
日

本
一

の
り

ん
ご

産
地

を
維

持

岩
手

県
山

形
県

長
野

県
20

.3
%

青
森

県
56

.4
%

 
42

万
㌧

貯
蔵

品
種

有
袋

栽
培

生
産

量
（
平

成
29

年
度

）

ふ
じ

約
50

%
つ

が
る

、
ジ

ョ
ナ

ゴ
ー

ル
ド

、
王

林

各
約

10
%

Ｃ
Ａ

貯
蔵

16
.8

万
ｔ、

77
棟

普
通

冷
蔵

18
.7

万
ｔ、

32
5棟

有
袋

率
約

21
％

ふ
じ

の
有

袋
率

約
22

％

①
青

森
県

に
お

け
る

り
ん

ご
病

害
虫

防
除

の
実

態

重
労

働
の

薬
剤

散
布

は
S
S
で

①
S
S
（
ス

ピ
ー

ド
ス

プ
レ

ー
ヤ

－
）
に

よ
る

散
布

が
ほ

と
ん

ど
≒

 1
0
0
%

Ｓ
Ｓ

の
タ

ン
ク

容
量

に
合

わ
せ

た
農

薬
有

機
銅

剤
:8

3
5
g

ド
リ

フ
ト

軽
減

ノ
ズ

ル
、

キ
ャ

ビ
ン

式
・
・
・

②
共

同
防

除
（
約

6
割

）
、

個
人

防
除

（
約

4
割

）
1
共

防
5
～

1
0

h
a,

1
0

戸
以

下
が

多
い

1
0

数
台

保
有

す
る

共
防

も
あ

る
が

、
多

く
は

1
～

2
台

③
共

同
防

除
連

絡
協

議
会

（
共

防
連

）
約

4
0
0

共
防

研
修

会
（
防

除
暦

の
解

説
な

ど
）
、

オ
ペ

レ
ー

タ
の

育
成

④
高

齢
化

、
放

任
園

オ
ペ

レ
ー

タ
の

8
0

％
以

上
が

6
0

歳
以

上

請
け

負
い

防
除

（
北

東
北

ス
カ

イ
テ

ッ
ｸ
：
Ｊ
Ａ

な
ど

と
受

託
作

業
の

契
約

、
SS

3
 台

、
約

）

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

                                    8
00

                               h
a

1
2

3
4
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①
青

森
県

に
お

け
る

り
ん

ご
病

害
虫

防
除

の
実

態

防
除

経
費

も
り

ん
ご

産
業

に
大

き
な

ウ
エ

イ
ト

科
目

経
営

費
（
千

円
/1

0a
）

％

農
業

薬
剤

３
１

１
３

雇
用

労
賃

２
４

１
０

種
苗

・
苗

木
２

８
１

２

肥
料

１
２

５

諸
材

料
１

３
６

光
熱

動
力

１
１

５

農
用

自
動

車
１

１
５

農
機

具
２

０
９

農
用

建
物

１
０

４

賃
借

料
２

０
９

・
・
・
・
・

－

計
２

３
０

１
０

０

農
林

水
産

省
：

品
目

別
経

営
統

計

り
ん

ご
経

営
費

1
ha

の
農

薬
費

31
0,

00
0円

り
ん

ご
結

果
樹

面
積

約
20

,0
00

ha

31
万

円
×

2
万

ha
 =

 6
2億

円
（
農

薬
費

だ
け

）

＋
燃

料
、

SS
費

用
、

（
人

件
費

）
･･

･

り
ん

ご
販

売
額

約
10

00
億

円

※
 
1
剤
を
全
県
に
1
回
散
布
す
る
と
、

3
～

 
5
億
円
と
言
わ
れ
る
。

①
青

森
県

に
お

け
る

り
ん

ご
病

害
虫

防
除

の
実

態

輸
出

促
進

に
対

応
し

た
防

除
が

求
め

ら
れ

る

H2
2

23
24

25
26

27
28

29

→
中

国
香

港

台
湾

①
輸

出
3

万
㌧

：
青

森
県

の
生

産
量

の
7

％
【
青

森
県

輸
出

拡
大

戦
略

】

→
 目

標
4

万
㌧

タ
イ

、
マ

レ
ー

シ
ア

、
ベ

ト
ナ

ム
な

ど
も

②
植

物
検

疫
上

の
対

応
台

湾
：

モ
モ

シ
ン

ク
イ

ガ
が

1
回

見
つ

か
る

と
、

出
荷

元
の

県
か

ら
の

果
実

（
蘋

果
、

梨
子

、
水

蜜
桃

、
李

子
）
の

輸
入

停
止

、
2

回
見

つ
か

る
と

日
本

全
国

か
ら

輸
入

停
止

→
 徹

底
防

除
、

被
害

果
の

見
極

め

農
水

省
：

国
際

的
検

疫
処

理
技

術
の

確
立

（
青

森
も

参
画

）
、

輸
出

植
物

防
疫

の
迅

速
化

事
業

③
相

手
国

の
残

留
基

準
へ

の
対

応
台

湾
：

当
初

は
基

準
が

設
定

さ
れ

て
い

な
い

薬
剤

だ
ら

け
→

台
湾

に
設

定
を

要
望

（
Ｈ

27
り

ん
ご

研
）

香
港

：
輸

出
に

対
応

し
た

薬
剤

選
択

に
よ

る
病

害
虫

防
除

の
実

証
試

験
残

留
基

準
を

ク
リ

ア
で

き
る

か
、

病
害

虫
の

防
除

に
支

障
が

な
い

か

→
 相

手
国

に
合

わ
せ

た
防

除
対

応
が

必
要

り
ん

ご
輸

出
量

（
全

国
）

3
万

ト
ン

①
青

森
県

に
お

け
る

り
ん

ご
病

害
虫

防
除

の
実

態

防
除

指
導

は
多

方
面

か
ら

、
色

々
な

方
法

で

（
県

）
普

及
機

関
総

合
的

・
基

本
的

な
指

導

【
指

導
組

織
】

（
県

）
病

害
虫

防
除

所
予

察
情

報
や

薬
剤

管
理

指
導

り
ん

ご
協

会
（
生

産
者

団
体

）

生
産

者
視

点
で

の
具

体
的

指
導

全
農

・
Ｊ
Ａ

地
域

地
域

で
の

相
談

・
指

導

地
域

市
場

良
品

生
産

を
現

場
指

導
か

ら

農
薬

商
店

（
農

薬
商

組
）

個
々

の
生

産
者

に
細

か
な

指
導

農
薬

メ
ー

カ
ー

自
社

製
品

の
技

術
情

報

（
地

独
）
り

ん
ご

研
究

所
エ

ビ
デ

ン
ス

的
支

援

病
害

虫
防

除
指

針
指

導
方

針
・
内

容
の

ベ
ー

ス

り
ん

ご
生

産
情

報
状

況
に

合
わ

せ
た

情
報

発
生

予
察

情
報

・
注

意
報

リ
ア

ル
な

発
生

状
況

を
発

信

り
ん

ご
指

導
要

項
生

態
・
防

除
技

術
等

を
解

説

防
除

暦
（
県

・
個

別
）

指
導

の
基

本
ア

イ
テ

ム

農
薬

登
録

情
報

Ｆ
Ａ

Ｍ
ＩＣ

JP
P-

N
ET

、
県

農
薬

情
報

な
ど

巡
回

指
導

研
修

会

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

生
産

現
場

【
指

導
手

段
】

①
青

森
県

に
お

け
る

り
ん

ご
病

害
虫

防
除

の
実

態

育
て

「
病

害
虫

マ
ス

タ
ー

」

（
公

財
）
青

森
県

り
ん

ご
協

会
が

実
施

す
る

「
県

り
ん

ご
病

害
虫

マ
ス

タ
ー

養
成

事
業

」

①
病

害
虫

の
識

別
、

予
察

、
防

除
な

ど
、

基
本

か
ら

応
用

ま
で

、
広

く
に

精
通

し
た

人
材

（
生

産
者

）
の

育
成

を
目

指
し

、
県

内
市

町
村

か
ら

の
委

託
事

業
と

し
て

2
0
0
6
年

度
か

ら
行

わ
れ

て
い

る
。

②
平

成
3
0
年

度
は

、
4
3
人

が
丸

1
日

、
年

9
回

の
講

義
（
座

学
と

実
習

）
を

受
け

る
。

講
師

は
、

り
ん

ご
研

究
所

職
員

が
主

に
担

当
し

、
農

機
具

メ
ー

カ
ー

か
ら

の
話

や
県

外
研

修
も

行
わ

れ
る

。

座
学

：
農

薬
の

基
礎

知
識

と
重

要
性

、
病

害
虫

の
生

態
と

防
除

、
病

害
虫

の
発

生
予

察
の

ポ
イ

ン
ト

、

植
調

剤
の

使
い

方
と

注
意

点
、

薬
害

の
現

れ
方

、
防

除
暦

の
解

説
・
・
・
な

ど

実
習

：
紋

羽
病

に
対

す
る

露
出

灌
注

法
と

土
壌

注
入

法
、

ク
ワ

コ
ナ

カ
イ

ガ
ラ

ム
シ

の
バ

ン
ド

巻
、

マ
メ

コ
バ

チ
の

天
敵

除
去

、
無

防
除

園
の

観
察

・
・
・
な

ど

※
 り

ん
ご

協
会

は
、

こ
れ

と
は

別
に

、
後

継
者

育
成

を
目

的
と

し
た

「
り

ん
ご

産
業

基
幹

青
年

研
修

事
業

」
（

 
2

年
間

、

現
在

3
1

期
、

1
期

8
0

名
程

度
）
を

実
施

し
て

お
り

、
こ

の
中

で
も

病
害

虫
や

農
薬

等
の

科
目

が
あ

る
。

→
 病

害
虫

や
農

薬
等

の
話

を
十

分
理

解
し

、
現

場
で

実
践

で
き

る
生

産
者

が
多

く
居

る
！

 
 

 
 

 

5
6

7
8



─ 53─

②
「
防

除
暦

」
の

役
割

と
し

く
み

な
ぜ

こ
こ

で
防

除
暦

な
の

か

「
防

除
暦

」

（
青

森
県

）
り

ん
ご

病
害

虫
防

除
暦

青
森

県
病

害
虫

防
除

暦
編

成
部

会
編

（
各

J
A

等
の

個
別

）
防

除
暦

①
（
り

ん
ご

の
場

合
）

「
防

除
暦

」
を

使
わ

な
い

防
除

は
無

い
※

特
別

栽
培

で
も

防
除

暦
は

必
要

②
現

場
指

導
も

「
防

除
暦

」
が

ベ
ー

ス

③
農

薬
取

締
法

の
改

正
の

影
響

な
ど

を

「
防

除
暦

」
で

考
え

る

②
「
防

除
暦

」
の

役
割

と
し

く
み

防
除

暦
の

役
割

（
な

ぜ
防

除
暦

が
必

要
か

）
①

①
効

果
的

な
防

除

時
期

に
よ

っ
て

防
除

対
象

と
な

る
病

害
虫

が
異

な
る

（
そ

れ
ぞ

れ
の

病
害

虫
に

防
除

適
期

）

農
薬

登
録

で
希

釈
倍

数
に

幅
が

あ
る

場
合

当
該

地
域

で
適

正
（
効

果
、

価
格

な
ど

）
な

倍
数

を
提

示
で

き
る

②
効

率
的

な
防

除

防
除

対
象

と
な

る
病

害
虫

が
非

常
に

多
い

主
要

な
病

気
1
0
、

害
虫

1
0
程

度
（
＋

マ
イ

ナ
ー

）

防
除

適
期

、
防

除
幅

が
そ

れ
ぞ

れ
の

病
害

虫
で

異
な

る

※
（
防

除
指

針
的

な
）
対

象
病

害
虫

/
防

除
時

期
/
防

除
方

法
の

羅
列

で
は

指
導

が
難

し
い

③
１

年
を

通
し

た
体

系
的

な
対

応
が

必
要

①
②

を
最

大
限

発
揮

す
る

よ
う

な
（
最

大
公

約
数

）
シ

ス
テ

ム
が

必
要

リ
ン

ゴ
ハ

ダ
ニ

②
「
防

除
暦

」
の

役
割

と
し

く
み

防
除

暦
の

役
割

（
な

ぜ
防

除
暦

が
必

要
か

）
②

④
無

駄
な

防
除

を
回

避
例

：
シ

ン
ク

イ
ム

シ
対

策
（
抜

粋
）

⑤
農

薬
の

適
正

使
用

防
除

暦
の

中
で

は
、

ど
の

様
に

使
っ

て
も

使
用

基
準

を
超

え
る

こ
と

は
無

い

⑥
薬

剤
の

準
備

生
産

費
低

減
に

も
つ

な
が

る

⑦
そ

の
他

意
外

と
重

宝

農
作

業
の

区
切

り
と

し
て

活
用

で
き

る
頭

の
中

で
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

１
年

全
体

を
見

通
す

こ
と

が
で

き
る

（
シ

ー
ズ

ン
途

中
で

も
）

修
正

・
加

筆
す

る
こ

と
で

、
ト

レ
サ

ビ
に

つ
な

が
る

貼
っ

て
お

く
と

防
除

意
識

が
高

ま
る

デ
メ

リ
ッ

ト
：
意

識
し

な
い

と
過

剰
散

布
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

モ
モ

シ
ン

ク
イ

ガ

②
「
防

除
暦

」
の

役
割

と
し

く
み

1
0
0
年

目
を

迎
え

た
「
防

除
暦

」
①

大
正

7
年

（
1
9
1
8
年

）

島
善

鄰
発

案
の

苹
果

病
害

虫
駆

除
剤

「
薬

剤
散

布
暦

」

以
降

、
1
0
0
年

毎
年

改
定

大
正

9
年

版

ボ
ル

ド
ー

液
、

石
灰

硫
黄

合
剤

、
砒

酸
塩

、
除

虫
菊

な
ど

病
害

虫
の

生
態

な
ど

を
極

め
て

詳
細

に
記

載 「
ツ

ノ
ケ

ム
シ

」
、

第
二

回
ノ

モ
ノ

大
発

生
シ

葉
ヲ

網
状

ﾆ
害

ス
ル

ヲ
以

テ
一

枚
ノ

葉
ニ

群
棲

セ
ル

内
ニ

除
ク

ベ
シ

此
期

ヲ
逸

ス
レ

バ
防

除
困

難
ナ

リ

ツ
ノ

ケ
ム

シ
（
ヒ

メ
シ

ロ
モ

ン
ド

ク
ガ

）

9
10

11
12
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②
「
防

除
暦

」
の

役
割

と
し

く
み

1
0
0
年

目
を

迎
え

た
「
防

除
暦

」
② 昭
和

2
6
年

多
色

刷
り

に

大
正

1
3
年

最
初

の
大

版
一

枚
暦

②
「
防

除
暦

」
の

役
割

と
し

く
み

1
0
0
年

目
を

迎
え

た
「
防

除
暦

」
③

平
成

3
0
年

（
1
1
回

）

昭
和

4
3
年

基
準

最
多

（
1
6
回

）

昭
和

4
9
～

6
1
年

ボ
ル

ド
ー

、
ノ

ン
ボ

ル
ド

ー
並

列
体

系

468

1
0

1
2

1
4

1
6

基
準

薬
剤

の

散
布

回
数

②
「
防

除
暦

」
の

役
割

と
し

く
み

防
除

暦
の

し
く
み

②
「
防

除
暦

」
の

役
割

と
し

く
み

散
布

時
期

の
ベ

ー
ス

は
「
基

準
散

布
」

①
「
（
県

）
防

除
暦

5
か

条
」

と
さ

れ
て

い
る

も
の

1
：
全

県
対

応
2
：
全

品
種

一
斉

散
布

3
：
病

害
と

害
虫

の
一

斉
防

除
4
：
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
散

布
5
：
メ

ニ
ュ

ー
方

式
→

 基
本

的
に

は
継

承
し

て
い

る
が

、
若

干
ニ

ュ
ア

ン
ス

が
変

わ
っ

て
き

て
い

る
？

②
基

準
散

布
は

「
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
散

布
」

平
成

3
0
年

版
：
1
1
回

・
防

除
し

な
い

場
合

、
極

め
て

深
刻

な
実

害
を

受
け

る
病

害
虫

の
中

で
、

防
除

の
時

期
を

指
定

す
べ

き
も

の
を

対
象

と
す

る
。

※
 重

要
病

害
虫

で
も

、
時

期
の

設
定

の
必

要
が

な
い

も
の

、
す

べ
き

で
な

い
も

の
は

対
象

と
な

ら
な

い
。

・
体

系
的

な
防

除
が

求
め

ら
れ

る
病

害
を

主
体

に
、

1
0
～

1
5
日

間
隔

で
組

み
立

て
る

。
※

 モ
ニ

リ
ア

病
、

黒
星

病
、

斑
点

落
葉

病
、

褐
斑

病
な

ど
、

殺
虫

剤
は

2
回

入
っ

て
い

る
だ

け

13
14

15
16
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②
「
防

除
暦

」
の

役
割

と
し

く
み

今
の

「
暦

」
は

、
総

合
的

防
除

「
暦

」

③
状

況
に

応
じ

た
「
対

応
防

除
（
散

布
）
」

が
重

要

・
病

害
虫

の
発

生
状

況
や

特
性

、
年

や
地

域
に

よ
る

変
動

、
他

の
作

業
、

必
要

性
な

ど

状
況

に
応

じ
て

、
適

切
な

手
段

を
講

じ
る

→
「
防

除
作

業
」
欄

を
参

考
に

④
防

除
暦

を
活

か
す

た
め

の
「
サ

ポ
ー

ト
体

制
」

・
「
防

除
暦

」
は

「
計

画
書

」
活

か
す

の
が

「
り

ん
ご

生
産

情
報

」
→

 時
期

の
ズ

レ
や

特
に

注
意

す
べ

き
事

項
な

ど
を

逐
次

提
供

1
0
～

2
0
日

間
隔

、
時

に
「
号

外
」
、

り
ん

ご
の

生
育

情
報

や
熟

度
情

報
も

提
供

地
方

新
聞

、
ラ

ジ
オ

、
ネ

ッ
ト

（
ア

ッ
プ

ル
ネ

ッ
ト

）

・
生

産
情

報
作

成
会

議
県

（
行

政
、

普
及

）
、

り
ん

ご
協

会
、

病
害

虫
防

除
所

、
全

農
、

り
ん

ご
研

究
所

（
病

虫
、

栽
培

等
）

「
防

除
暦

」
は

､ベ
ー

ス
と

な
る

「
基

準
散

布
」
で

重
要

病
害

虫
を

し
っ

か
り

抑
え

、
対

応
散

布
・
防

除
で

総
合

的
に

商
品

価
値

の
あ

る
り

ん
ご

を
生

産
す

る
シ

ス
テ

ム

②
「
防

除
暦

」
の

役
割

と
し

く
み

前
年

の
発

生
状

況
に

対
応

①
前

の
年

の
発

生
状

況
を

吟
味

し
、

強
化

し
た

り
、

必
要

に
応

じ
て

防
除

法
を

見
直

す

②
発

生
状

況
の

図
式

化
（
状

況
を

把
握

す
る

た
め

、
意

見
を

集
約

す
る

た
め

の
「
青

森
方

式
」
）

多
か

っ
た

、
や

や
多

か
っ

た
、

一
部

園
地

で
多

か
っ

た
、

一
部

地
域

で
多

か
っ

た
、

一
部

園
地

で
や

や
多

か
っ

た
、

一
部

地
域

で
や

や
多

か
っ

た
、

散
見

さ
れ

た
、

少
な

か
っ

た
下

記
：
抜

粋

多
か

っ
た

地
域

的
な

広
が

り
が

あ
り

、
全

体
に

発
生

量
も

多
い

一
部

園
地

で
多

か
っ

た

一
部

に
発

生
が

多
い

園
地

が
あ

る
が

、
地

域
的

な
ま

と
ま

り
が

な
い

一
部

地
域

で
多

か
っ

た

一
部

に
発

生
が

多
い

園
地

が
あ

り
、

地
域

的
に

ま
と

ま
っ

て
い

る

散
見

さ
れ

た

地
域

的
な

広
が

り
が

あ
る

が
、

発
生

量
が

少
な

い

0
30

60
90

展
葉

日
開

花
日

消
雪

日

3/
9

4/
15

3
月

4
月

5
月

20
18

20
07

0
50

5/
20

4/
29

①
近

年
は

気
象

変
動

が
大

き
い

。
変

動
に

合
わ

せ
た

防
除

対
応

が
求

め
ら

れ
る

。

②
気

象
（
気

温
）

→
 り

ん
ご

の
生

育
≒

病
害

虫
の

発
生

※
発

生
予

察
式

等
で

防
除

時
期

を
り

ん
ご

の
生

育
に

合
わ

せ
る

こ
と

で
、

気
候

変
動

に
対

応
で

き
る

基
準

1
回

目
散

布
→

 展
葉

１
週

間
頃

2
→

 開
花

直
前

※
 7

月
以

降
は

暦
日

（
7
月

初
め

、
7
月

半
ば

・
・
・
）

-1
0

10
30

50
70

90

4/
26

4/
11

②
「
防

除
暦

」
の

役
割

と
し

く
み

当
年

の
気

候
状

況
に

対
応

り
ん
ご
研
究
所
観
測

り
ん
ご
生
育
：
ふ
じ

（
特

散
）
芽

出
し

当
時

展
葉

１
週

間
後

開
花

直
前

落
花

直
後

平
年

→

②
「
防

除
暦

」
の

役
割

と
し

く
み

そ
の

年
の

園
地

の
発

生
状

況
に

対
応

①
発

生
量

や
発

生
時

期
に

対
応

特
に

、
害

虫
は

そ
の

年
の

発
生

量
（
多

少
）
に

応
じ

て
対

処
す

る
。

病
害

対
策

で
も

②
と

は
言

っ
て

も
、

で
き

る
だ

け
「
基

準
散

布
の

時
期

」
に

使
え

る
よ

う
に

「
最

適
期

な
時

期
」
で

は
な

い
場

合
も

あ
る

（
そ

れ
で

も
十

分
防

除
で

き
る

）
が

、
無

闇
に

散
布

回
数

を
増

や
さ

な
い

方
法

（
臨

機
散

布
で

は
な

い
）
。

無
理

な
場

合
は

「
特

別
散

布
」

（
降

雨
前

後
な

ど
ピ

ン
ポ

イ
ン

ト
の

散
布

が
必

要
な

時
、

春
先

・
と

め
散

布
の

後
な

ど
）

17
18

19
20
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②
「
防

除
暦

」
の

役
割

と
し

く
み

色
々

な
場

面
・
状

況
に

対
応

①
防

除
適

期
を

合
わ

せ
る

（
発

生
生

態
を

利
用

す
る

）

②
様

々
な

防
除

手
段

を
利

用
す

る
（
ＩＰ

Ｍ
も

意
識

）

③
耐

性
・
抵

抗
性

回
避

を
図

る

②
「
防

除
暦

」
の

役
割

と
し

く
み

ポ
リ

ネ
ー

タ
（
マ

メ
コ

バ
チ

）
利

用
に

対
応

①
マ

メ
コ

バ
チ

：
在

来
の

訪
花

昆
虫

受
粉

能
力

が
高

く
、

管
理

し
や

す
い

（
年

1
世

代
）

現
在

、
9
0
％

近
く
の

園
地

で
利

用
（
人

工
授

粉
か

ら
の

解
放

）

→
 生

産
者

自
ら

が
飼

養
、

管
理

②
マ

メ
コ

バ
チ

聖
域

の
散

布
体

系

防
除

暦
に

掲
載

す
る

た
め

に
は

、
開

花
直

前
、

落
花

直
後

に
使

用
す

る
薬

剤
は

、
殺

菌
剤

も
含

め
て

、
マ

メ
コ

バ
チ

に

影
響

が
な

い
こ

と
を

示
す

デ
ー

タ
が

必
須

※
展

葉
１

週
間

後
頃

の
薬

剤
は

残
効

が
少

な
い

も
の

※
 広

域
で

使
用

、
隣

接
園

に
も

飛
翔

→
散

布
も

地
域

全
体

で
考

え
る

必
要

マ
メ

コ
バ

チ
雌

成
虫

マ
メ

コ
バ

チ
巣

群
（
ア

シ
ガ

ヤ
）

③
「
防
除
暦
」
に
お
け
る
農
薬
の
変
遷
と
改
定
方
法

防
除
暦
の
改
訂
手
順

①
（
県
の
）
防
除
暦
に
お
け
る
改
訂

防
除

体
系

の
変

更
、
薬

剤
の

採
用

・
削

除
、
防

除
技

術
の

変
更

、

掲
載

薬
剤

の
使

用
方

法
（
登

録
内

容
）
の

変
更

、
付

帯
事

項
の

編
集

等
→

次
ス
ラ
イ
ド

内
部

検
討

（
担

当
部

、
所

内
）

9
月

研
究

所
案

（
素

案
）
作

成

「
防

除
暦

」
意

見
交

換
会

9
月

下
県

主
催

：
防

除
暦

案
は

提
示

せ
ず
（
意

見
、
要

望
の

集
約

）

編
成

部
会

1
0
月

（
県

主
催

：
全

農
、
J
A
、
植

防
、
農

薬
商

組
、
り
ん
ご
協

会
、
共

防
組

、

り
ん
ご
研

、
地

域
農

林
水

産
部

、
病

害
虫

防
除

所
、
本

庁
関

係
課

）

原
案

決
定

作
成

委
員

会
1
1
月
（
全

農
､植

防
､り

ん
ご
協

会
､り

ん
ご
研

､病
害

虫
防

除
所

､本
庁

関
係

課
）

最
終

決
定

1
2
月

上
印

刷
発

行
（
り
ん
ご
協

会
：
税

込
3
3
0
円

）

②
（
Ｊ
Ａ
等
個
別
）
防
除
暦
の
作
成

県
の

防
除

暦
を
基

準
と
す
る
が

、
そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
等

に
合

わ
せ

て
作

成

③
「
防

除
暦

」
に

お
け

る
農

薬
の

変
遷

と
改

定
方

法

防
除

暦
の

改
訂

理
由

①
防

除
体

系
の

変
更

防
除

時
期

、
防

除
間

隔
等

の
見

直
し

、
散

布
回

数
の

増
減

等

②
薬

剤
の

採
用

新
剤

が
登

録
さ

れ
、

防
除

効
果

や
実

用
性

が
検

証
さ

れ
た

場
合

古
い

剤
で

も
、

新
た

な
病

害
虫

に
対

応
す

る
た

め
に

採
用

（
メ

ー
カ

ー
の

努
力

で
）
価

格
が

抑
え

ら
れ

た
こ

と
に

よ
っ

て
採

用
さ

れ
た

事
例

も
あ

り

③
薬

剤
の

削
除

登
録

が
失

効
し

た
場

合
登

録
内

容
の

変
更

で
防

除
暦

上
使

う
場

が
無

く
な

っ
た

場
合

耐
性

や
抵

抗
性

の
発

達
に

よ
り

防
除

効
果

が
低

下
し

、
多

く
の

地
点

で
防

除
効

果
が

期
待

で
き

な
く
な

っ
た

場
合

使
用

例
や

流
通

量
が

極
端

に
少

な
く
な

り
削

除
さ

れ
た

こ
と

も
あ

り

④
防

除
技

術
の

変
更

病
害

虫
の

発
生

状
況

が
変

わ
っ

た
場

合
（
マ

イ
ナ

ー
病

害
虫

の
顕

在
化

、
マ

イ
ナ

ー
化

）
病

害
虫

の
発

生
生

態
の

変
化

（
リ

ン
ゴ

コ
カ

ク
モ

ン
ハ

マ
キ

年
3

化
→

2
化

）
新

た
な

防
除

技
術

が
開

発
さ

れ
た

場
合

（
展

葉
１

週
間

頃
の

ア
プ

ロ
ー

ド
、

耕
種

的
防

除
）

採
用

剤
は

赤
字

で

21
22

23
24
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（
県

の
）
防

除
暦

で
は

、
平

成
に

入
っ

て
か

ら
で

も
、

○
剤

が
採

用
さ

れ
、

○
剤

が
消

え
た

。
←

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

当
日

に

【
殺

ダ
ニ

剤
の

例
（
マ

シ
ン

油
を

除
く
）
】

平
成

薬
剤
名

1
 
 
2
 
 
3
 
 
4
 
 
5
 
 
6
 
 
7
 
 
8
 
 
9
 
 
1
0
 
1
1
 
1
2
 
1
3
 
1
4
 
1
5
 
1
6
 
1
7
 
1
8
 
1
9
 
2
0
 
2
1
 
2
2
 
2
3
 
2
4
 
2
5
 
2
6
 
2
7
 
2
8
 
2
9
 
3
0

シ
ト
ラ
ゾ
ン

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

オ
マ
イ
ト

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

オ
サ
ダ
ン

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ニ
ッ
ソ
ラ
ン

●
●
●
●
●

カ
ー
ラ

●
●
●
●
●
●

ダ
ニ
ト
ロ
ン

●
●
●
●
●
●

サ
ン
マ
イ
ト

●
●
●
●
●
●

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

ピ
ラ
ニ
カ

●
●
●
●
●

マ
イ
ト
ク
リ
ー
ン

●
●
●

バ
ロ
ッ
ク

●
●
●
●
●
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

コ
ロ
マ
イ
ト

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

カ
ネ
マ
イ
ト

●
●
●
●
●
●
●
●
○

マ
イ
ト
コ
ー
ネ

●
●
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

タ
イ
タ
ロ
ン

●
●
○

ダ
ニ
サ
ラ
バ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ス
タ
ー
マ
イ
ト

●
●
●
●
●
●
●
●
●

ダ
ニ
ゲ
ッ
タ
ー

●
●
●
●
●
●
●
●
●

ダ
ニ
コ
ン
グ

●
●

□
：
リ
ン
ゴ
ハ
ダ
ニ
の
み
、
○
：
ナ
ミ
ハ
ダ
ニ
の
み

③
「
防

除
暦

」
に

お
け

る
農

薬
の

変
遷

と
改

定
方

法

農
薬

の
移

り
変

わ
り

リ
ン

ゴ
ハ

ダ
ニ

越
冬

卵

③
「
防

除
暦

」
に

お
け

る
農

薬
の

変
遷

と
改

定
方

法

農
薬

の
採

用
手

順

①
一

般
的

な
流

れ

登
録

に
向

け
た

委
託

試
験

メ
ー

カ
ー

と
協

議
し

な
が

ら
（
実

用
場

面
も

想
定

し
て

）

実
用

化
に

向
け

た
試

験
：
品

種
、

混
用

な
ど

内
部

検
討

（
担

当
部

、
所

内
）

効
果

、
安

全
性

、
必

要
性

、
（
緊

急
性

）
、

価
格

「
防

除
暦

」
採

用
候

補
と

し
て

決
定

以
後

、
（
防

除
暦

の
改

訂
手

順
と

同
）

編
成

部
会

作
成

委
員

会

②
採

用
時

、
様

々
な

内
容

の
変

更
が

必
要

と
な

る
場

合
が

あ
る

耐
性

・
抵

抗
性

の
注

意
喚

起
、

混
用

手
順

・
・
・

ア
フ

タ
ー

フ
ォ

ロ
ー

も
（
多

発
し

た
場

合
の

対
応

策
）

他
の

病
害

虫
の

防
除

方
法

の
変

更
も

（
同

時
防

除
な

ど
）

研
究

所
で

の
散

布
試

験

③
「
防

除
暦

」
に

お
け

る
農

薬
の

変
遷

と
改

定
方

法

基
幹

薬
剤

が
無

く
な

っ
た

ら

耐
性

・
抵

抗
性

、
登

録
失

効
（
内

容
変

更
）
な

ど
で

、
防

除
暦

掲
載

農
薬

が
失

わ
れ

た
場

合

①
代

替
剤

が
あ

る
場

合
大

き
な

問
題

と
は

な
ら

な
い

か
も

し
れ

な
い

が
・
・
・

剤
に

よ
っ

て
は

、
対

象
と

な
る

病
害

虫
を

カ
バ

ー
で

き
な

い
場

合
が

あ
る

選
択

幅
が

減
少

す
る

（
場

合
に

よ
っ

て
は

メ
ニ

ュ
ー

方
式

→
 固

定
）

→
 耐

性
・
抵

抗
性

の
回

避
、

価
格

競
争

に
影

響

②
代

替
剤

が
な

い
場

合
深

刻
!!

新
剤

の
採

用
効

果
が

若
干

劣
る

剤
や

、
実

用
性

検
討

が
不

十
分

な
剤

に
頼

ら
ざ

る
を

得
な

い
か

も
新

剤
に

よ
る

新
た

な
防

除
体

系
を

組
む

必
要

が
あ

る
か

も

様
々

な
防

除
手

段
を

総
動

員
結

果
は

未
知

数
、

生
産

者
に

過
度

な
負

担

早
急

に
有

効
薬

剤
の

探
索

、
実

用
化

が
必

要

研
究

資
本

（
人

、
金

、
時

間
）
の

偏
重

：
他

の
課

題
実

施
が

疎
か

に
な

る

③
「
防

除
暦

」
に

お
け

る
農

薬
の

変
遷

と
改

定
方

法

そ
ん

な
事

態
が

現
実

と
な

っ
た

（
黒

星
病

）

①
平

成
2
8
年

、
津

軽
地

域
で

黒
星

病
が

多
発

3
0
年

近
く
発

生
を

抑
え

て
き

た
E
B

I剤
（
D

M
I剤

）
の

耐
性

が
急

激
に

顕
在

化
平

成
2
9
年

度
防

除
暦

で
緊

急
対

応
・
E
B

I剤
（
混

合
剤

を
含

む
）
を

削
除

・
新

剤
（
フ

ル
ー

ツ
セ

イ
バ

ー
、

ユ
ニ

ッ
ク

ス
）
を

採
用

・
新

防
除

体
系

（
散

布
間

隔
）
を

導
入

・
多

い
場

合
、

特
別

散
布

（
芽

出
し

当
時

に
ベ

フ
ラ

ン
）

等
等

②
平

成
2
9
年

も
発

生
が

多
く
、

3
0
年

（
本

年
）
広

範
囲

で
多

発
・
原

因
等

を
解

析
中

・
2
9
年

産
貯

蔵
果

の
出

荷
後

の
被

害
果

が
問

題
に

→
 急

遽
、

発
生

の
多

い
と

こ
ろ

は
夏

場
の

基
準

薬
剤

か
ら

Q
o
I剤

を
外

す
等

指
導

③
様

々
な

影
響

が
・
・
・

・
現

場
在

庫
・
苗

木
供

給
・
散

布
回

数
・
研

究
現

場
・
国

へ
要

望
20

18
.7

.1
9

黒
星

病
危

機
突

破
大

会

27
28

25
26
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④
「
農

薬
取

締
法

」
改

正
の

影
響

と
今

後

再
評

価
制

度
の

導
入

の
影

響
は

再
評

価
に

よ
っ

て
、

登
録

内
容

が
変

更
に

な
っ

た
り

、
失

効
し

た
場

合
を

考
え

る

－
で

き
る

だ
け

生
産

現
場

を
混

乱
さ

せ
な

い
こ

と
が

重
要

－

①
防

除
暦

（
等

）
で

生
産

現
場

に
周

知
す

る
（
防

除
暦

が
あ

れ
ば

、
ス

ム
ー

ズ
に

で
き

る
）

防
除

暦
検

討
の

（
で

き
る

だ
け

）
前

に
、

失
効

等
の

通
知

が
必

要

防
除

暦
上

、
そ

の
時

点
で

最
善

の
策

を
検

討
※

代
替

剤
の

あ
る

な
し

等
→

前
述

次
善

、
次

々
善

の
対

応
し

か
と

れ
な

い
場

合
も

あ
る

→
 新

た
な

試
験

な
ど

次
年

度
以

降
に

向
け

た
準

備
も

進
め

る

②
シ

ー
ズ

ン
途

中
で

の
変

更
は

、
緊

急
的

な
対

応
で

現
場

を
指

導
す

る
防

除
暦

を
編

成
、

伝
達

す
る

組
織

が
あ

る
（
対

応
策

を
組

織
的

に
検

討
で

き
る

）

防
除

暦
が

あ
れ

ば
、

ど
こ

を
ど

の
様

に
変

更
す

る
の

か
を

適
切

に
伝

え
ら

れ
る

で
き

れ
ば

、
こ

の
方

法
は

避
け

た
い

（
リ

ス
ク

も
あ

る
）
、

失
効

ま
で

の
猶

予
期

間
が

欲
し

い

④
「
農

薬
取

締
法

」
改

正
の

影
響

と
今

後

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

農
薬

へ
の

対
応

は
？

原
体

等
同

等
剤

の
登

録
申

請
の

簡
素

化
に

よ
り

、

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

農
薬

が
増

加
す

る
こ

と
考

え
る

－
生

産
現

場
で

活
用

で
き

る
様

に
す

る
に

は
？

－

①
農

薬
代

が
安

く
な

る
の

は
歓

迎

②
原

体
が

同
等

で
あ

れ
ば

、
防

除
効

果
に

差
は

な
い

の
か

？
→

確
認

作
業

、
試

験
が

必
要

に
な

る
？

メ
ー

カ
ー

が
保

証
？

③
か

つ
て

、
り

ん
ご

で
は

、
溶

剤
が

変
更

さ
れ

た
こ

と
で

薬
害

が
出

た
：
い

ま
だ

に
ト

ラ
ウ

マ

り
ん

ご
の

場
合

、
品

種
に

よ
っ

て
薬

害
の

出
方

に
か

な
り

の
差

が
あ

る

→
確

認
作

業
、

試
験

が
必

要
に

な
る

？

④
供

給
体

制
、

供
給

メ
ー

カ
ー

（
新

規
参

入
？

）
の

情
報

提
供

や
サ

ポ
ー

ト
体

制
は

大
丈

夫
？

④
「
農

薬
取

締
法

」
改

正
の

影
響

と
今

後

さ
い

ご
に

①
情

報
開

示
（
決

ま
る

前
）

生
産

現
場

は
、

急
な

変
化

を
望

ま
な

い

②
情

報
伝

達
（
決

ま
っ

て
か

ら
）

生
産

現
場

は
、

万
が

一
の

ミ
ス

で
も

許
さ

れ
な

い

29
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